















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。













　面談室を出るなり、わたしは走った。

　他の生徒たちがとっくに帰宅した校舎に、わたしの足音と荒い呼吸音だけが響く。黄たそ昏がれどきの廊下はもの哀がなしくて、ひどく疎外感を覚えた。

　わあっ、と遠くから賑にぎやかな声がして、わたしは足を止めた。

　廊下の窓からは寮の広場にある巨大な女神像が見える。続いて楽器の演奏が始まった。年に一度のお祭り、女神降臨祭が行われているのだ。

「……」

　願いがあるのなら女神様に祈りなさい。人は皆そう言うけれど。

　もう何度も何度も祈ったのに、それでも叶かなわないときはどうすればよいのだろう。

　楽しげな音楽から逃れるように、わたしは窓の陰に蹲うずくまった。

　女神像に背を向けて両手を組む。

　目ま蓋ぶたを閉じれば、そこは一人きりの闇の中だ。

「──どうか、わたしにも───」

　初めて、自分自身に祈った。











一章　オタクは推しに還元したいんだ、と俺は言った。






　今日は厄日なのか。

　目覚めてすぐ、俺は思った。

　二月十四日だ。バレンタインデー。女子がチョコをくれる日。俺的には義理チョコのおこぼれに与あずかれる日。

　そんな日に何な故ぜ、俺は薄暗い森の地面に埋まっているのか──？

　自分でも信じがたいのだが、俺は今、直立した体勢で地中に埋まっている。頭だけが地表に出ている状態だ。視界に映るのは鬱うつ蒼そうとした木々のみで、土の匂いが鼻をついている。

（ヤベえぞ……なんで俺、埋められてんだ!?）

　記憶を整理してみよう。

　放課後、俺は高校の教室で幼おさ馴なな染じみにフラれた。手作りチョコをもらって本命だと喜んだら、ガチトーンで怒られたのだ。「あんたみたいなキモオタに本命あげないから。自意識過剰やめてほしいんだけど」

　ショックを受けた俺はトボトボと高校を後にした。どこをどう歩いたか自分でも覚えていない。工事現場の横を通ったとき、「危ないっ！」という声がした。上を見ると、降ってくる鉄パイプがあって、ゴッという音とともにそれは俺の頭にクリーンヒットした。

　そして、目覚めたら地面に埋まっている。

　ホワイ??

　状況が飛躍している。何な故ぜ、鉄パイプに当たったら地面に埋まるのか。普通は病院のベッドで目覚めるもんじゃないのか。なんで俺は埋められて──。

（はっ、まさか……！）

　恐ろしい仮説が閃ひらめいてしまった。

　落下した鉄パイプで通行人が怪け我がをする。それは重大な事件だ。下手したらニュースになって工事現場の責任者のクビが飛ぶかもしれない。それを恐れて、彼らはこの事故をなかったことにするつもりではないか。

　怪け我がをした俺が存在しなければ、事故は明るみに出ない。フラれた男子高校生が失踪した話になるだけだ。

　冗談じゃないぞ、と俺は地面から這はい出ようとした。

　しかしどういうわけか全身の関節が動かない。踏み固められた土のせいだろうか、力を込めても手足どころか指一本動かせないのだ。周囲を見渡そうにも首も回せない。

　頭上で鳥が鳴き、羽音が遠ざかっていった。

　木々の葉の隙間から見える空は群ぐん青じよう色。もうすぐ夜なのだ。

　人間は水なしでも三日は生きられるんだっけか、と俺が考えていたときだった。

　ガサガサと茂みが揺れる音がする。

　パキ、と枝を踏む足音も。

（助かった！　誰か──）

　逸はやって声を上げようとしたが、すんでのところで思い止とどまる。

　もう日が暮れるのに、森に入ってくるのは誰だ──？

　工事現場の人間は俺が見つかると困る。人の寄り付かない場所を選んで埋めたに違いない。だとしたら、こっちに向かってくる足音は工事現場の奴やつらだ。彼らは俺の様子を見に来たのだろう。俺がまだ叫べるくらい体力があると知られれば、トドメを刺されるかもしれない。

　死んだフリだ。それでやり過ごそう。

　俺は目をつむり、息を殺した。

　足音は近付き、やがて俺の前で止まる。

「……はあ、やっと見つけたわ」

　ん？

　降ってきたソプラノの声に虚を衝つかれた。男女平等が叫ばれる時代だ。工事現場に女性の作業員がいたっておかしくはない。俺が驚いたのは、その声が妙に幼かったからだ。

　そっと目を上げる。

（っ!?）

　さて、キミたちは銀髪美少女を実際に見たことがあるだろうか？

　俺はない。日本に生まれ、日本に育ち、アニメや漫画をこよなく愛する俺にとって、銀髪美少女とは二次元にのみ存在する虚構フアンタジーだった。

　一秒前までは。

　眩まばゆいまでの銀髪を風になびかせ、ローブ姿の少女が俺を見下ろしていた。

　小柄で、歳としは中学生くらいに見える。切れ長の目に、透き通るような白い肌。現実離れした髪色でも違和感がないほど整った顔立ちだ。将来はとてつもない美人に成長するに違いない。またツンとした表情が俺のドストライクで、こんな子に「あ、あんたなんて好きじゃないんだから！」と言われた日には俺は安らかに死ねるだろう。

　……って、死んだフリはどうしたんだよ！

　慌てて俺は目を閉じた。

　衣きぬ擦ずれがして、柔らかい手が俺の頭を包む。

（何だ？　一体何をするつもりだ!?）

　内心でビクつく俺。

　一瞬の溜ための後、少女は勢いよく俺を引っ張った。

「ふううううううううううんんっっ!!」

「おおおおおいストップストップっ!!」

　堪たまらず叫んだ。

　とんでもない子だ。俺を地面から引き抜こうとしたようだが、まさか頭を持って引っ張るとは。俺は大根じゃねえ。

「へ？　誰!?」と少女はキョロキョロしている。

　この状況で誰もないだろう。ここにいるのは俺と銀髪美少女だけだ。それとも彼女は俺がとっくに死んでいると思ったのか。

「俺はまだ生きている。頼む、俺を掘り出してくれ、銀髪ツン美少女！」

　死んだフリはやめだ。この少女は俺を葬ほうむりに来たのではない。引き抜こうとしたのだから俺を助けに来たのだ。

「ツン……？　わたしのことを言ってるの!?」

「もちろん。銀髪でなおかつツンとしている美少女は、この場ではキミくらいだろう」

　少女がムッとした。俺としては「ツン」は誉ほめ言葉だったんだが、彼女はそうは取らなかったようだ。

　険しい表情で彼女は周囲を見渡す。

「失礼なことを言うのは誰よ。隠れてないで姿を現しなさい！」

「初めから現れてるだろ。さっきキミは俺を引き抜こうとしたじゃないか」

　少女の視線が落ちた。

　まん丸い目が俺を捉える。ふう、やっと俺を認識してくれたか。これで一安心、と思った矢先、彼女の口が悲鳴の形になる。

「いやああああああっ、杖つえが喋しやべったあああああ──っ!!」

「おい待っ、なんで逃げる!?　ちょ、置いてかないで！　助けてくださいお願いします銀髪ツン美少女様っ！」

「ひいいいん、様を付ければいいってもんじゃない……！」

　必死の呼びかけも虚むなしく、少女は銀髪を煌きらめかせ、彗すい星せいのごとく走り去っていった。

　後に残されたのは地面から頭だけ出した俺一人。

　木々のざわめきがした。

「厄日か……」

　助けに来てくれたと思ったら、逃げていってしまった。

　しかも彼女は奇妙なことを言っていなかったか？

　杖が喋しやべった、と。







　大きなスコップを担かついで銀髪ツン美少女は再び現れた。

　彼女が逃げ去ってからさほど時間は経たっていない。空は群ぐん青じよう色から濃紺色に変わり、星ほし屑くずがちらほらと見え始めていた。

　ザク、ザクと少女は俺の周囲の土を掘ってくれる。

　己の姿が地中から現れ、俺は思わず間抜けな声を洩もらした。

「どうなってるんだ、これは……」

　杖つえ、だった。

　自分の身体からだを見下ろすと、ただ一本の棒がある。俺は杖つえになっていた。

　どうりで関節がぴくりとも動かないわけだ。首が回らないのも地面に埋まっていたからじゃなくて、首が回るようにできていないからだ。

「はは、棒に当たって俺は棒になったのか……この夢はいつ覚めるんだろうな？」

「何わけのわかんないこと言ってるのよ。はあ、まだ抜けないわね……」

　スコップを振るう少女は額に玉の汗を浮かべている。

　杖つえの俺は全長一メートルほどで、結構な深さまで掘らないといけない。夢の中とはいえ華きや奢しやな少女に重労働をさせ、自分は棒立ちでいるこの状況を非常に心苦しく思う。

「すまない。俺もできることなら手伝いたいんだが」

「杖つえのくせに手伝いたいですって？」

「掘り返してくれたキミは俺の恩人だ。何かお礼をさせてほしい」

「お礼？」

　少女は片眉を上げて俺を見た。すぐさま彼女は顔を背ける。

「べ、別に、あんたのためじゃないわ。見つけちゃったんだからしかたなくよ！」

「っ!?」

　聞いたか？

　今のは間違いなくツンデレ構文だった。

　ツンデレキャラ特有の素直じゃない台詞せりふ。

　毎朝、俺を起こしに来てくれる幼おさ馴なな染じみも似たようなことを言っていた。「べ、別に、あんたのためじゃないわ。あんたが遅刻するとわたしが先生に怒られるんだからしかたなくよ！」

　……思えば、この幼おさ馴なな染じみの台詞せりふに俺はまんまと騙だまされていたのだ。彼女がツンデレだと思い込んでしまった。

　ところで〝ツンデレ〟の定義をキミたちは正しく理解しているだろうか？

　本当は好意があるにもかかわらず、羞恥心などが邪魔をして本心とは反した冷たい言動を取ってしまう──それがツンデレだ。

　つまり、好意がなければそれはツンデレではない。ツンツンだ。どこまで行っても不毛な、決してデレには辿たどり着かない世界線だ。

　俺の幼おさ馴なな染じみはツンデレではなく、ツンツンだった。ツンデレ推しの俺が幼おさ馴なな染じみの属性をずっと勘違いしていた……このショックはデカい。この夢はきっと、傷心の俺の脳が創り出した妄想なのだろう。

「てことは、この子は俺の考えた最高のツンデレ？　おおおおテンション上がってきたあああっ!!」

　ひゃあ、と少女が尻もちをついた。

「いきなり大声出さないでよ！　びっくりするじゃない」

　彼女は鋭く俺を睨にらみつけてくる。そうだ、ツンデレとはこうでなくてはならない。

「いいぞ。強気な表情、キツい眼まな差ざし。痺しびれるほどに容赦のないツンだ」

「は、はあ……？　なんであんた、息荒くして──」

「ツンデレの魅力とは何か？　一言で言うとギャップだ。強気な態度にもかかわらず、スカートの中が見えている。こういう隙にぐっとくるんじゃないか！」

「ふぁっ!?」

　座り込んだ拍子に彼女のローブがはだけていた。ローブの下には学校の制服みたいなのを着ていて、スカートの中は俺から丸見えだった。

　ほっそりしているが、適度な筋肉が付いた脚。白くすべすべして柔らかそうな太ふと腿もも。さらにその奥には三角形の布までが──

「信じらんない。どこ見てるのよ、サイテー！」

　さっと立ち上がった彼女はスカートの裾を握り、顔を赤くしていた。恥ずかしさと怒りが絶妙にブレンドした表情がそそられる。

「俺も信じられない。まさかツンデレ少女のパンチラまで拝めるとは」

「ふあああ、パンっ!?　ほんとにパンツまで見たの!?」

「幼さが宿る飾り気のないデザイン、無む垢くを象徴する純白、まさしくツンデレ少女の初う心ぶな内面を体現したかのような──」

「あああああパンツの詳細言わなくていいからっ！　ふしだらな発言を今すぐやめて！」

　はあ、はあ、と少女は息を乱していた。

「……え、噓うそでしょ。……女神様、精霊を宿してくださったのは感謝いたします。ですが、こんなふしだらな精霊、あんまりです……！」

「俺も神に感謝しよう。こんな最高のツンデレに出会えたんだからな」

「あんた、さっきからわたしをつんでれ？　とか言ってるけど、わたしにはステラ・ミレジアって名前があるの。二度とヘンな呼び方したら許さないんだから」

「ステラと言うんだな。会えて嬉うれしいぞ、ステラ」

「わたしはあんたに会って最悪な気分よ」

　プイと顔を背けるステラ。典型的なツンデレの仕草だ。ふふ、と思わず声が出る。

「何を笑ってるの……？」

「ステラの返答が理想的すぎて感動していた」

「感動って、わたしの言ったことちゃんと聞いてた？　あんたが喜ぶようなことわたしは言ってないんだけど」

「俺はさっきから喜んでばかりなんだよなあ」

「話が嚙かみ合わないわね。いい？　あんたみたいな破廉恥で、ふしだらで、いかがわしい奴やつに出会って、わたしは超絶不愉快だって言ってるの！」

「ふむ、ここまで罵られるとはな……」

　あっ、とステラが声を上げた。失言に気付いた顔だ。気まずそうに彼女はあたふたと両腕を振る。

「だ、だって、下着を見られたら誰だってそんな反応に──」

「素晴らしい!!　やはりステラは俺の理想のツンデレと確信した!!」

　沈黙が下りた。

　ステラが両腕を持ち上げたまま固まる。

「…………へ？」

「いいんだ、キモオタでも破廉恥でも思う存分罵ってくれ。大事なのはその後だ。俺がいないとこでこっそりキミが顔を赤くしていたり、『あのバカ……！』とか独り言を言っていたりしたら完璧だ。ツンデレの照れ隠しとはかくあるべき──」

「待って待って早口で何言ってるの!?　あんたの言葉が少しも理解できないんだけど!?」

「つまり、ステラに罵られるのは俺にとってはご褒ほう美び、というわけだ」

「なっ、なっ、何なのあんた──っ!?」

　卒倒しそうな勢いでステラは叫んだ。

　甲高い声が木立ちに反響する。

「何か、と問われたら俺はオタクだ。三度の飯よりツンデレが大好物で、ツンデレを愛めでるのをライフワークとしている」

「おたく……？　ヘンな名前。パンツ見るし、罵ったら喜ぶし、絶対あんた変態だわ！」

「変態いただきましたあっ！　つくづくステラは俺を喜ばせるのが上う手まいな。天才か？」

「喜ばせてない！　つくづくオタクとは話が嚙かみ合わないわよっ。うわーん、どうしてこんなわけのわかんない奴やつがわたしの杖つえに……」

　涙目になってステラはスコップを振るう。ザク、ザク、と周りの土が除かれていく。

　罵倒しても、ちゃんと俺を掘り返してはくれるらしい。そう、ツンデレな子は冷たく見えるが、実は優しいのだ。

「改めてお礼を言わせてくれ、ステラ。俺を助けてくれてありがとう」

「だから、しかたなくだってば！　自分のためだと勘違いするなんて、あんたバカじゃないの」

「そしてそのツンツンした台詞せりふ。最高だ！　もっと言ってくれ」

「ああああんたが変態なの忘れてたあ！　変態を罵るには何て言えばいいの!?」

「うーん、困ってるとこも可か愛わいいな。ステラの反応が可か愛わいすぎる……」

「あんたねえ、おだてればいいとでも思ってるんでしょうけど──」

「おだてるだと？　俺は本気で言っているんだ。ステラは世界一可か愛わいい！」

「う、うるさいっ。オタクに褒められてもちっとも嬉うれしくないんだから」

「顔が赤いぞ、ステラ。掘る力も弱まってるし。動揺してるのが丸わかりだ」

「ちちち違うわよ！　これは疲れてきただけ。オタクの言葉なんかに反応してないっ」

「ん、そうか。なら遠慮なく言わせてくれ」

　ゴホン、と咳せき払ばらいした俺は、森中に響き渡るような大声を出す。

「──ステラ、好きだっ！」

　時間が止まったみたいに彼女が静止した。

　スコップを地面に突き刺したまま固まってしまった少女に、俺は率直に気持ちをぶつける。

「キミは俺が求めていた最高の女の子だ！　一生、推させてくれ！」

　ボンっと音がした。

　ステラはそれはもう見事に真っ赤になっていた。パクパクと口を開閉させ、彼女は俺の首（にあたる部分）を摑つかむ。

「……このっ……！」

　ズポっと俺は地面から引き抜かれた。おお、抜けた！　と思ったのも束つかの間ま、ステラは俺を持ったままぶんぶんと腕を振り回し始める。ヤバいぞ、目が回る。

「い、いきなり何てこと言うのよ、バカああああああああ────っっ!!」

　全身から湯気を噴いたステラは、俺を力いっぱい放り投げていた。

「おおおおおおおおっ───!?」

　ツンデレ少女の羞恥心を侮あなどるなかれ。

　投げられた俺は勢いよく虚こ空くうを翔かけて天を目指す。

　宙そらで気付いたが、俺が埋まっていた森の傍そばにはレンガ造りの大きな洋館が建っていた。その入り口には篝かがり火びが焚たかれ、甲かつ冑ちゆうを着た兵士たちが立っている。洋館の隣の小屋には幌ほろ付き馬車が停とまっていて、馬の世話をしている人たちが見えた。間違いなく日本の風景じゃない。

　飛来することしばし、俺は森の端にある池にぼちゃん、と落ちた。







　……ちょっと調子に乗りすぎたか。

　俺は水底で反省した。

　反省はしたが、後悔はしていない。夢で推しが現れたらテンションが上がるだろう？　好きだ、と愛を叫ぶだろう？　夢で我慢するなんてバカらしいじゃないか！

　とはいえ、現状を鑑かんがみるに、俺は少々しくじったようだ。

　ステラに投げられた俺は今、池の底に沈んでいる。

　水に浸つかったときは呼吸ができないと焦あせったが、俺は杖つえだ。呼吸はいらなかった。息苦しさは感じないし、水が目に沁しみることもない。

　問題はステラとはぐれてしまったことだ。

　俺は杖つえなので、自力で池から出られない。彼女が拾いに来てくれなければずっとこのままだ。

（うーん、ステラのツンデレ具合から考えて、ほとぼりが冷めなければ俺を探しに来てはくれないだろうなあ。俺がステラと再会できるのはいつになるやら……）

　ふっと黒い影が差した。

　視線を向けると、池の主みたいな巨大ナマズがいた。

　ナマズはブラックホールのような口を開けて水を吸い込む。俺も一緒に奴やつの口に吸いこまれていた。

「ええ……」

　がっくり展開だ。

　ツンデレ少女と出会ったと思ったら、ナマズに食われるのか。この夢はどうなってるんだ。しかもガジガジとナマズの歯が身体からだ中に刺さって割と真剣に痛い。

「痛て痛て！　ナマズに齧かじられる夢なんて早く覚めてくれえっ！」

　俺が堪たまらず叫んだときだった。

「わたしの杖つえを返しなさい──ッ！」

　銀の星が降ってきたのかと思った。

　ナマズの頭上から少女がローブをはためかせ、迫る。ステラは巨大ナマズの頭に着地するなり、手にしていたナイフをそこに突き立てた！

「グォアアアアアアアッ！」

　ナマズのくせして奴やつは怪獣みたいな声を上げた。頭をもたげて左右に勢いよく振る。俺は奴やつの口から吹っ飛び、岸辺に転がっていた。

　ステラもひらりとナマズの頭部から岸へ飛び移る。

「びっくりだ。予想より大分早かったな。こんなすぐ拾いに来てくれるなんて──」

「違うわよ！　あんたを拾いに来たんじゃなくて、偶然、こっちのほうに用事があっただけなんだから」

　そう言いつつも、ステラはさっと俺を拾い、大事そうに抱える。

「果たしてその用事とは？」と訊きこうとしたとき、彼女の背後で巨大な影が蠢うごめいた。

「ステラ、後ろっ！」

　巨大ナマズが俺たちを捕食しようと口を開けていた。

「くっ」とステラは横に転がって回避する。しかし、勢いよく閉じたナマズの口は、ステラのローブを挟んでいた。

　即座に彼女はローブをナイフで裂いてナマズから逃れる。躊ちゆう躇ちよない動作だ。

「もしやステラは戦い慣れてるのか……？　今の動き、普通ならできないぞ。少なくとも俺はできない」

「無駄話は後よ！　今はこいつから逃げるわ！」

　起き上がったステラは俺を手に、池から離れるべく駆け出す。

　再びナマズが咆ほう哮こうした。俺たちをロックオンしたナマズは、ヒレを地面に叩たたきつけて飛びかかってきた。

「痛た────っっ！」

「オタクっ!?」

　ナマズは俺の頭に嚙かみついていた。

　俺の叫び声にもナマズは動じず、杖つえをくわえたまま放そうとしない。

　ステラは俺を見捨てなかった。

「このっ、放せ！　放しなさい！」

　彼女は俺の足側を持って踏ん張っている。が、相手の重量はステラの何倍もあるのだ。綱引きでは分が悪い。

　ステラの足はズルズルと池に引きずられていく。それでも、うーん、と懸命に杖つえを引く彼女。このままでは二人ともナマズの餌え食じきになるだけだ。

「無理するな、ステラ。俺を置いて逃げるんだ！」

　どうせ夢なのだ。ナマズに食われるくらい何だ。俺がカッコつけて言ったときだった。

「あんたを置いていく……？　ふざけないで。あんたはわたしの杖つえなんだから……！」

　ステラの顔が泣き出しそうに歪ゆがんだ。

　思いがけない表情に俺がたじろいだのは一瞬。

　ついにステラが池に引きずり込まれた。

「ひゃあっ！」

「ステラ……！」

　このときを待っていたとばかりにナマズはぱっくり口を開ける。俺たちを丸まる吞のみにするつもりなのだ。

　杖つえを持ったステラがナマズの口内に吸い込まれる──。

「させないっ！」

　ステラの瞳がギラリと光った。

　くるりと杖つえを持ち替え、槍やりみたいに構える。ステラはナマズの上顎にそれを突き刺した。

　ズブッと何かを突き破った感触がした。「グォアアアアアッ！」とナマズが悲鳴を上げるが、ステラの攻撃は止まらない。

「この杖つえはっ、わたしのっ、ものなんだから！　誰にも譲らないわよ──！」

　ステラはナマズの口内から、ズブッ、ズブッと周囲を何度も突いている。その度にナマズはバタついていたが、やがてぐったりとなった。

　すげえ……と俺は棒だけにぼーっとしていた。華きや奢しやで小柄だが、ステラは意外と身体能力が高いらしい。俺を遠くまで投げ飛ばしたり、巨大ナマズをＫＯしたり、なかなかできることではない。

　動かなくなったナマズの口内から、ステラはぴょん、と脱出する。

　ずぶ濡ぬれになった少女は杖つえを携え、池から離れて森のほうへ戻っていた。静かな夜道に一人分の足音が響く。

「拾いに来てくれて助かった。もう会えないかと思ったぞ」

　ビクっ、と彼女の肩が跳ねた。

　俺は逆さまに持たれているため、ステラの顔が見えない。頭を上にしてくれたら見えるんだけどな。

「……言ったでしょ。偶然、池のほうに用事があったのよ」

「そうだったな。ところで、その用事は何だったんだ？」

「あんたに関係ないわ」

　突き放すようにステラは言った。

　ツンデレ推しの俺はピン、とくる。これは照れ隠しだ。本当はただ俺を拾いに来たのだが、それを言いたくなくて、ステラは用事があったことにしている。

「くうう、これぞツンデレ！　俺はステラのもので幸せだー！」

「バっ、バカじゃないの!?　わたしはオタクなんて大嫌いなんだから」

「嫌いなら俺を放っておいてもよかったんだぞ」

　素直じゃないなあ、と俺はふふ、と笑う。珍しくステラは反論してこなかった。

「……あんた、怒ってないの？」

　怒る？

　俺は心の中で首を傾かしげてしまった。

「どうして俺が怒るんだ？」

「わたしが投げたせいで、あんた魔獣に食べられるとこだったのよ。魔獣は人を骨ごと食べるんだから、杖つえでも無事じゃ済まないわ」

「何だって!?」

　叫んだ俺に、ステラはふん、と鼻を鳴らす。

「今さら自分の置かれてた状況に気付いたの？　……わ、わざとあの池に投げたんじゃないのよ。わたしもまさかあそこまで飛ぶと思ってなくて──」

「そうじゃない、ステラ」

　どうやらステラは、俺が怒っているんじゃないか、と不安だったようだ。しかしそれは俺がステラの羞恥心を爆発させてしまったのが原因なので、俺が怒るのは筋違いである。

　怒るなら別のことだ。

「なんでそんな危険を冒して俺を拾いに来たんだ？　危ないじゃないか！」

　今になってぞっとした。本当にステラが無事でよかった。

「俺を助けに来て、ステラが食べられたらどうするつもりだったんだ!?　どう考えてもステラの安全が最優先だろ」

「見くびらないで。あれくらいわたし一人でどうにかできるわ」

「ローブ破れてるぞ。服も濡ぬれてるし」

「ちょうど着替えようと思ってたとこよ」

「助けてくれたのは嬉うれしいけど、俺はステラに怪け我がしてほしくない。俺のために無茶しないでくれ」

「誰がオタクなんかのために無茶するのよ。勘違いも甚だしいわ！」

「わかったわかった。……ありがとな、ステラ」

「～～～～～っ、何もわかってないっ」

　癇かん癪しやくを起こしたように杖つえを振るステラ。おかげで彼女の顔が見えた。

　夜でもわかるほど赤く染まった頰。恥ずかしそうに伏せた睫まつ毛げ。……やっぱりツンデレは最高だ。

「ステラ、早く着替えるんだ。風邪を引くぞ」

「言われなくてもそのつもりよ。……ヘンな精霊」

　素っ気ない声。それでも彼女の手はぎゅっと俺を握っていた。







　ステラは大きな洋館に入った。

　玄関の大広間を抜けると、規則正しくドアが並ぶ長い廊下が現れる。一番奥の部屋にステラは入った。

　室内には二段ベッドが二つと学習机が四つあった。典型的な四人部屋だ。

「いい？　これから着替えるけど、絶っ対に見ないでよ。絶対の絶対の絶対だからね！」

　腰に手を当ててステラは俺を見下ろした。

「そんな念を押されるとフリみたいなんだが。これ絶対見るパターンだろ」

「フリじゃないわよ！　見たら、これからずっとあんたを変態と呼ぶから」

「それじゃご褒ほう美びだ」

　美少女に「この変態っ！」と罵られて喜ばない男がいるだろうか？　ステラはまだ男という生き物を知らないようだ。

　ステラははっとした顔になる。

「忘れてた、あんた本物の変態だった！」

「俺に着替えを見られたくないなら、ベッドの中にでも入れるといい。杖つえの俺は自力で布ふ団とんから出られない」

「そうね」と、ステラは素直に俺をベッドの中に押し込んだ。

　柔らかい布地に包まれる。これがステラのベッドか……スーハースーハー、ここは天国か？　とてもよい匂いがする。杖つえだけど嗅覚がちゃんとあってよかった。

　少ししてステラが布ふ団とんを捲めくった。

「終わったわよ」

　ステラは私服になっていた。飾り気のない衣服だが、それがかえってステラの素材のよさを際きわ立だたせている。ささやかな膨らみのある胸元にスカートから覗のぞく生脚。ナマズとの戦闘で乱れた髪も整えてある。

　彼女は新しいローブをクローゼットから出して羽織った。

「あーあ、動いたからお腹なか減ったわ。広場で何食べよっかなー」

「待ってくれ、ステラ」

「何？」

「そろそろ俺は現実に帰りたいんだが……」

　ステラに言うことじゃないとわかっていても、俺は言わずにはいられなかった。実のところ少し焦あせっている。

　この夢は妙にリアルなのだ。まったく覚める気配がない。普通、ナマズのくだりで目覚めるだろ？

「現実って……あんたまさか、まだ夢の中にいるつもりなの？」

「この世界が夢だという決定的な理由を言おうか」

　はあ、とステラは胡う乱ろんげになる。

「まず俺の身体からだが杖つえだということ」

「精霊が杖つえに宿るのは至って普通のことよ」

「次に日本語で会話が通じていること！」

　どうだ、と俺は心の中で胸を張った。

　景色を見る限り、ここは日本じゃない。それなのに何な故ぜか俺の日本語は通じ、ステラは日本語を喋しやべっている。これが都合のよい世界＝夢じゃなくて何なのか。

「ニホンゴ……？」とステラは首を傾かしげた。

「わたしが話してるのはオラヴィナ語だけど」

「はい？」

「全知全能なる女神様は精霊と人が意思疎通できるようにしたと聖典には書かれているわ。大気は自動的に言語を、それぞれが理解できるよう変換しているのよ」

　何だそれ……自動翻訳機が付いているようなもんじゃないか。やはりこの世界は都合がよすぎる！

「オタクの現実逃避はこれで終わり？」

　呆あきれ顔でステラは俺を見下ろしてくる。

　現実逃避。そうだ、この夢は俺の現実逃避だ。よほど俺は幼おさ馴なな染じみの件がショックだったらしい。こんな理想のツンデレ少女を創り出してしまったんだからな。

　そろそろ現実に帰ろう。この子と別れるのは惜しいが、俺の脳が創った妄想ならまたいつか夢で会えるだろう。今度は俺も人間の姿で頼む。

　さて、夢から覚めるにはどうしたらよいか──？

「ステラ、俺を叩たたいてくれないか」

　ひっとステラが顔を引きつらせた。汚いものを見る目になる。

「変態……」

　違う。夢から覚めるには痛みを与える。その方法をもう一度試したいだけなのだ。俺は今、自分で自分の頭を壁にぶつけることもできないんだからな。

　ところが、彼女はすっかり引いてしまったようだ。変質者を警戒するみたいに微妙に距離を置かれている。

（止やむを得まい。ここはまたステラの羞恥心を爆発させるしかないな）

　俺は意を決して言った。

「ステラのベッドはいい匂いがするな。ずっとここにいたいくらいだ」

「なっ……！」

　慌ててステラはベッドから杖つえを取ると、真っ赤な顔で俺を睨にらみつける。

「誰がわたしのベッドを嗅いでいいって言ったのよ、このド変態っ！」

「普通にしてたら嗅げちゃったんだよなあ」

「杖つえのくせになんで匂いが嗅げるのよ……！　あんたの鼻の穴はどこにあるの!?　今すぐ塞ぐから教えなさいっ」

「想像以上にツンな台詞せりふキタ──！　さすがステラ、オタクの期待を裏切らないな」

「くうう、あんたを喜ばせたいわけじゃないのにー！」

　悔しいのかステラは地団太を踏んでいる。

「まあ、それは無理な話だな」

「は？」

「ステラにどんなに罵られても俺は喜ぶ自信がある。何な故ぜならステラは、俺が心から大好きなツンデレだからだ」

　ボッとステラの顔が燃えた。

　羞恥心が彼女の許容量を超えたのがわかった。わなわなと震えたステラは、俺を持っている腕をブン、と振りかぶる。

「この、バカバカバカ────っっ!!」

　狙い通りだ。

　ステラは俺を力いっぱい投げつけた。よし、これで壁に当たる！　と思いきや、俺は薄く開いた窓からダイブしていた。

（あれ？　まあ、いっか……）

　ステラが「しまった」という顔をしていたが、俺は真っ逆さまに落ち、頭から石畳に激突した。







　一度やってダメなものは何度やってもダメなのだ。

　意識を取り戻すと、俺は銀髪美少女に膝枕されていた。

　場所はステラの部屋があった洋館の脇である。ベンチに座ったステラは星空をバックに俺を心配そうに見つめていた。俺の後頭部には太ふと腿ももの絶妙な柔らかさがあって、彼女は俺の頭を撫なでてくれている。なんて幸せなんだ！

　ずっとこうしていたい欲求を抑えて俺は声を出した。

「……ステラ」

　びくっとしてステラの手が止まる。

　俺が意識を取り戻したのに気付き、彼女は慌てて俺から手を離した。不安顔を引っ込めて仏ぶつ頂ちよう面づらを作る。

「あんたのせいで先生に𠮟られたんだけど」

「何て？」

「命にも等しい杖つえを窓から投げるとは何事かって」

「大おお袈げ裟さだな。『命にも等しい』とは」

「普通は杖つえを自分自身のように大切にするものよ」

「そんな風習、初耳だ。……悪かったな。もう二度とあんなアホなお願いはしないよ」

　そう、俺は現実に帰れなかった。今も俺は身動きが取れない杖つえだ。痛みで意識を失ったにもかかわらず俺の夢は覚めなかったのだ。

　つまり、これは夢ではない。

「ここはどこなんだ？」

「どこって……アントーサ聖女学園の寮よ」

「この国の名は？　今は何年の何月何日だ？」

「オラヴィナ王国。女神様に祝福された大陸の西国よ。今は女神暦一〇二三年、風の月四十五日。……いきなりどうしたの？」

　手があったら俺は頭を抱えていただろう。

　ダメだ、俺の一般常識が通じない。

　これはあれか、と俺はオタクの知識を総動員した。

　異世界転生、なのだろうか。

　日本で鉄パイプに当たった俺は、異世界で杖つえとして転生した。なるほど、棒に当たったから異世界でも棒になった、と。……なんでだよ！

　神様がいるなら全力で抗議したい。

　何な故ぜ、杖つえになるのか。その理論でいくと、トラックにはねられた奴やつは荷車に転生することになるぞ。

　それに、異世界転生ときたら特別なスキルが与えられるのが定番だ。それももらった覚えがない。俺が気付いてないだけで、実はすごい能力があるのか？

「ステータス、オープン！」

「え、何？」

「何でもない……」

　ステータスは出てこなかった。ステラに嘲わ笑らわれなくてよかった。

「オタクも起きたことだし、広場に行くわよ。もうお腹なかペコペコよ」

「そうか……」

「べ、別にあんたが起きるのを待ってたんじゃないんだからね。一緒に夕食を摂とろうなんて思ってないんだから！」

「そうか……」

「……」

「……」

「……ねえ、なんか落ち込んでる？」

「はあ、そりゃな……チートなしでモノに転生って、ハズレすぎだろ……」

「変態って呼んであげようか？」

「今じゃなくて俺がもっと元気なときに頼む」

　わかってほしい。元人間だった俺はこの状況に打ちのめされているのだ。

　転生したのがまさかの杖つえで、自力で一切動けない。豚でも蜘く蛛もでもスライムでもよかった。せめて生物であれば自分で移動くらいはできたのに、杖つえだと誰かに運ばれるしかない。

　池に落ちたときに痛感したが、自発的に動けないのはかなりのストレスだ。それがこの先ずっと続く──しかも杖つえだから寿命はない。下手したら何千年もこのままだ。

　……急に元の世界が恋しくなってきた。

「つかぬことを訊きくが、この世界には神様っているのか？」

「女神様のことを言ってるの？」

　そういえばさっきも女神とか言っていたな。

「その女神様ってのは、どんな神様だ？」

「女神様は全知全能の御お方かたよ。世界を光で照らして、大地と海を作り、人間に火を与え、風を循環させたわ。天の神座にいて、人々の安寧を見守ってくださる。神様って言ったら女神様しかいないわ」

　ステラの声には深い信仰心が滲にじみ出ていた。

　女神が唯一の神なのか。自動翻訳機を導入したりしてるんだから、きっと何でもできる神様に違いない。

　訴える相手は決まりだ。

「ステラ、女神に会うにはどうしたらいい？」

　は？　とステラは驚いた。

「女神様に会う？　どうして？」

「落ち着いて聞いてほしい。俺は異世界から来たんだ」

「異世界って何……？」

「本来、交わるはずのない世界のことだよ。ステラが行けないくらいめちゃくちゃ遠い国から来たとでも思ってくれればいい。杖つえになる前、俺は日本という国で高校生をやっていたんだ」

「こうこうせい……あんたの言ってることがよくわからないんだけど」

「俺の中身は十七歳の学生ってことだ」

「えっ、じゃあオタクは精霊じゃないの？」

「精霊がどういうものか知らんが、俺は人間だ。異世界で十七年人間をやってきたのに、頭を打ったら、何な故ぜかこの杖つえに入ってたんだよ」

「そんな……」

　そう言ったきり、ステラは絶句してしまう。それだけ俺の話が荒唐無稽だったのだろう。

「教えてくれ、ステラ。杖つえに人間の魂が入った事例はあるのか？　この世界でそれは普通のことなのか？」

「ない、と思うわ……」

「だったら俺は女神に訴えようと思う。転生したら杖つえだった、はあまりに理不尽だとな。杖つえってのは何もできないんだぞ。地面に埋まっていたときだって、ナマズに襲われたときだって、俺は身動き一つできなかった。なんで俺が見知らぬ世界に飛ばされて、こんな不自由な生き方を強いられないといけないんだ？　陰キャのオタクにだって十七年間積み上げてきた人生があったんだ。それをいきなり奪われて、異世界で杖つえになれだなんてヒドすぎるだろ！」

　きっと何か手違いがあったのだ。

　異世界に来たのも、杖つえになったのも、神様のミスに違いない。

「お詫わびにチートスキルをよこせなんて言わない。俺を元の世界の日常に戻してくれ。それが俺の望みだ」

　ビョウ、と夜風が吹いて、ステラのローブがはためいた。

　一段と冷え込んできたようだった。彼女の唇が微かすかに震えている。……ほらな。これだから杖つえだと困るんだ。俺は彼女のローブを押さえてあげることすらできないんだぞ。

　ステラは自分でローブをかき抱いた。「……そう」と静かに言う。それから彼女は杖つえをぐるんぐるんと大きく振り回し始めた。

「あーあ、どうりでおかしいと思った。喋しやべる杖つえなんて前ぜん代だい未み聞もんだもの」

「この世界でも杖つえは喋しやべらないんだな」

「クラスメートの杖つえが喋しやべったことはないわ。わたし、てっきり精霊王みたいなすごい精霊が宿ったのかと勘違いしちゃったじゃない」

　ぐるんぐるん。

　足側を持って振り回される俺。回転する視界ではステラの表情も見えない。

「うっぷ、ステラもう振らないでくれ。俺は酔いやすい体質なんだ。吐きそう……」

「杖つえなんだから吐くわけないでしょ」

　そうなのだが、気持ち悪いものは気持ち悪いのだ。勘弁してほしい。

「見える？　女神像よ」

　いつの間にか広場の入り口に来ていた。ステラは俺を突き出す。

　屋台が並ぶ賑にぎやかな空間が目の前に広がっていた。一番奥には巨大な石像がそびえている。

　ローブを纏まとい、神こう々ごうしい杖つえを持った大人の女性。その表情は慈愛に満ちている。いかにも女神っぽい。

「あんたが女神様に会えるよう、わたしが協力してあげる」

　そう言ってステラは笑った。







「ツイてるわね。今日は女神降臨祭なのよ」

　俺を手にしたステラは、屋台のランプの群れを眺めて言った。

「女神降臨祭？」

「年に一度、女神様がわたしたち人間の願いを聞いてくださる日よ」

「何でも願いが叶かなうのか？」

「そんなわけないでしょ。女神様は平和と安寧を愛する御お方かたよ。公序良俗に反した願いや私欲に満ちた願いは叶かなえてくださらないわ。あとは、女神様の御み心こころに添わなかった願いも……女神像の足元に短たん冊ざくがあるのがわかる？」

　最後、ステラの口調がどことなく歯切れ悪く感じたが、俺は女神像に視線を向けた。像の足元は無数の紙片で覆われている。

「ああ。なんか紙が束になってるな」

「降臨祭の日には女神像に女神様が宿るとされているの。そのとき像に触れたものは神座、女神様が住まわれる場所に届く。だから、わたしたちは願いを書いた短たん冊ざくをああやって女神像に捧ささげているわけ」

「ステラも短たん冊ざくに願いを書いたのか？」

「もちろん」

「何を願ったんだ？」

「わたしの願いより、今はあんたの願いよ」

　ステラは指先で俺の頭をつつく。

「あんたが女神様に願いを叶かなえてもらうには、あんた自身が降臨祭の最中に女神像に触れるしかないわ」

「俺の分の短たん冊ざくをステラが書けばいいのでは？」

「短たん冊ざくは一人一枚しか与えられない決まりよ。杖つえのあんたに短たん冊ざくはないわ」

「他の紙で代用したらダメなのか？」

「ダメに決まってるでしょ！　あんたねえ、短たん冊ざくは女神様の奇き蹟せきによって作られたのよ。降臨祭が終わると同時に、願いを書いた短たん冊ざくは女神様の元へ飛んでいくの。普通の紙に書いたって、女神様の恩恵を受けられるわけないでしょ」

　𠮟られてしまった。

　女神信者のステラ的に、俺の提案は論外だったようだ。

「自分で短たん冊ざくを書けない以上、あんたは今日中に像に触れて神座に昇り、女神様に直訴するしかないよ。元の世界に戻してくださいってね」

「よし、女神像を触りに行こう！」

　人間なら勇んで足を踏み出すところだが、俺は杖つえだ。期待を込めて持ち主のステラを見るしかない。

　肝心の彼女は動かなかった。

「よく見なさいよ。女神像に簡単に触れられると思う？」

　俺は改めて広場を見た。

　女神像は甲かつ冑ちゆうを着た兵士に囲まれていた。たくさんの人が広場にいるが、像に近付く者はいない。

「降臨祭の最中は国軍の兵士がああして女神像を守っているの。みだりに像に触れたり、短たん冊ざくをいじられたりしないようにするためよ」

「神に直訴できるなら人々が押しかけてもおかしくないもんなあ」

「だからわたしたちはまずあの兵士たちをどう対処するか考えないといけないわ」

　兵士の数は約二十人。

　こっちはステラ一人と杖つえが一本……。

「待て待て。兵士を出し抜かないといけないのはわかったが、ステラが俺に付き合うことはないよな……？」

　マズい傾向だ。杖つえの身だからついステラに頼ってしまう。

　俺は元の世界に戻りたいから女神に会いたい。

　だけど、ステラが俺に協力する理由はない。国軍を敵に回すのはリスクだ。そのリスクに見合うメリットが彼女にはない。

「俺に協力してくれるのはありがたいんだが、ステラにも自分の立場ってものが──」

「か、勘違いしないでよね！　わたしが協力するのは、早くあんたに杖つえから出てってもらわないと困るからよ」

　ステラは腰に手を当てていた。

「困ってる、のか……？」

「当たり前でしょ。あんたが杖つえにいるせいで精霊王が宿れないの」

「精霊王……なんかさっきも聞いたな」

「最高位の精霊よ。わたしの杖つえには変態のオタクじゃなくて、偉大な精霊王が宿る予定だったんだから！」

「すまない。俺が杖つえに入ってしまったばかりに……」

「わ、わかればいいのよ。このままあんたに杖つえにいられると困るから協力してあげるって言ってるの。……別にオタクが人間になれなくて可哀かわい想そうとか思ってないし」

「俺に同情してくれるんだな。ステラは優しいな」

「だから同情なんかしてないってば！」

　プイ、と顔を背けるステラ。その頰が赤い。

　ツンデレ推しのオタクをナメてもらっちゃ困るな。ツンデレの照れ隠しくらい俺はお見通しなんだぜ。

　とはいえ、ステラが困ってるのも事実なんだろう。杖つえにオタクが宿っていたら俺も嫌だ。絶対に精霊王のほうがいい。

「ついでだから、わたしもあんたと一緒に女神像に触れるわ。女神様に直接お会いして、わたしも願いを叶かなえてもらうの。それがいいわ」

　名案を思いついたようにステラは言っている。

「ステラの願いは何なんだ？」

「……だから、精霊王がわたしの杖つえに宿るように、よ」

　俺にはその願いがどれくらい価値のあるものかわからない。けれど、彼女にとっては大事な願いなのだろう。

「じゃあ、二人で女神に願いを叶かなえてもらおう」

　ステラは頷うなずいた。

　杖つえを握る手に力がこもったのを俺は感じていた。







　警備の兵士たちを出し抜き、女神像に触れる。

　俺たちの方針は決まったが、決まったのは方針だけだった。

「これだけ人がいたら兵士を出し抜くどころじゃないわ。像に触れるのは、少なくともお祭りが終わってからね。今のうちに腹ごしらえしないと」

　ステラに抱えられた俺は屋台の間を歩いていた。

　屋台からは肉を焼く香ばしい匂いや飴あめ菓子の甘い匂いが漂ってくる。異世界といえども料理は俺の元いた世界とさほど変わらないようだ。広場の奥には篝かがり火びが焚たかれたステージがあり、そこではお揃そろいの衣装を着た少女たちが荘そう厳ごんな歌を合唱している。

　ステージの向こうにそびえるのは女神像だ。巨大な像は広場を見下ろし微ほほ笑えんでいる。あまりに完璧な微笑は作り物めいていて胡う散さん臭くさい……と思ってしまうのは俺だけだろうか。

「なあ、ステラ。なんでここには女子しかいないんだ？」

　さっきから通行人は皆、ステラと同じようなローブを纏まとい、杖つえを携えた女性である。女神像も杖つえを持っているし、この世界では杖つえを持つのが一般的なのかもしれない。

「ここはアントーサ聖女学園よ。全寮制の女子校なんだから男子禁制に決まってるでしょ」

「それでほとんどが十代の女子なのか」

「今日は降臨祭だから屋台のおじさんがいるけど、本来なら男がいたら大騒ぎよ。兵士も目の色を変えて飛んでくるわ」

「まさか女子校に潜入していたとは。杖つえになった甲か斐いがあったな」

「……あんた、なんでウキウキしてるの？」

「そりゃ女子校に男一人ってハーレム展開の定番──痛てっ、痛い！」

「バカ！　この変態！」とステラは俺を地面の石畳に打ちつけている。しまった、ステラの機嫌を損ねてしまった！

「いくらヒロインに囲まれても俺の本命はステラだ！　ステラを差し置いて他の子とイチャついたりはしないぞ。ツンデレに勝る属性なし！」

「は、はあ!?　わたしはオタクなんかとイチャつきたくないんだけど」

　さらに打つ力が強くなった。ゴンゴンと頭が痛い。暴力的な照れ隠しも俺は嫌いじゃないぞ。暴力に走るくらい照れてるってことだからな。可か愛わいいじゃないか。

「こらっ！」と不意に横から声がした。

　年配の女性が怖い顔でこっちに近付いてくる。

「杖つえを粗末にするとは何事ですか。杖つえは貴女あなたの命を預けるものです。それで地を叩たたくなど、女神様がご覧になったらどう思われるか──」

　先生らしき女性はクドクドとステラに説教を始める。俺を窓から落としたときもこんな調子で怒られたのだろう。ステラは神妙な顔でそれを聞いていた。

「まったく、これだから貴女あなたは嫌われるのですよ」

　先生が発した一言に、ぴくりとステラが反応する。

（嫌われる……？）

　ゴホンと咳せき払ばらいをし、先生は去っていった。ステラは唇を嚙かんで俯うつむいている。

「ステラ、今のは──」

「食べ物を買うから少し黙ってて」

　ステラは俺を紐ひもで吊つるして背負った。長蛇の列ができている屋台へ向かう。

　この世界でも杖つえは喋しやべらないらしい。俺たちが会話していたらステラがヘンに思われてしまう。

　俺は黙って、ただの杖つえになった。

　ステラが並んですぐ、前にいた女子がおもむろに振り向いた。彼女はぎょっとして、そそくさと屋台の列を離れていく。次々と他の生徒もそれに倣ならった。

（何だ……？　この子たち、ステラを避けてる……？）

　疑問に思っている間にステラは屋台の先頭に来ていた。長蛇の列はあっさりと消えていた。彼女たちはステラを遠巻きにしてヒソヒソと会話している。

　嫌な空気だな、と思った。

　ステラも気付いているはずだが、それを気にする素振りはない。ツンと真まっ直すぐ前を向いた彼女は、屋台のおじさんにケバブみたいな料理を注文している。おじさんはステラに陽気に話しかけてきた。

「お嬢ちゃん、随分小さいなあ。本当にここの生徒なのかい？」

「むっ……一年生です」

「はっは、これから成長期だな。いっぱい食べないとな」

　これはサービスだ、と言っておじさんは肉を追加で盛ってくれる。

　ステラはぶんぶんと両手を振った。

「こ、こんなたくさん、頼んでないです……！」

「いいから、いいから」とおじさんはステラに山盛りのケバブを差し出す。視線をグルグルさせて躊ちゆう躇ちよしていたステラは結局、

「……し、しかたないですね。もらっておきます」

　不承不承といった声を出した。

　が、声とは裏腹に彼女の口元はだらしなく緩んでいる。ケバブを見る目も輝いていた。

　屋台のおじさんはいい笑顔になる。

「お嬢ちゃんに女神様のご加護があらんことを」

（グッジョブ、おじさん！　いつかツンデレについて語り合おう）

　紙袋に包まれたケバブを手にステラは屋台を離れる。

　広場にはフードコートみたいにテーブルやイスが並んでいた。ステラが空いていた席にかけた途端、近くのテーブルにいた生徒たちが一斉に立つ。どうやら席を移動するらしい。

（あからさますぎるだろ……。ま、周囲に人がいないほうが俺はステラと話せるから助かるんだけどな）

　好都合とばかりに俺が声を出そうとしたとき、

「おーほっほっほ、誰かと思ったら嫌われステラじゃない」

　わざとらしい高笑いが響いた。

　皆がステラを避けてぽっかりと空いた空間。そこにいかにも勝気そうな赤髪の少女がやってきていた。歳としはステラと同じくらいだが、やたら華美な恰かつ好こうをしている。パーティー会場にいるみたいなドレスに派手なアクセサリー。さらには煌きらびやかな扇子まで手にしていた。おまえは悪役令嬢か？

「広場に何しに来たのかしら？　まさか嫌われステラの分際で降臨祭を祝いに来たわけじゃないでしょう？」

　上から目線で言う赤髪の少女。その後方には、少し地味なドレスを着た三人の少女がいて同調してくる。

「食事だけして帰るんじゃない？　ぷぷぷ」

「聖せい法ほうが使えない……アントーサの恥はじ晒さらし……」

「……その通りだと思います」

（マジでテンプレみたいな悪役令嬢とその取り巻きだな……）

　ステラは口を引き結んで彼女たちを見つめていた。背中にいる俺にもステラの緊張が伝わってくる。頑張れ、と俺は心の中でエールを送った。俺は何があってもステラの味方だ。

　ステラの視線が癇かんに障さわったのか、悪役令嬢が言う。

「何よ、何か文句があるの、嫌われステラ？」

　ステラは応えない。四人をじっと睨にらむだけだ。

　悪役令嬢はふん、と鼻を鳴らした。

「早く部屋に戻りなさい。神聖な降臨祭にあなたの席はないわ。あなたがそこにいるだけで皆が迷惑してるのよ」

　気取った仕草で彼女は杖つえを出す。

「火の精霊よ、崇高なる女神の名の下に契約を果たしなさい。──《火よ、在れイグナリア・ザイン》」

　ゴウ、と音がして、悪役令嬢の杖つえの先に炎が纏まとわりついた。

（何だ、あれは……!?）

　気付けばテニスボールくらいの火の玉がいくつも赤髪の傍そばに浮いている。現代科学では説明できない事象だ。魔法か？　この世界には魔法があるのか!?

　俺のテンションが上がるのとは裏腹に、状況は危機的になっていた。

　悪役令嬢は獰どう猛もうな笑みを浮かべ、杖つえを振り下ろす。

「さあ、嫌われ者は失うせなさい──っ！」

　火の玉すべてがステラに襲いかかった。

「っ！」

　ステラはイスを蹴って立ち上がる。その際、ポケットから小袋を出して四人に投げつけた。ボンッと音がして白い粉が舞う。

「なっ、ゲホッ、ゴホッ……これは小麦粉!?」

「幼稚なことをケホッ、するじゃない。ぷぷぷ」

「ゴホゴホ、聖せい法ほうで勝負しない……卑ひ怯きよう者もの……」

「……その通りクシュン、だと思います」

　ステラは一目散に逃げていた。追ってきた火の玉が足元で弾はじける。何事かと他の生徒がこっちを振り向くが、誰もステラを助けようとしない。先生もだ。杖つえの扱いを注意するなら、この状況もどうにかするべきじゃないのか？

　はあ、はあ、とステラの苦しげな息遣いが傍そばでしていた。

　もういいだろう、と思った俺は声を出す。

「ステラ、追っ手はいなくなったようだぞ」

　彼女の足が止まった。

　広場の隅、屋台の灯ひもステージの音楽も届かない暗がりでステラは息を整える。

「……ここで食事するわよ」

「おう」

　ツンデレ少女が隣にいれば、どこで何を食べたって美お味いしいに決まってる。







「なんで俺は杖つえなんだ───っ！」

　俺は天に向かって吼ほえた。

　広場の端っこ。植え込みの傍そばの階段に腰かけたステラはケバブを頰張り、俺を見る。

「ふへ？　いきなりどうしたの？」

　俺は階段に立てかけられている。そうしているとステラと横並びに座っているみたいだが、あくまで俺は杖つえである。

　当然、食事はできない。空腹感もなかった。

「マジで恨むぞ、女神……。異世界転生してツンデレ少女とお祭りデートなんて完璧なシチュエーションを用意しておきながら、俺は杖つえ！　これじゃ一緒に異世界の食べ物を楽しむこともできないじゃないか！」

「デート!?」とステラは素っ頓狂な声を上げた。

「ちちち違うもんっ！　こんなのデートじゃ──あれ？　男の人と二人でいるってことはデート……？　ど、どうしよう、デートって何すればいいの!?」

「くうううっ、せっかくツンデレと一緒にいるのに『はあ？　あんたお金も持ってないの？　しかたないから分けてあげるわよ』からの『……ぁ、あーん（照）』の機会を根本から奪うとは。神に人の心はないのか!?」

「……ぁ、あーん」

　ベタ、と一切れの肉が俺の頰にくっ付いた。

　赤くなったステラは、俺にソースまみれの肉をグリグリと押しつけてくる。

「こ、これでいいでしょ。バッカみたい」

「ステラが優しすぎて神」

　肉を頰に貼りつけたまま、俺は横にいるステラを見た。

　彼女は紙袋に顔を埋うずめてケバブを頰張っている。時折、チラっとこっちを窺うかがってくる様は初うい々ういしくいじらしい。これはもう完全にデートだな。

「なあ、ステラ。この世界には魔法があるのか？」

「んっ、魔法!?」

　ぎょっとした顔でステラは叫ぶ。触れてはいけないものに触れたような反応だ。

「さっき、赤髪の子が炎を出してたじゃないか。あれは魔法じゃないのか……？」

「そんなわけないでしょ。魔法は魔女が使う呪われた技よ。クインザは意地悪だけど、世界を滅ぼすような魔女じゃないわ」

　ふーむ、魔法の概念が俺のいた世界とは異なるようだ。

「なら、あれは何と言う？」

「聖せい法ほうよ。あんた、聖せい法ほうも知らないの……？」

「俺の世界に聖せい法ほうなんてものはなかったなあ」

「聖せい法ほうは精霊の力を借りて行う奇き蹟せきよ。大気中には光、火、水、風、土、五種類の精霊が漂っているの。わたしたち人は精霊にお願いして、力を使わせてもらうのよ」

「それがさっきの火の玉か」

「クインザの杖つえには高位の火の精霊が宿ってるから、火の聖せい法ほうが得意なのよ」

　聖せい法ほうは俺が知っている魔法と言い換えてもいいだろう。

　杖つえには属性を持った精霊が入るのが一般的らしい。

　それでステラは俺が杖つえにいると困るのか。納得した。ステラが杖つえに精霊王を宿したい、というのも杖つえにいる精霊が大事だからなのだろう。

「もう一つ、質問させてくれ。〝嫌われステラ〟って何だ？」

　悪役令嬢はステラをそう呼んだ。先生もステラを「嫌われている」と言った。真偽のほどはともかく、その呼び名には何か理由があるはずなのだ。

　ステラの食べる手は止まっていた。

　遠くを睨にらむ少女。視線の先ではたくさんの生徒たちが降臨祭を楽しんでいる。

「二度とそれに触れないで。不愉快だわ」

「何な故ぜだ？　俺は知りたい！　どうしてステラがあんな扱いを受けているのか。一体、誰がステラを嫌っているのか」

「しつこい。触れないでって言ったでしょ」

「なんでその話題を避けるんだ？　何か事情があるなら教えてほしい。他の世界から来た俺なら偏見なくステラの話を聞くことができる」

「話したくないってば。なんであんたにいちいち説明しないといけないのよ」

「だって、〝嫌われステラ〟なんてヒドいじゃないか！　俺はステラを助けたくて──」

　コロン、と俺は階段を転がって植え込みに落ちた。杖つえが自然に転がるわけがない。ステラが俺を蹴ったのだ。

　植栽のわずかな隙間から俺は少女を見る。

「ステラ……？」

　彼女は食べ終えた紙袋を握り潰し、立ち上がっていた。

「もういい。あんたに付き合うのは終わり。運が良ければ誰かが見つけてくれるわよ、じゃあね」

　拒絶するような眼まな差ざしで見下ろされ、俺はしくじったと思った。

　今回のステラは本気だ。ツンデレじゃない。ステラに捨て置かれたら俺は終わりだ。喋しやべる杖つえなんて奇妙なものを他の人が拾ってくれる保証もない。

　植栽に寝転んだ俺は懸命に声を上げる。

「待てステラ。俺を置き去りにしたって何も解決しないぞ」

「少なくとも二度とあんたと話さなくて済むわ」

「頼む、怒らないで事情を教えてくれ」

「うるさいっ！　あんたに関係ないでしょ」

　吐き捨てるように言ってステラは駆け出していた。

　遠ざかる銀髪。動けない俺は彼女を追うこともできない。もどかしさに内心で歯は嚙がみする。だから杖つえの身体からだなんて嫌なんだ。

「関係あるに決まってるだろ。──ステラは俺の『推し』なんだっ!!」

　俺の絶叫が響いた。

　ステラの足は止まっていた。振り向いた彼女は「おし……？」と訝いぶかしむ。

「オタクは推しに生かされているんだ！　推しのために生きていると言っても過言ではない。日々の活力を与えてくれる推しには幸せになってもらいたいし、笑顔でいてもらいたい。推しの幸せこそがオタクの幸せであり、オタクは推しのためなら頑張れる生き物なんだよ！」

　ステラは目を白黒させていた。「推し」も「オタク」も彼女の語彙にはないんだろう。それでも俺は早口で続ける。

「推しに悩みがあるなら俺は解決したい。推しが笑顔でいられるために何かしたい。俺は最初に言ったはずだ。一生推させてくれ、と。そのときから俺はステラ推しだ。だけど、ステラは俺を掘り起こしたり、この世界のことを教えてくれたりしているが、俺はステラのために何もできていないんだ！　オタクとして俺は情けない。オタクは推しに還元したいんだ。ステラのために俺に何かさせてくれよ……！」

　独りよがりな懇願だ。だけど、俺の熱意は彼女に届いたようだった。

　足音が近付いてきてステラは俺を見下ろす。

「バッカじゃないの」

　満天の星をバックにステラは言った。

　植栽から拾われた俺は、再び階段に置かれる。横に座ったステラは膝を抱えた。

「はー、わたしのために何かしたいとか、ほんとバカ……」

「オタクは大概バカなんだよ」

「肉付けて真面目な声出すのやめて」

　ポイ、とステラは俺の頰に付いていた肉を放った。ハンカチで俺を拭きながら彼女は重い口を開く。

「ここはアントーサ聖女学園。優れた聖女を育成するオラヴィナ有数の名門校よ。わたしはここの生徒なんだけど、一度も聖せい法ほうが使えたことがないの」

「聖女？」

「聖せい法ほうを修めた女性は聖女って呼ばれるのよ。ほんとにあんた何も知らないのね」

「だから初歩的なところから教えてくれると助かる」

「人は杖つえを持って正しく祝詞のりとを唱えれば、誰でも──年齢も身分も性別も関係なく聖せい法ほうを使うことができる。個人で威力に差はあるけどね」

「でもステラは聖せい法ほうが使えない……？」

「そうよ」

「原因はわかっているのか？」

「精霊がわたしを嫌ってるからだって」

「……は？」

「驚くことじゃないわ。聖せい法ほうは精霊にお願いして奇き蹟せきを起こしてもらうのよ。精霊に嫌われたら杖つえに精霊は宿らないし、聖せい法ほうも成功しないわ」

　精霊に嫌われてるから、嫌われステラだと？

　ステラを嫌うとは精霊は一体どんな趣味をしているんだ？　是非とも精霊を集めて、俺にステラの魅力についてプレゼンさせてほしい。推しの布教はオタクの使命だ。

「じゃあ、屋台で前にいた子たちが次々といなくなっていたのは──」

「わたしが傍そばにいると精霊が逃げて、自分たちも聖せい法ほうが使えなくなると思ってるのよ。そんなわけないじゃない。わたしが相手の杖つえに触れていれば別だけど」

　ステラは目を泳がせた。モジモジと手指をいじる。

「……だから、あんたが初めてなの」

　初めて。その言葉に俺も緊張する。

「あ、あんたがわたしの杖つえに入ってくれた初めての精霊よ」

「すまない……精霊じゃなくて本当にすまない……」

「はあ、あんたで聖せい法ほうが使えたらいいのにね」

　ステラは俺を手に立つ。

　ダンスのステップを踏むように少女は回った。ローブの裾が広がり、彼女の長い銀髪が柔らかく舞う。

「光の精霊よ、崇高なる女神の名の下に契約を果たしなさい。──《光よ、在れルクサリア・ザイン》」

　詠唱だ。

　さっきの悪役令嬢と違って何も変化は起こらない。

　ステラの周囲には重苦しい夜の闇が漂っているだけだ。それでも真摯に詠唱は続く。

「願いなさい、されば与えられる。たとえ真夜中の洞窟にいても汝なんじの道は眩まばゆく照らされる。《光よ、在れルクサリア・ザイン》……どうして皆には応えてくれるのにわたしには応えてくれないの。光の精霊、お願い出てきて《光よ、在れルクサリア・ザイン》……」

　今やステラは泣き声になっていた。杖つえに額をつけて、身体からだを震わせ、祈るように詠唱を繰り返している。

（おい、光の精霊とやら）

　だんだんと俺は腹が立ってきた。

　ステラが泣きそうになりながらお願いしているのに、無視するとはどういう了見だ？　ツンデレのお願いがどれだけ貴重か、まったく理解できていないようだ。

　いいか、ツンデレ少女はまず、自分からお願いなんかしてこない。

　何な故ぜなら彼女たちはとことん素直になれない性格で、たとえ要望があってもそれを口にはしないからだ。特に相手への好意が透けて見えるお願いは絶対に避ける。好意を相手に知られるのは彼女たちにとって死ぬほど恥ずかしいからだ。

　だが今、ステラはお願いしている！

　これはツンデレの鉄壁な羞恥心が破れた奇跡的瞬間なのだ。

（普段ツンとしている子が涙目でお願いしてくる。このシチュエーションにぐっと来ない奴やつはいないよな!?　なんでそれを無視できるんだよ。ちょっと光を浮かべるだけだろうが。ステラがこんなに一生懸命お願いしてるんだから、それくらい叶かなえてやろうぜ、光の精霊さんよお！）

　そう思ったときだった。

　俺の視界が灼やける。

「え、あ……！」

　俺たちの間に豆電球みたいな光が浮いていた。

　少女の顔が光に照らされ、輝く。

　ステラが口を大きく開けたときには、豆電球はすうっと消えてなくなっていた。

「…………今の、見た？」

「ああ、見た」

「聖せい法ほうが使えた……！　ねえ、初めて！　わたし、聖せい法ほうが使えた！」

　ステラはキラキラした笑顔ではしゃぎ始める。俺を掲げ、クルクルと回る喜びようだ。

（光の精霊……やればできるじゃないか。ツンデレ少女の笑顔は最高だろ？　おまえは俺の同志と認めよう）

「やったわ、オタクのおかげで聖せい法ほうが──」

　そこでステラは我に返ったように口を噤つぐんだ。笑顔を収めた彼女はツンとしたいつもの表情になる。

「どうした？　遠慮なく喜んでいいんだぞ。俺はツンデレのツンがたまらなく好きだが、デレた笑顔はもっと好きだ」

「誰もあんたの趣味は聞いてないわよ！　べ、別に、この程度で満足してちゃいけないわよね、と思って」

　はしゃいでしまったのが恥ずかしかったみたいだ。紅潮した頰をステラは押さえる。

「さっきの光、まるで豆粒だったわ。あんな小さい光しか出ないって、あんたやっぱり大した精霊じゃないのね」

「そもそも精霊じゃないからな」

「わたしに聖せい法ほうを使わせてくれたのは感謝してるけど、オタクじゃわたしの精霊は務まらないわ。だって、わたしは〈女神の杖オプテイ・バクルス〉を目指してるんだもの」

「オプ……何だって？」

「国軍第一聖女部隊〈女神の杖オプテイ・バクルス〉よ。国軍最強と言われるエリート精鋭部隊で、厳しい入隊試験を突破した本当に優秀な聖女しか入れないんだから。わたしにはオタクみたいな弱い精霊じゃなくて、精霊王が必要なの」

　精霊王がいれば、きっとステラを避ける生徒はいなくなる。

　女神に会って、俺は人間になり、ステラは精霊王を宿す。大円団だ。

　ポツ、ポツ、と広場に光が灯ともり始めた。

　それに気付いたステラが首を回す。

「お祭りも終盤ね。降臨祭の最後は、皆で聖せい法ほうの光を灯ともして女神様に祈るのよ」

　瞬またたく間まに広場は光でいっぱいになる。壮大なイルミネーションを見ているみたいだ。

「俺たちも光を出すか？」

「……あんたの出した光なんかすぐ消えちゃうんだから意味ないでしょ。無駄なことしないで、せいぜい綺き麗れいな景色でも眺めてなさいよ」

　それもそうだな、と俺はステラの言葉に甘えることにした。

　夜の広場を埋め尽くした光の群れ。それをじっと見つめる少女の横顔に、俺は見とれた。光を反射して煌きらめく銀髪に、目元に影を落とす長い睫まつ毛げ。今まで見た景色の中で一番綺き麗れいだと思った。

　ビュオオオ、と強い風が吹き、ステラが髪を押さえる。

　同時にわあっ、と広場で歓声が上がった。何やらステージ付近が騒がしい。

「この風……もしかしてゲストにハミュエル様が来てる!?」

「誰が来ているって？」

「〈女神の杖オプテイ・バクルス〉のハミュエル隊長よ！　国で一、二を争う実力を持った聖女だって言われてるわ。なんてったって風の精霊王を宿しているのよ」

　ステラの口ぶりは興奮している。よほど憧れているらしい。

「ゲストなんて来るんだな」

「ハミュエル様はアントーサの卒業生だもの。大きなイベントがあるときはたまに来てくれるのよ」

「近くに見に行くか？」

　ううん、とステラは首を振った。

「ここにいても見えるわ、風の精霊王は」

　ステラは天を仰ぐ。

　俺も空を見た。

　星ほし屑くずがちりばめられた夜空。そこに急速に白い雲が湧き出し、集まっていく。

（これは……）

　凄すさまじい勢いで流れる雲は夜空をキャンバスにして明確な形を作る。長い体たい軀く、大きな鱗うろこ、鋭い牙と爪。空いっぱいにドラゴンが現れていた。

　ドッと心臓が早鐘を打つような錯覚がした。

　あまりの迫力に言葉を失う。

　ドラゴンは手を伸ばせば届きそうな低空を翔かけていた。数多あまたの光が灯ともる広場をドラゴンは悠々と旋回する。風が鳴り、ステラのローブが音をたててはためいた。

「本来、精霊は目に見えないけど、高位の精霊はああやって自らの姿を現すことができるのよ。これはイベント用のパフォーマンスだけど、国の危機が訪れればこの風がすべての敵を吹き飛ばすんだから」

　ステラはうっとりとドラゴンを見つめている。

（なるほど、これが精霊王か……ステラが憧れるのもわかるな……）

　竜を形作った雲。鳴り止やまない風。さっきの悪役令嬢の火の玉が子供騙だましみたいだ。

　天翔けるドラゴンは最終的に女神像を守るように蜷局とぐろを巻き、その姿を消した。

　広場は盛大な拍手に包まれる。ステラも夢中になって手を叩たたいていた。







　正念場がやってきた。

　植え込みの陰でステラと俺は最後の打ち合わせをする。

「いい？　タイムリミットは日付が変わるまでよ。時計塔の鐘が鳴ったら、降臨祭は終わり。女神像から女神様はいなくなるわ。それまでにわたしたちは像に触れないといけない」

　ステラの視線を追って、俺は時計塔に目を遣やる。

　時計が元の世界と同じ読み方であれば、時刻は二十三時半といったところか。

「一瞬でも触れればいいんだな？」

「そうよ。それだけで女神様のいる神座に昇れるわ」

　ステラはそっと顔を覗のぞかせて広場を見る。

　あれだけあった屋台やテーブルは一つ残らずなくなっていた。今、広場にあるのは巨大な女神像と、その周囲を守る十人ばかりの兵士だけである。

　もうすぐ役目が終わるからか、兵士たちは気が緩んでいるようだ。欠伸あくびをしたり、夜食の串焼きを食べていたり、緊張感はない。

　風の精霊王のパフォーマンスで祭りはお開きとなった。

　生徒や屋台の人は広場から出て行くよう促され、ステラはその指示に大人しく従った。一度寮の部屋に戻って支度をした俺たちは、再びこっそり広場にやってきたわけだ。

　ステラは今、足首まである黒いローブに全身を包んでいる。目ま深ぶかにフードをかぶり、長い銀髪は一つに結んでローブの中に隠し、鼻から下は布で覆う徹底ぶりだ。

「行くわよ」

「おう」

　俺を背負ったステラは広場へ飛び出した。

　祭りの後の、がらんとした広場。そこに突如として現れた黒ローブの人物は兵士たちの目を引いた。

「何者だ!?」

　鋭い声がかけられる。

　全寮制女子校だからか派遣されている兵士も全員、女性だ。皆、一様に甲かつ冑ちゆうを纏まとい、杖つえを持っている。

　ステラは応えず走った。打ち合わせ通り、女神像には近付かずに広場を横切る。

「ローブの者、止まりなさい！　動くと撃つ！」

　ステラはぴたりと足を止めた。兵士のほうをチラと見る。

　怪しい人物が指示に従ったことで、杖つえを構えていた兵士たちは少し緊張を緩めたようだ。

「寮の消灯時間は過ぎている。フードを取って、学年クラス名前を言いなさい」

　ステラは今度は従わなかった。フードを目ま深ぶかにかぶったまま無言で立ち尽くす。

　兵士の表情が厳しくなった。

「繰り返す。フードを取って身分を明らかにしなさい。従わない場合はこの場で拘束する」

　数人の兵士が近付いてくる。

　頃合いを見計らって俺は叫んだ。

「ちっ、こんなとこで捕まってたまるかよ！」

　少女のものとは思えない低い声。

　兵士たちに戦慄が走った。

「男っ!?」

　ステラの顔は布で隠されている。フードのせいで長い髪も細い首も見えない。ステラの体形的にローブをすっぽりかぶれば、性別はわからないのだ。

　それを部屋で指摘したら、ステラは地団駄を踏んで怒っていたが。

「アントーサに男の侵入を許すとは……！」

「直ちに捕まえろ！」

　兵士が殺気立つ。

　ステラの言っていた通りだ。

『今日は降臨祭だから屋台のおじさんがいるけど、本来なら男がいたら大騒ぎよ。兵士も目の色を変えて飛んでくるわ』

　兵士は男の侵入者の確保を最優先にしたようだ。甲かつ冑ちゆうを鳴らして駆けてくる。

　ステラは既に走り出していた。広場の出口を目指す。

「待て！　《土よ、在れテララリア・ザイン》──ブハッ！」

　詠唱する兵士の顔面。そこにステラは小麦粉の小袋を投げつけた。兵士はむせ、聖せい法ほうは発動しない。

「はははっ、ざまあみろっ！」

　声は俺の担当だ。女神像の警備なんて忘れるくらい煽あおってやるぜ。

「ノロマな兵士ども、俺を捕まえられるもんなら捕まえてみやがれ！」

「貴様っ……！」

　俺が煽あおっている間にもステラは次々と小麦粉袋を投げつけ、兵士たちの詠唱を封じていく。兵士たちがことごとく粉まみれになったところでステラは逃げ出す。

「賊め、逃がすか……！」

　小麦粉を拭った兵士が続々と杖つえを振るった。

「光の精霊よ、《光よ、在れルクサリア・ザイン》！」

「土の精霊よ、《土よ、在れテララリア・ザイン》！」

「火の精霊よ、《火よ、在れイグナリア・ザイン》！」

　聖せい法ほうのオンパレードだ。

　夜中にもかかわらずステラの姿はスポットライトを浴びたみたいに照らされ、火の玉や土の塊が弾丸のように襲ってきていた。

「ステラっ！」

「わかってる」

　危機感を覚えた俺が小声で呼ぶが、ステラは落ち着き払っていた。

　少女は広場の植え込みに飛び込む。木の幹に炎や土がぶつかる音がした。植え込みの木を盾にステラは身を屈かがめて走る。甲かつ冑ちゆうの兵士たちはステラに追いつけず、攻撃を当てることもできない。

　いいぞ、と俺は心の中でガッツポーズした。

　見立て通りだ。ナマズと戦ったときにも思ったが、ステラは運動神経がよい。聖女相手に聖せい法ほうなしで渡り合っている。きっと今までステラは己の身体からだ一つで困難を乗り越えてきたのだろう。

　苛いら立だったのは兵士たちだ。

「くっ、ちょこまかと……！」

「このままでは逃げられる。広場を封鎖する」

　カン、と杖つえが石畳を打つ音がした。

　一人の兵士が杖つえを両手で握り、唱える。

「しかし奇き蹟せきにより作られた城壁は幾千万の魔獣でも破ることはできなかった。《土よ、在れテララリア・ザイン》！」

　突如、ステラの目の前に城壁のような壁が現れた。

　高い壁は広場の出入り口を塞ぎ、ステラの行く手を阻はばんでいる。

（これが聖せい法ほう……！）

　立ちはだかった壁を俺は呆ぼう然ぜんと見上げた。ステラも困惑したのか足を止めている。

「これで逃げられまい。追い詰めたぞ、侵入者」

　後ろからは兵士たちがじりじりと距離を詰めてきていた。

（どうする？　どうするどうする考えろ俺……！）

　俺たちの計画はステラが広場から脱出しないと失敗なのだ。俺が焦あせっていたときだった。耳元を吐息がくすぐる。

「大きな声で唱えて」

　ステラが杖つえに口を寄せて囁ささやいていた。

　俺はすぐさま従う。

「──第三の封印を解き放て！」

　ステラに言われた通りに叫ぶと、兵士たちがギョッとして動きを止めた。

「殺す者は災いである。盗む者は災いである。犯す者は災いである。魔女に与くみする者には天罰が下される。魔法を求める者には灼しやく熱ねつの地獄が訪れる。神を謀たばかる者には永遠の責め苦が科せられる──」

「この詠唱はマズい……！」

「洪水が来るぞ。短たん冊ざくを守れ！」

　どうやらステラが教えてくれている文言はよほど威力の高い聖せい法ほうの詠唱らしい。兵士たちはそれぞれ聖せい法ほうで防御を固めていく。瞬またたく間まにステラと兵士たちの間にも土壁が作られた。

　俺は聖せい法ほう使いになった気分で声を張り上げる。

「天から降った血の海により七つの大陸が沈み、魔女は流された。《水よ、在れアクアリア・ザイン》ッ！」

　詠唱が終わった。

　しん、と辺りは静まり返っている。洪水どころか一滴の水も生まれてはいない。

　不審に思った兵士たちが土の壁から顔を覗のぞかせる。

「なっ!?」

　彼女たちが目にしたのは、城壁を乗り越えるステラだった。兵士たちが防御のため土壁に隠れた隙に、ステラはナイフを使って広場を塞ぐ壁をよじ登っていたのだ。ステラの身体能力があるからこそできた芸当だ。

「アディオス」

　俺が不敵に台詞せりふを投げ、ステラは壁の向こう側へ着地する。

「くそっ、嵌はめられた！」

「追え、追え！」

　兵たちが土壁を消して追いかけてくるが、遅い。ステラは広場を脱出していた。

　広場を出てすぐの角を曲がり、ステラはフードを取った。口元の布を植え込みに捨て、豊かな銀髪を解く。

　これでステラはどこからどう見ても女の子だ。

　物々しい足音がして、角から出てきた兵士とステラが出合い頭にぶつかった。

「ひゃっ！」

「捕まえたぞっ！」

　尻もちをつくステラ。

　兵士たちが一斉に彼女に杖つえを突きつける。

　虚こ空くうに浮かんだ光球が少女の姿を浮かび上がらせた。

「ん？　女子……？」

　兵士たちの顔に困惑が浮かぶ。

　石畳に尻もちをついているのは長い銀髪の少女だ。ローブを着ているが、それはこの世界ではごく一般的な衣服である。

「こんな時間に何をやっている？」

「す、すみません。大事な髪留めを落としたみたいで、探していました……」

　少女の高い声。男でないのは誰の目にも明らかだった。

　兵士たちはざわつく。

「侵入者はどこに行った!?」

「キミ、学年と名前は？」

「一年、ステラ・ミレジアです」

　ステラ!?　と兵士たちの何人かが身をわずかに引いた。

　どうやら嫌われステラの名は兵士にまで知られているらしい。本当にふざけた話だ。

「怪しい黒ローブの人物を見なかったか？」

「えっと、フードをかぶった人なら走って寮のほうに行きましたけど……？」

「寮だって!?　マズい！」

「早く捕まえるぞ。国軍の威信に関わる！」

「キミも早く部屋に戻りなさい！」

　兵士たちはステラを置き、慌ただしく駆けていく。

　その後ろ姿を見送り、ステラと俺は顔を見合わせた。







　時刻は二十三時五十分──。

　ステラは走って広場に戻る。

「やったわね、女神像に触れるなら今のうちよ」

　邪魔な兵士たちはいなくなった。彼女たちは今頃、寮の付近で存在しない怪しい男を捜していることだろう。

　俺たちは大勝利したのだ。

　広場では女神像がぽつんとそびえていた。

　巨大な石像は微ほほ笑えんで俺たちを見下ろしている。

　像に近付くにつれ、女神の足元に置かれた大量の紙が目に入った。複雑な黒い紋様が描かれた短たん冊ざくだ。俺がその紋様に見入っていると、

「──なるほど。上う手まくやったものだ」

　空から声が降ってきた。

「誰っ!?」とステラは顔を上げる。

　杖つえに跨またがった女性が宙に浮いていた。

　夜に映える琥こ珀はく色の髪。磨き上げられた甲かつ冑ちゆうがよく似合う凜り々りしい美人だ。彼女のローブが翻ひるがえり、その背にある金の刺し繡しゆうが見えた。──神こう々ごうしい杖つえのマーク。

「〈女神の杖オプテイ・バクルス〉……ハミュエル様……」

　ステラの口から掠かすれた声が洩もれた。

　第一聖女部隊隊長ハミュエル。風の精霊王を宿した、国で一、二を争う実力の聖女。

　立ち尽くすステラの前に、ハミュエルはふわりと降り立った。

　ステラよりも頭一つ以上高い長身だ。ハミュエルはステラに優しく微ほほ笑えむ。

「部屋に戻りなさい、有望な学生よ」

　ステラが震えた。

「キミの狙いはわかっている。女神様を一目見るため、石像に触れに来たんだろう？　私も学生時代、降臨祭の夜に寮を抜け出したことがある。どうしても女神様に拝謁したくてな」

　ハミュエルの目には懐なつかしむような色が浮かんでいた。

「その試みは決して成功しなかった。警備の兵もザルではない。さっきキミが兵士たちを追い払えたのは、私が控えていると知っていたからだ。でなければ、女神像を放置して賊を追いかけはしない」

　唇を嚙かみ締めたステラに、ハミュエルは諭すように続ける。

「女神様に拝謁したければ励むがいい。キミの信仰心を女神様は見ておられる」

　ぎゅっとステラが杖つえを握った。

　ここまでか……と俺は思った。最強の聖女を前にしたらステラも退ひくしかない。

「……嫌です」

（え？）

　ステラの言葉に驚いたのは俺だけではなくハミュエルもだった。

「今、何と……？」

「嫌です。わたしはどうしても直接、女神様にお願いしたいのです。全知全能、慈悲深き女神様に、わたしの願いを直訴しに行きます！」

（何を言っているんだ、ステラ……！）

　発言は相手を見てしたほうがいい。風の精霊王を一緒に見たじゃないか。ハミュエルとまともにぶつかったらダメだ。

　だが、俺の焦あせりとは関係なく二人の会話は進んでいく。

「正気とは思えないな。女神像に触れるには私を倒さなければならない。それをわかっていながらキミは退ひかない、と？」

「天におわす女神様にお会いするのです。どんな障害も覚悟の上です」

「──面白い。私相手に怖おじ気けづかない学生がいるとは」

　ハミュエルは手慣れた仕草で杖つえを回した。彼女の瞳が鋭く光る。

「オラヴィナ国軍、第一聖女部隊隊長エリーゼ・ハミュエル。相手になろう」

（どうすんだよ、この状況っ!!）

　今にも決闘が始まりそうだ。

　ハミュエルは不敵にステラを見つめているし、ステラもすっかりやる気の表情になっている。このままじゃいけない。そう思った俺は声を発する。

「冷静に考えろ！　相手は最強の聖女だぞ。一度、撤退するんだ！」

「そんな時間はないわ。あとわずかで降臨祭は終わるのよ。退ひいたらそこで終わりよ」

　ハミュエルが眉をひそめた。

「……キミは腹話術ができるのか？」

「そうです。臆病なわたしがこうして話しかけてくるんです」

　臆病じゃない。慎重だ！

　ツッコみたかったが、声には出さなかった。一人で会話してるなんてステラが可哀かわい想そうな子みたいじゃないか……。

　時計塔の針が動く。時刻は五十八分になってしまった。

　撤退したら時間切れで終了。進んでも相手は最強の聖女。

（どっちを選んでもアウトじゃねえか……！）

　ゴールの女神像まであと少しだってのに、俺たちは届かない。

　何かを決意したようにステラは大きく深呼吸した。杖つえを高く掲げ、詠唱する。

「風の精霊よ。女神の吐息、万物を風化させる大気よ」

　なんと、とハミュエルが声を洩もらした。驚きとも呆あきれとも取れる口調で言う。

「私の杖つえに風の精霊王が宿っていると知りながら、風の聖せい法ほうを使うのか……？　キミの風に私の風が吹き負けるとでも？」

　ステラが風の聖せい法ほうを使おうとしているのがハミュエルは信じられないようだ。呆あつ気けに取られた彼女が詠唱を口にすることはない。

（何を考えている、ステラ……？）

　さっきの兵士相手にはったりをかましたのとは状況が違う。

　今度こそ本当に聖せい法ほうを使おうとしているのか？　──いや、考えられない。ステラは自分の聖せい法ほうが使い物にならないと自覚しているはずだ。だから、彼女は兵士に聖せい法ほうを使わなかった。小麦粉やナイフを使い、はったりと身体能力でその場を切り抜けた。

　なら何な故ぜ、今ステラは詠唱している？

「敬けい虔けんな者は幸いである。精霊はその人たちのものである。女神の威光は永遠に世界を覆い、永えい劫ごうの平和をもたらす──」

　ぶん、とステラは大きく腕を回す。不意に俺はステラの意図を悟った。悟ってしまった。

「ダメだ、やめろステラ」

　こんな結末、俺は望んでいない。

　俺たちは二人で女神像に触れようと決めたのに。

「ねえ、教えて。『推し』って何？」

　唐突なステラの問いかけ。何な故ぜ今そんな質問を？　と思いつつもオタクの俺は咄とつ嗟さに答えてしまう。

「推しとは、永遠の愛を捧ささげる存ざ──」

「あああああバカバカやっぱ聞かなきゃよかったあああ───っ!!」

　ステラの腕に羞恥心という力が加わる。

　まんまと乗せられたと気付いたときには手遅れだった。
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　詠唱はブラフ。ステラは元より聖せい法ほうを発動させる気はなかった。風の聖せい法ほうにしたのは、ハミュエルを油断させ、先制攻撃をさせないため。

　そうして、俺だけを女神像へ送り届けるため。

「風よ、天まで運べ！　この勝利と栄光を女神に捧ささげる。《風よ、在れウエナリア・ザイン》！」

　彼女は渾こん身しんの力で杖つえをぶん投げていた。杖つえの俺にそれを止める術すべはない。

「ステラアアァァァァァァ─────ッ!!」

　女神像へ一直線に飛んだ俺は悔しさのあまり叫んでいた。
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　嫌われステラ。そう呼ばれ始めたのはいつのことだっただろう。

　孤児院で開かれた降臨祭のささやかなパーティー。初めて杖つえを持って、みんなで祝詞のりとを唱えた日。わたしだけが光を出せなくて真っ暗だった。

　それから何度も詠唱してみたけど、わたしはやっぱり聖せい法ほうが使えなかった。

「おかしいわね」とシスターたちは口々に言った。「人は皆、女神様に愛されているから聖せい法ほうを使えるはずなのに」

　なら、聖せい法ほうが使えないわたしは何なのだろう。

　精霊はわたしを嫌って杖つえに宿らない。聖せい法ほうが使えないわたしを人も嫌った。女神様に願っても、わたしの願いだけは聞き入れられない。

　真っ暗だ。

　精霊も人間も女神様も、この世界のすべてがわたしを嫌っているのだ。

　そう諦めていた。彼が現れるまでは。

「──ステラ、好きだっ！」

　初めて光を見た気がした。

　どれほどわたしが嬉うれしかったか、きっと彼はわかっていない。

　わからなくていい。わたしは彼の望みを叶かなえて彼の好意に報いるだけだ。




　恥ずかしさに任せてわたしは杖つえを投げた。

「ステラアアァァァァァァ─────ッ!!」

　叫び声を上げ、杖つえは一直線に女神像へ向かっている。わたしの思惑通りだ。

「なっ!?」とハミュエル様が驚いて頭上を見た。

　杖つえを投げる。それは常識外れな行為だ。聖せい法ほうの発動に必須な杖つえを手放すなんて、聖女としてあるまじきこと。

　さすがのハミュエル様でもわたしの行動は読めなかったみたいだ。戸惑った彼女は呆ほうける。だけどそれは一瞬のことで、すぐに彼女は我に返った。

　降臨祭の女神像には何ものも触れさせてはいけない。たとえ杖つえでも、だ。

「聖なる風は隼はやぶさのごとく──！」

　ハミュエル様の聖せい法ほうが発動すれば、杖つえは風によって落とされてしまう。

　わたしは杖つえを投げるなり駆けていた。ハミュエル様は杖つえを手放した無力なわたしに注意など払っていない。腕を伸ばして彼女の立派な杖つえを摑つかむ。

　瞬間、ハミュエル様がギョッとしたのがわかった。

　初めて自分の最悪な体質に感謝した。わたしが杖つえに触れている間は聖せい法ほうは発動できない。

「聖せい法ほうは使わせない。最強の聖女だろうと、これで〝嫌われ〟てもらうわ！」

　カンッ、と杖つえが女神像に当たった音がした。

　同時にガランゴロンと時計台の鐘が鳴り響く。女神降臨祭が終わったのだ。

　わたしもハミュエル様も膠こう着ちやくしたまま鐘の音を聞いていた。真夜中の冷えた風が二人のローブをはためかせる。

「〝嫌われ〟……そうか。キミがあのステラか」

　どこか納得したように言われ、わたしは身体からだを震わせた。

　わたしの蔑称が、憧れのハミュエル様の耳にまで入っていたのはショックだった。おそらく先生たちから聞いたんだろう。

「しっ、失礼しました……」

　慌ててわたしは杖つえから手を放した。

（ああああわたし、ハミュエル様相手になんてことを……！　いくら必死だったからって、こんなの絶対怒られるわ。もおお、わたしのバカバカバカッ……！）

　今になってじわじわと押し寄せてくる後悔。𠮟責を覚悟してうなだれていると、

「私から一本取るとは、誇るがいい」

　予想もしない優しい声が降ってきて、わたしは顔を上げた。

「膨大な聖マ力ナはあるのに、聖せい法ほうを発動できない生徒。キミの特殊体質は聞いたことがある。私がキミのためにできるのは祈ることだけだ」

　ハミュエル様は不ふ憫びんそうに目を細めていた。自分を憐あわれむ人はこれまでもいたけれど、見下すことなく純粋に憐あわれまれたのは初めてだった。嫌な感じがしない。

　ハミュエル様は杖つえを持ち上げると、その先をわたしの額に当てた。

「っ！」

　それは祝福の動作。

　驚いているわたしに構わず、ハミュエル様は静かに唱えた。

「汝なんじに女神様のご加護がありますように」

　言葉が出なかった。

　祝福は誰でも受けられるものではない。〈女神の杖オプテイ・バクルス〉から祝福を受ける──それに羨せん望ぼうを抱く学生がどれほどいるだろうか。卒業式では学園長が首席生徒に祝福を授けているけれど、これはそれ以上だ。なんといっても、祝福してくれた人は憧れのハミュエル様なのだ。

　ハミュエル様は祝福を終えると、広場を後にするべく去っていく。

　降臨祭は終わった。女神像の警備は必要なくなったのだ。

　額に手を当ててハミュエル様を見送っていたわたしは、はっとした。石畳に転がっている杖つえを見つけ、拾い上げる。

「どうよ、わたしの作戦。カンペキだったでしょ？　どうしてあんたを投げたのかって？　だって、順番的にあんたの望みのほうが先でしょ。まずはあんたが杖つえから出て行かないと精霊王も宿れないんだから、しかたなくよ。今度はあんたがわたしを女神像に届けなさいよね。……ねえ、聞いてるの？」

　杖つえは答えない。

　さっきまでうるさいくらいに語りかけてきた早口は、いつまで経たっても聞こえてはこなかった。

　黙したままの杖つえにわたしは悟る。

　もうこの杖つえには何も宿っていないのだ、と。

「…………ふっ、ふぇっ、またわたしっ、一人になっちゃった……ふええええええぇぇぇ！」

　みっともない嗚お咽えつが洩もれる。止めようと思っても止まらない。

　濡ぬれた頰に夜風が吹きつけ、冷えきっていくのをわたしは感じていた。
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　ステラに投げられ、カンッ、と女神像にぶつかった瞬間、俺の意識はぐわっと引っ張られた。視界は気持ち悪く歪ゆがみ、咄とつ嗟さに目を閉じる。

　目を開けると、俺はだだっ広い空間の床に座り込んでいた。

（ここは、どこだ……？）

　俺は首を回した。首が回ったのだ！

「おおお、身体からだが動くっ！」

　杖つえになっていたのはたった数時間のはずだが、解放感が半はん端ぱない。俺は人間になっていた。服装も制服の学ランで、転生前と何も変わっていない。

　周囲を見渡すと、円形の壁には様々な映像が映っていた。壁一面にたくさんのモニターが貼られているみたいだ。

　映像の中にはステラの姿もあった。ハミュエルと対たい峙じした彼女は何かを話している。

（これはリアルタイム映像なのか……？）

「よくぞ妾わらわの神座を訪れました、異世界の人間よ」

　はっと顔を戻すと、正面の階段から大人の女性が下りてきていた。

　女神だ。石像の姿そのままで、燦さん然ぜんと輝くローブを纏まとい、大きな杖つえを手にしている。胡う散さん臭くさい微ほほ笑えみ方まで同じだった。

「ここに来たからには、何か願いがあるのでしょう。この世界を司つかさどる妾わらわが貴方あなたの願いを叶かなえましょう」

　癇かんに障さわる猫なで声だ。表情といい声音といい、いかにも腹黒っぽかったが、俺は言った。

「俺を元の世界に戻してください！」

　途端に女神の顔が曇る。

「その願いは、神である妾わらわの力をもってしても叶かなえられません」

「なんで──」

　思わず立ち上がった俺は、ジャラと何かが鳴るのを聞いた。

（何だ、これ……？）

　いつの間にか俺の両手首と両足首には真っ黒い鎖が巻きついていた。解こうとしても解けない。鎖はずるりと長く、床に這はっている。

「その鎖は強力な魔法です。貴方あなたの魂は邪悪な魔女の力で杖つえに縛られているのです」

「邪悪な魔女の力……？」

「そうです。貴方あなたの魂は本来なら、この世界に来るものではありませんでした。ですが、邪悪な魔女は恐ろしい力をもって貴方あなたの魂を縛り、この世界に引きずり込んだのです」

　女神は申し訳なさそうな顔になる。

「この世界を統すべる神として魔女の凶行を止められなかったこと、深くお詫わびします。妾わらわはこうして女神像の目を介して世界を見守っていますが、あの魔女の魔法に気付いたときにはもう手遅れでした」

　女神は両手を広げて壁を示す。

　壁にある無数の映像。これは女神像からの視点だったのだ。

「えっと、じゃあ、俺はもう元の世界には戻れないんですか……？」

「いいえ、一つだけ方法があります」

「その方法は……？」

「──魔女を殺すのです」

　女神は慈愛に満ちた微笑を浮かべた。

「貴方あなたの魂を縛る魔法、その根源である魔女を殺せば、貴方あなたの魂は解放されます」

　いや、待ってくれ。それは選択肢にならないだろう。

「……人殺しはできません」

「人ではありません。邪悪な魔女です。貴方あなたを杖つえに閉じ込めた元凶です」

「でも、魔女は魔法を使うんじゃ……」

「魔女退治をするなら、貴方あなたに魔女を殺せる『神の力』を授けましょう」

　女神は微ほほ笑えんでじっと俺を見つめている。

　俺は身じろぎした。

「それで……その魔女はどこにいるんです？」

「貴方あなたは知っているでしょう。魔女ステラ・ミレジアの居場所を」

　は？

　俺はぽかんと口を開けた。

「ステラが魔女……？　噓うそだろ、だってステラは聖せい法ほうが使えないのに！　精霊に嫌われているとか意味不明な理由で──」

「世界に仇あだなす邪悪な魔女だから、精霊は皆、彼女を嫌うのです」

　噓うそだろ……、と俺は繰り返した。

　衝撃を受けた俺をよそに、女神は部屋の端へ行く。そこには複雑な黒い紋様が入った紙、夥おびただしい数の短たん冊ざくがあった。その中から一枚を女神は抜き取る。

「魔女ステラは毎年、降臨祭の短たん冊ざくに同じ願いを書いてきました。『どんな精霊でもいい。わたしの杖つえに精霊を宿してください』と」

「なっ!?　それが、ステラが短たん冊ざくに書いた願い……!?」

　そうですよ？　と女神は紙切れを示す。

「これが魔女ステラの書いた短たん冊ざくです。異世界の人間には読めないと思いますが」

　ステラから聞いた話と違う。

『わたしの杖つえには変態のオタクじゃなくて、偉大な精霊王が宿る予定だったんだから！』

『……だから、精霊王がわたしの杖つえに宿るように、よ』

　あれは噓うそか。

　ステラは俺に噓うそをついていたのか。

「魔女ステラは長年、自分の杖つえに入る精霊を求めていました。もちろん、そのようなこと妾わらわは断じて許しません。魔女の願いなど叶かなえてはいけないのです」

　ぐしゃり、と女神はステラの短たん冊ざくを握り潰した。

　女神は丸まった紙を放る。床に捨てられたそれを俺は呆ぼう然ぜんと見つめていた。

「しかし魔女ステラは魔法を使い、己の杖つえに入る霊体を探しました。願いの通り、どんな霊でもよかったのです。妾わらわの支配の及ばない異世界から無理やり人間の霊体を引っ張るとは、なんと狡こう猾かつ！　貴方あなたは魔女ステラの被害者なのです」

　見なさい、と女神は壁を指した。

　そこに新たな映像が映る。

　画面の中は現代日本の病室だった。ベッドに寝ているのは……俺だ！　頭を包帯でグルグル巻きにされて目を閉じている。

「これが今の貴方あなたの世界です。貴方あなたの肉体は魔女によって魂を抜かれ、昏こん睡すい状態に陥っているのです」

　ベッドの脇には俺をフったはずの幼おさ馴なな染じみが座っていた。彼女は俺の手をぎゅっと握って俺を見つめている。その目には溢あふれそうなほど涙が溜たまっていた。

　いや待って。なんでおまえ、そんな哀かなしそうなの？

　ふふ、と女神が笑う。

「可か愛わいらしい子……恋人ですか？」

「違いますただの幼おさ馴なな染じみです」

　即答した。

「彼女にもう一度会いたいですか？　元の世界に帰りたいですか？」

「……はい」

「なら、迷う理由はありません。悪あしき魔女を倒すのです。魔女ステラを殺せば貴方あなたの望みはすべて叶かないます」

　女神は杖つえを高く掲げた。

「《光よ、在れルクサリア・ザイン》！」

　杖つえの先に光の球体が現れる。あまりの眩まばゆさに俺は思わず目を瞑つぶっていた。

「時間がありません。魔女は貴方あなたの魂が長時間離れることを許しません。魔女を殺さない限り、魔法が貴方あなたを魔女の元へ縛り付けるのです」

　風が湧き起こり、バサバサと短たん冊ざくが音を立てている。

「さあ、跪ひざまずきなさい、異世界の人間よ！　女神アマンダが貴方あなたに『神の力』を授けましょう」

　神こう々ごうしい光の中、俺は自然と膝をついていた。

　それだけの圧が女神にはあった。

　俺の額に硬い何か──杖つえの先が当てられる。

「──魔女ステラを殺すのです。妾わらわはいつでも貴方あなたを見守っていますよ」

　蜜のように甘く粘ついた声。

　俺は薄目を開けて女神の顔を見ようとした。

　完璧な微笑がぐにゃりと歪ゆがみ、俺の意識はフェードアウトしていた。







　意識を取り戻すと、妙に温かいものに包まれていた。

「……ぐすっ、いなくなっちゃった、わたしの精霊……せっかく宿ってくれたのに、ひっく、オタクぅうううう……」

　真夜中の広場。

　ぎゅうっと杖つえを抱え、ステラは年相応の幼さで泣きじゃくっている。降ってきた涙が俺を濡ぬらした。タイミングを見計らって俺は声を出す。

「泣かないでくれ、ステラ。俺はここにいる」

　ふえええええっ!?　と彼女は奇声とともに飛び上がった。

「えっ!?　あんた、えっ!?　噓うそでしょ、まだわたしの杖つえにいたの!?」

　ステラは目を真っ赤に腫らし、口をパクパクさせている。

「安心したか？」

「あ、安心なんて……あんたいつから起きてたのよ！」

「俺がいなくなったと思ってステラが泣いてるときからだ」

「なっ、泣いてない！　あんたのためにわたしが泣くわけないでしょ。これは目にゴミが入っただけで……」

　ステラは急いで目元をごしごしと拭う。苦しい言い訳だ。だがそれでこそツンデレだろう。

「あんたこそ、女神様に会って人間にしてもらわなかったの!?」

「あー……女神には会えなかった」

「会えなかったあ!?」

「女神像にぶつかって意識を失ったんだ。気付いたらこうやってステラに抱き締められてた」

「あわわわっ、これは抱えてただけよ。ほら、ずっと手で持つと疲れるから──」

「うーん、苦しい。だがそんな苦しい言い訳を必死で考えるステラが可か愛わいい！」

「うるさいっ！　あんた、バカじゃないの。わたしがどれだけ苦労して、あんたを女神像に届けたと思って」

「感謝してる。ありがとう」

「べ、別に、お礼を言ってほしいわけじゃ──」

「もちろんお礼の言葉だけで済ませるつもりはない。今日から俺がステラの精霊だ。精霊王の足元にも及ばないオタクだが、我慢してくれ」

　ピタっとステラの動きが止まった。

　彼女は俺を見つめる。潤んだ瞳に杖つえが映っていた。

「……ほんとに？　あんたがわたしの精霊？」

「ああ。だから杖ここにいるだろ」

　一人と一本だけの広場。

　風すらも息を潜め、辺りは静粛な空気に包まれていた。

　身体からだがぽかぽかと温かい。ステラの掌てのひらの熱が俺に伝わってきているのだ。

　やがて彼女はすん、と洟はなを啜すすると、天を仰いだ。

「しかたないわね、変態のオタクで我慢してあげるわっ」

　言葉とは裏腹な、弾んだ声。

　大輪の花が咲いたようだった。上気した頰に、キラキラと輝く瞳。ステラのとびっきりの笑顔に胸が締め付けられる。

　ああ、と俺は返した。

　俺を大事そうに抱えてステラは意気揚々と歩き出した。寮に帰るのだ。夜空に浮かんだ数多あまたの星ほし屑くずが彼女の晴れやかな顔を照らしている。

　……俺が杖つえでよかったと思う。俺の表情はステラには見えない。

　これからやることを考えると、とてもじゃないけど俺は浮かれた気分にはなれないのだ。





＊＊＊






　よい子は寝る時間だ。

　寮の自室に戻るなり、ステラはすぐにベッドに潜り込んだ。

　四人部屋だが、同室の生徒はいない。嫌われステラの体質から、他の生徒は全員、部屋替えを申請したそうだ。まあ、四人部屋を広々と使えると考えたらラッキーなんだろう。

　部屋の左側には学習机、右側には二段ベッドが並んでいる。部屋の最さい奥おうには窓があって、その横には女神のレリーフが飾られていた。

「……ムニャムニャ……精霊さん、待ってぇ……」

　奥の二段ベッドの下段でステラはくうくうと寝息を立てている。どうやら夢を見ているようだ。願わくは、彼女が夢の中では精霊に嫌われていませんように。

　──祈る時間は終わりだ。

　俺は学習机の脇にある杖つえ立たての中で、決意を固めた。

　やるならステラが眠っている今しかない。

　俺は密ひそやかに唱える。

「《デウス・エスト・モルス》」

　女神から与えられた『神の力』。

　詠唱した瞬間、額に何かのエネルギーが集まったのを感じた。……なるほど、これはレーザー光線みたいなものか。念じて撃てばいいんだな。

　感覚で使い方を理解した俺は精神統一した。

　目を開き、一思いに『神の力』を放つ。

　──ザンッ、と殺傷音がした。

　物騒な音はそれっきりだった。室内には相変わらず夜の静けさが漂っている。

　不意に笑い出したい衝動に駆られた。緊張しているのだ。これでもう後戻りはできない。

「おっと……慣れない力で照準が狂ったな」

　俺の『神の力』は女神のレリーフを破壊していた。

（いつでも見守っているだと？　俺たちを監視してんじゃねえぞ！）

　レリーフの女神の顔には横一文字に傷が刻まれ、両目が潰れている。きっとあの腹黒女神のことだ。女神の形をしたもの全部に監視の目があると疑ったほうがいい。

　俺の反逆を女神は見ているだろうか？

　この世界を支配する神に逆らって、俺は無事でいられるのか？

　……考えるだけ無駄だな、と俺は恐れを振り払った。




　俺はオタクだ。たとえ神に背こうとも、己の性癖には逆らえない。




（ステラが邪悪な魔女？　俺を杖つえにした元凶？　だからどうした。ステラがツンデレ──俺の推しであることに変わりはない）

　ステラは俺に噓うそをついた。自分の願いは「精霊王を宿すことだ」と。

　本当はどんな精霊でもよかったのに、俺でも彼女の願いは果たされたのに、彼女は噓うそをつき続けた。

　それはステラが俺の願い──元の世界に戻りたいを知ってしまったからなんだろう。

　俺のことを考えたステラは、自分の願いを押し込め、俺の願いを叶かなえるために献身的に協力してくれた。

　そしてツンデレだから、本当は俺に杖つえに残ってほしいのに、それを言い出せなかった。

（ステラの噓うそに気付かなかった俺はとんでもないバカだ。俺は光の精霊に自分で講釈垂れていたじゃないか……！）

　──いいか、ツンデレ少女はまず、自分からお願いなんかしてこない。

　俺にずっと杖つえにいてほしいとステラが素直に言うはずなかったのだ。

「……ムニャムニャ……精霊さん、行かないでぇ……」

　ステラが寝返りを打つ。

「俺はどこにも行かない。言ったろ、オタクは推しに還元したいんだ」

　何な故ぜかこの世界の女神はステラを殺したいようだ。

　そんなことはさせない。

　ツンデレ魔女を殺せ、だと？　頼む相手を間違えたな、女神。俺はオタクとして推しステラを全力で守ってみせる。




















二章　こんなのもうお嫁に行けない、とステラは言った。






　ガランゴロンと時計台の鐘が鳴っている。

　朝だ。カーテンから洩もれる爽やかな陽ひがステラの寮の部屋にうっすらと射さし込んでいた。

　ドアの向こうでは女子のはしゃぐ声がひっきりなしにしている。

「見て、授業中に失なくしたブローチよ！　今朝起きたら枕元にあったの。女神様が願いを叶かなえてくださったんだわ」

「杖つえが新品になってるわ。傷がなくなってる！」

「ねえ、女神様から部屋いっぱいのキャンディーをもらった先輩がいるみたい。食べきれない分を皆に配ってるって」

「何ですって、早く行きましょう！」

　バタバタと足音が遠ざかっていった。

（ふうん、あの女神、ステラの願い以外はちゃんと叶かなえてるんだな）

　まるでクリスマスの朝だ。願いが叶かなった生徒たちはひどく浮かれている。

　さて、ステラはいつ起きるんだろうな？

　俺は杖つえ立たての中からステラを見た。彼女はまだぐっすりと眠っている。枕に散った銀髪に長い睫まつ毛げ。寝顔だとツンとした感じが抜けて年相応のあどけなさが目立つ。ツンデレ少女の無防備な表情……いいじゃないか。彼女たちは警戒心が強く、なかなか隙を見せてくれない。だからこそ、こういう瞬間は貴重なのだ。

　推しの寝顔につい見とれてしまったが、他の少女たちはとっくに起きて活動を始めているようだ。もしかして寝坊してるんじゃないのか？

「ステラ、ステラ……！」

　俺は呼びかけてみる。

　んん、と彼女は呻うめくが、起きる気配がない。眠気が勝っているようだ。杖つえの俺は彼女を物理的に揺すれないので、精神的に揺さぶってみる。

「ステラ、愛してるぞおおおお──っ！」

「ふああああああっっ!?」

　ガバっとステラが起きた。

　いきなり覚醒した彼女はパチパチと瞬まばたきをしている。

「おはよう、ステラ。朝だぞ」

「あ、あんた今っ、とんでもないこと言わなかった……!?」

「事実しか言ってないぞ。ステラ、愛してると──」

　ああああとステラが布ふ団とんを頭からかぶった。

「バカバカバカ、人を起こすときになんてこと言うのよバカあっ！」

「他の台詞せりふがよかったか？」

「当たり前でしょ」

「わかった。次からは『結婚してくれ』に──」

「違う違う違うのっ！　んんん～～～～～～!!」

　布ふ団とんを抱えてごろんごろんとベッドを派手に転がるステラ。布ふ団とんの隙間から真っ赤になった耳が覗のぞいている。

「ステラ、喜んでるとこ悪いんだが」

「喜んでない！　喜んでないからあっ」

「起床時間はいいのか？　他の寮生は起きてるみたいだぞ」

　はっとステラは時計を見た。その顔が青くなる。

「あわわっ、どうしてもっと早く起こしてくれないのよ！」

「昨夜、起床時間を聞いておくんだったな」

「急いで部屋の掃除をしないと。点呼が来る前に──」

　ステラがベッドから下りたときだった。

　バン、とドアが勢いよく開く。

「ステラ・ミレジア、点呼の時間です」

　先生がやってきてしまった。ステラがひっと顔を引きつらせる。

「最悪……よりにもよってスペランザ先生……」

「床、不合格！　ゴミ箱、不合格！　ベッドメイク、不合格──！」

　部屋にずかずかと入ってきた先生は怒ど涛とうの勢いで不合格を宣告していく。深い皺しわが刻まれた険しい表情、闇色のローブに黒い眼帯までしていて「聖女」らしからぬビジュアルだ。最後にパジャマ姿のステラに先生はびしっと杖つえを突きつけた。

「身だしなみ、不合格！」

　動けないステラがごくり、と唾を飲み込む。

　スペランザ先生は刺とげ々とげしい声を出す。

「何か月、寮生活をすればこうも自堕落になれるのです？　降臨祭の翌日だからという言い訳は通りません。本当に貴女あなたは聖女になるつもりが──」

　ふと、先生の隻眼がステラの後ろの壁に留まった。

　瞬間、顔色が変わる。

「なんてこと！　女神様のレリーフが……！」

　窓の横にある女神のレリーフ。それは俺が昨夜、『神の力』を使って破壊したものだ。

　真っ青になった先生は、両目が黒く潰れた女神に恐る恐る近付く。レリーフの傷を観察しているようだ。

「女神様の目が抉えぐられている……？　これは明らかに女神様への冒ぼう瀆とくです。ステラ、貴女あなたがやったのですか!?」

「違います！」

「では、一体誰がこのような罰当たりな所業をしたと言うのです!?」

　ステラは呆あつ気けに取られてレリーフを見上げていた。

「わかりません……朝、起きたらこうなっていて……」

「シラを切るのですか。この部屋で生活しているのは貴女あなただけです。他に誰がレリーフを壊せるのです？」

「俺が──」

「あああああほんとに知らないんです！　わたしは何もやってません！」

　俺がやりました、と言いかけた俺をステラは手で押さえた。ステラの掌てのひらが顔面に張り付いている。声を出すな、という彼女の意思を強く感じた。

（俺のせいでステラが疑われるのは非常に不本意なんだがな）

　スペランザ先生は杖つえが喋しやべったのに気付かなかったようだ。眉間の皺しわをますます深くしてステラを見つめている。

「女神様を穢けがすとは言語道断。貴女あなたが嫌われるのは貴女あなた自身に問題があるからです。この件は学園長先生にも報告させてもらいますからね」

　言い捨てた先生は靴音高くステラの部屋を出て行く。おい、よく調べもせずにステラを犯人と決めつけるのか。それはないんじゃないか。

　開けっ放しのドアからは他の生徒の顔が覗のぞいていた。ステラが𠮟責される一部始終を見ていたらしい。先生が出て行くと同時に彼女たちの頭も引っ込んだ。

　一人になった部屋で、ステラは不機嫌な声を出す。

「……変態オタク」

「おっ、どうした？　俺を喜ばそうとしてくれてるのか？」

「違うわよ！　どうして先生の前で声を出したの？　普通、杖つえは喋しやべらないの。危うく先生にあんたの存在がバレるとこだったじゃない」

「レリーフを壊したのはステラじゃないと証言を──」

「その前にオタクが先生に見つかったら大問題でしょ」

「そうなのか？」

　ふう、とステラは息をついた。

「あんた、自分がかなりのレアケースだって自覚ある？　精霊の代わりに人間の魂が杖つえに入るなんて、聖典にも載ってないんだからね」

「聖典……」

「前ぜん代だい未み聞もんの大珍事ってこと。この杖つえは研究対象として先生たちに回収されちゃうかも。少なくともわたしの手元には戻ってこないわ」

　そこでステラは目を逸そらした。両手の指をいじりながら、おずおずと訊きく。

「……あ、あんた、昨夜わたしの精霊になるって言ったじゃない。あれは噓うそだったの？　べ、別に、あんたが先生に回収されてもいいなら、わたしは全然構わないんだけど──」

「ヒュー、ツンデレ最高っ！　もちろん俺はステラの精霊だ。ステラから離れないぞ！」

「バカっ……！　だったら、他の人がいるとこで喋しやべらないで。わたしたちが話すのは二人きりのときだけ」

「秘密の恋人みたいだな」

「恋人っ!?」

　ステラの顔が沸騰した。

「そ、そそそんなつもりで言ったんじゃ──あれ？　デートもしたし、オタクとわたしってもしかしてそういう関係ってことに……？」

　俺に背を向けたステラは一人でブツブツと言っている。

　ふと、彼女の視線が女神のレリーフに留まった。その表情が目に見えて翳かげる。

「……降臨祭の翌朝に女神様がこんな風になるなんて、やっぱりわたし、嫌われて──」

「気にするな。先生が言ったことは真に受けなくていい」

　ついでにレリーフが壊れたのも気にしなくていい。女神はステラにとって死神だぞ。

「何な故ぜなら、俺はステラが大大大好きだからだ！」

「バカぁあああぁぁ～～～!!」

　涙目になったステラが俺をぶんぶんと振る。……うっぷ。まだ激しく振られるのは慣れないな。





＊＊＊






　ステラの通うアントーサ聖女学園は、優れた聖女を養成する名門校だ。

　杖つえの俺は早速、ステラとともに授業を受けることになった。

「聖せい法ほうとは、大気中に漂う無数の精霊が起こす奇き蹟せき的現象です。本来、それは人には起こせないものでしたが、女神様が人と精霊の意思疎通を可能にしたことで人々は聖せい法ほうを使えるようになりました」

　一クラスの生徒数は二十人ほど。皆、制服にローブを羽織り、杖つえを手にしている。この授業は『聖せい法ほう基礎』で、俺たちは校庭に集められていた。

　授業を担当するエイルーナ先生はステラよりも幼い外見だった。トンガリ帽にぶかぶかのローブという恰かつ好こうで、ハロウィンで魔女のコスプレをしている子供みたいだ。

「では、実際どうやって聖せい法ほうを発動させるのか。必要なのは、祝詞のりとの詠唱、聖マ力ナ、そして杖つえの中にいる精霊です」

　気持ちのいい青空の下、エイルーナ先生はくるりと杖つえを回す──が、身長が足らず杖つえをゴッと地面にぶつけた。

「わわわっ」

　杖つえを投げ出しそうになり、先生は慌ててそれをキャッチする。生徒たちが生温かい目で見守る中、先生は取り繕うように笑った。

「アハッ☆」

　ドジっ子か。

「まず祝詞のりと、これはイメージを確定させるために唱えます。どの精霊にお願いするのか、どのような聖せい法ほうをどれくらいの規模で発動するのか。基本的には聖典の一節を使うことで精霊にイメージを正しく伝えましょう」

　エイルーナ先生は杖つえをハンカチで拭いながら続ける。

「聖マ力ナとは動力源みたいなものです。それは皆さんの手を通して杖つえに伝わっています。聖マ力ナの量は先天的要素が強いですが、アントーサに入学が認められている時点で、皆さんの聖マ力ナは一定量以上と証明されています」

　どうやら先天的な聖マ力ナの量で生徒を選んでいるらしい。それで聖せい法ほうが使えないステラも聖女学園にいるのか。

「杖つえの中にいる精霊、守護精霊とも言いますが、彼らは皆さんの聖マ力ナを糧かてに杖つえに宿ります。彼らは皆さんが唱えた祝詞のりとからイメージを汲くみ取り、周囲の精霊に呼びかけてくれます。精霊は『長い物には巻かれろ』主義なので、守護精霊が強いと精霊がいっぱい協力して威力の高い聖せい法ほうが──」

「エイルーナ先生！」

　赤髪を派手にセットした生徒が挙手していた。昨日、ステラに火の玉をぶつけてきた悪役令嬢だ。彼女は我慢ならないという表情をしている。

「どうしました、クインザさん？」

「聖せい法ほうがどうやって発動するか、何な故ぜそんな基礎中の基礎を今さら講義するのですか？　聖せい法ほうは誰でも使えます。精霊に嫌われてさえいなければ」

　ステラは無反応だが、俺はむっとしていた。

　先生はニコっと笑った。

「では、クインザさん。貴女あなたは火の聖せい法ほうが得意でしたね。今から一時間、火の玉を出したまま維持してください」

　クインザが固まった。

　沈黙する悪役令嬢に、先生は笑みを深くする。

「おや、たった一時間ですよ？　聖せい法ほうは誰でも発動できるんですよね？　一時間、発動し続ければいいだけじゃないですか」

「……すみませんでした、先生」

「ふふ、クインザさんはいい質問をしました。聖せい法ほうを一瞬発動させるだけなら、大多数の人が苦もなくできるでしょう。ですが、それを維持するとなると多大な集中力を要します」

　先生は杖つえを振りながら「《土よ、在れテララリア・ザイン》、《光よ、在れルクサリア・ザイン》、《水よ、在れアクアリア・ザイン》……」と唱えた。

　次の瞬間、先生とクラスメートたちは全員、豪ごう奢しやな室内に立っていた。

（瞬間移動!?）

　驚きよう愕がくしたのは俺だけではないようだ。クラスメートたちも息を吞のんで、辺りを見渡している。

　ヨーロッパの城の一室みたいだ。天井には大きなシャンデリア、室内には三十人は席に着けそうな細長いテーブルがあって、イスが整然と並んでいる。

「光、火、水、風、土。聖せい法ほうはこの世界すべての元素が操れるのに、何な故ぜ、聖せい法ほうでできた城は存在しないのか──？　答えは、聖せい法ほうの維持が難しいからです」

　ただ一人、動じていない先生はお誕生日席に、ちょこんと座った。

「このように城を作ったとしても、今、先生が居眠りをしたら城は消えます。眠らなくとも、少し集中力を切らしただけで、聖せい法ほうでできたものは崩れ去るのですよ。なので、聖せい法ほうで城を建てようと考える人はいません」

（城を作った……？　ということは、これは瞬間移動じゃないのか！）

　エイルーナ先生はテーブルの上にあったティーポットでお茶を注いだ。カップに口を付け、ふう、と一息つく。

　瞬間、シャンデリアが空中分解した。天井が割れて青空が覗のぞく。壁もテーブルもティーポットも土に変わり、気付いたら先生と生徒たちは皆、校庭にいた。先生が座っていたイスも、先生が立つと同時に消えてしまう。

（聖せい法ほうってすげえええっ！）

　大掛かりな聖せい法ほうを目まの当あたりにして俺はシンプルに感動した。

「とはいえ、オラヴィナ随一の聖女学園、アントーサの学生である皆さんは、国軍で活躍する聖女を目指している人が多いと思います。行軍時には何時間も飛びますし、夜間では一晩中、光を照らすこともあります。一時間も聖せい法ほうを維持できないようでは話になりません」

（国軍で活躍する聖女、か）

　俺はそっとステラを盗み見た。彼女は真剣な表情で先生の講義を聞いている。

　ステラにとって聖女学園は居心地のよい場所ではなさそうだが、彼女は何を目指してここにいるのだろうか──？

「今日の授業では聖せい法ほうの持続力を鍛えてもらいます。正しく祝詞のりとを唱えて、できるだけ長く精霊と意思疎通を図ってください」

　先生は杖つえで校庭の裏手を指した。

「さっき先生は裏山の頂上にクラス全員分の旗を置いてきました。授業終了までに旗を一人一本取って校庭に戻ってくる。これが今日の課題です」

　遠くに見える山を見て生徒全員が静止する。「裏山」と言っているが、そんな気軽に到達できる場所じゃないのは明らかだ。

「え。本気？」と言いたげな生徒たちに、先生はにこやかに笑った。

「持久走です。飛ぶだけなので簡単ですよね、アハッ」







「風の精霊よ、女神の名において翼を与えたまえ。《風よ、在れウエナリア・ザイン》！」

　クラスメートたちの詠唱する声が響く。

　杖つえに跨またがった少女たちは次々と風を纏まとい、飛び立っていく。

　ステラはまったく動かず、睨にらむようにそれを見ていた。ステラを除いた全員が飛び去ったのを見計らって俺は囁ささやく。

「ステラ、ステラっ」

「……何よ」

「俺たちも早く飛ぼうぜ。ステラが聖せい法ほうを使えるのをみんなに見せてやるんだ」

　ステラの名誉を回復する機会がこんなにも早くやってきたのだ。俺は逸はやってステラに提案するが、

「あんた、バカじゃないの」

　ステラは腰に手を当てていた。

「昨夜使った光の聖せい法ほうを忘れたの。一瞬で消えた豆みたいな光」

「初めての聖せい法ほうだからな、忘れてないぞ」

「あれと同程度の聖せい法ほうじゃ、せいぜいそよ風を吹かせるくらいしかできないわ。わたしたちはまだ飛べる段階じゃないのよ」

「それは……練習が必要ってことか？」

「そうよ。クラスメートと同じように飛ぶには──」

「ステラさん」

　ビクっとステラが身体からだを跳ね上げる。

　気付けばローブを引きずってエイルーナ先生が来ていた。ステラは杖つえをそっと身体からだに隠す。

「……エイルーナ先生」

「持久走はステラさんの体質では厳しいでしょう。課題を出しますからレポートを提出してください。それで評点を付けます、アハッ」

　なんだ、まともな先生もいるじゃないか、と俺は思った。

　昨日お祭りでステラを𠮟った年配の先生、今朝点呼にやってきたスペランザ先生。どちらもステラを毛嫌いしているように感じた。

　それに比べ、エイルーナ先生は好意的だ。聖せい法ほうを使えないステラに救済措置を用意してくれている。

　屈託なく微ほほ笑えむ先生からステラは視線を逸そらした。不機嫌そうに言う。

「……しかたないですね。それで手を打ちましょう」

（先生相手でも素直じゃないのか、ステラ……。さすがだ）

　ステラのツンデレ発言に先生は気を悪くした風でもなかった。

「では、課題の内容ですが──」

「……後で聞いてもいいですか？」

　エイルーナ先生がこてん、と首を傾かしげる。

「その……授業時間中は聖せい法ほうの練習がしたいです……」

「なんということでしょう！　実技の授業ではいつも即座に図書室へ行ってしまうステラさんが、ついに聖せい法ほうの練習をしたいとは……！」

　感極まった様子の先生に、ステラは完全に顔を横向けてしまう。

「わ、わたしだって、たまには聖せい法ほうの練習を──」

「悔しいですか、ステラさん？」

　先生はステラの顔をぬっと覗のぞき込んだ。

「昨日、学年主任のスペランザ先生と特別に個人面談があったそうですね」

（個人面談……？）

　俺が知る限り、ステラが先生と面談していた様子はない。おそらく俺がステラに出会う前にあったのだろう。

「貴女あなたが焦あせるのはもっともです。スペランザ先生に通告されたのでしょう？　来月の学年末試験で結果を出さなければ、貴女あなたは──」

「わかっています、先生」

　ステラが毅き然ぜんとした声を出した。まるでその先を言わせないように。

「ご心配なら結構です。その件は自分でどうにかしますので」

　ステラの掌てのひらが熱い。……何だろう、ステラが緊張しているみたいだ。

　エイルーナ先生はしばしステラを注視していたが、すぐにニコっと笑った。

「とっておきの方法を教えましょう。優れた聖女になる秘ひ訣けつです」

　ごくり、とステラが唾を飲む。

「願うのです」

　シンプルな一言。

　黙するステラの前で、先生は《土よ、在れテララリア・ザイン》と唱えた。その手に黄金色の杯が現れる。

「人の身は器、願いは水です。我々は日々、ありとあらゆる『願い』をその身に溜ため込んでいるのです」

《水よ、在れアクアリア・ザイン》と先生が唱えると、虚こ空くうから水が流れ始めた。杯に水が溜たまっていく。

「人が力に目覚めるのは、器から水が溢あふれたときです。奇き蹟せきとは願いの力なのです。ちっぽけな人の身から溢あふれるほどの願いがなければ、奇き蹟せきなど起こせません」

　水は杯を満たしていく。

「膨大な願いを抱くのです。悔しさも哀かなしさも腹立たしさもすべて願いに変えて溜ためなさい。願いが溢あふれたとき、ステラさんはきっと誰よりも偉大な聖女になるでしょう」

　ざあっと杯から水が溢あふれた。一気に溢あふれた水は先生の手を濡ぬらし、ぱっと消える。手品を見ているみたいだった。

「先生はステラさんの力を信じています。ステラさんの練習の邪魔にならないよう、先生は向こうに行っていますね、アハッ」

　自分の身長より長い杖つえをぶんぶんと振りながら、先生は離れていく。

「……いい先生だな」

「どこが？　ヘンな先生よ。聖せい法ほうは精霊にお願いして発動するものなのに、願いを溜ためろだなんて初めて聞いたわ」

　ステラを励ましてくれたんだから俺の中ではいい人認定だ。

　校庭で一人になったステラは裏山のほうを向いて、詠唱を始める。

「なあステラ、昨日の個人面談で何を言われたんだ？」

　ぴくりとステラの眉が動いた。

　さっきはエイルーナ先生の台詞せりふをステラが遮ったせいで、肝心なところが聞けなかったように思う。

「スペランザ先生って今朝部屋に来た怖い先生だろ。試験で結果を出さなければ何だって？」

「……あんたが気にすることじゃないわ」

　それ以上言及してほしくない、という雰囲気に俺は口を噤つぐんだ。

　まあ、既に終わった面談を振り返ってもしかたないだろう。それより今は聖せい法ほうの練習に集中するときだ。







「風の精霊よ、女神の名において翼を与えたまえ──」

　目ま蓋ぶたを閉じ、ステラが一心に詠唱している。いつ飛び立ってもいいように杖つえを跨またいで身構えているが、やはり聖せい法ほうは簡単には発動してくれないようだ。

　校庭は死んだように無風。校庭の周囲に植えられている木だけが嘲あざ笑わらうみたいにざわざわと揺れている。風の精霊め、ツンデレ少女に求められて無視するとは何様だ？

　ふう、と俺は怒りを落ち着け、エイルーナ先生の授業を思い出した。

（聖せい法ほうに必要なのは、詠唱と聖マ力ナと守護精霊……ステラが詠唱することでイメージを固め、杖つえに流れる聖マ力ナを動力源に守護精霊が周囲の精霊に呼びかける、と）

　杖つえの中にいる俺は守護精霊で、周りの精霊に呼びかける役割らしい。思い返せば昨夜、最初に聖せい法ほうを発動したとき、俺は光の精霊にツンデレについて熱く語っていた気がする。ちょっとでいいから光を浮かべろよとも思った。

　だとしたら、だ。

　俺は空高く浮かんでいるステラを想像し、心の中で叫んだ。

（風の精霊、ツンデレ少女の笑顔を見てみたくないか─────!?）

「きゃっ──！」

　浮遊感が俺を襲い、ステラの短い悲鳴がした。

　一瞬の出来事だった。ステラを乗せた俺は強い風に攫さらわれて舞い上がり、校庭を一望できる高さまで──

「へ？　な、なんで!?　なんでわたし浮いてるの!?」

　笑顔どころかステラはパニックになっていた。

「ステラの聖せい法ほうが成功したんだろ」

「おかしいわ！　だって昨日はすぐ光が消えたのよ!?　飛ぶにしても、地面からほんの少し浮くところから練習するのに、いきなりこんな高く飛べるなんて……」

　確かにここまで俺が想像した通りになるのも違和感がある。精霊とはこんなに聞き分けがよかったか？　昨日とは大違いだ。まるで精霊が俺に媚こびているみたいに──

「あっ」と俺は声を出していた。

（わかった。わかったぞ！　これは『神の力』の効果だ！）

　エイルーナ先生が言っていたじゃないか。守護精霊が強ければ、たくさんの精霊が協力してくれると。女神から『神の力』を与えられた俺は昨日より格段に強い。それを悟った精霊が俺の言うことを聞くようになったのだ。

「よし、ステラ。クラスメートに追いつくぞ」

　俺は周囲にいるはずの風の精霊に呼びかけた。

（このまま一気に山頂へ向かうぞ。俺たちのツンデレ少女をクラスで一番にするんだ！）

　途端に俺たちは急加速した。

「ひゃわわわわっ──！」

　凄すさまじいスピードにステラが悲鳴を上げる。

　俺はひたすら速く飛ぶのをイメージしていた。力強い風が俺たちを前に運んでくれるのを感じる。その調子だ、風の精霊。見直したぞ。

「ま、待って、ストップ……こんな速いの、無理だからあっ……！」

　切羽詰まった声が降ってきた。

　気付けば、ステラが俺にしがみついている。涙目になった彼女は咎とがめるように俺を見下ろしていた。

（なんてことだ、銀髪美少女が俺の上に乗っている!!）

　飛ぶのに全集中していたため、事の重大性に気付いていなかった。しかもステラは初めての飛行が怖いのか、太ふと腿ももで俺をきゅっと締め付けてくるのだ。

「どうして鳥より速く飛んでるの!?　わたし、こんなのイメージしてない！」

「すまん、ちょっとスピード落とすな」

　と言いつつ、今や飛行速度は歩いたほうが速いくらいになっていた。高度もかなり落ちている。俺の集中力が失われ、イメージが保てていないのだ。

「うう、なんか飛ぶのってヘンな感じ……ねえ、だんだん落ちてきてるけど大丈夫？」

「た、たぶん！　できればステラも、もう少し太ふと腿ももに余裕を持たせてくれ」

「太ふと腿もも……？」

　ステラは眉を寄せる。そこで彼女は、俺をしっかり太ふと腿ももで挟んでいる事実に気付いたようだ。彼女の顔が真紅に染まる。

「バカバカ変態ぃいいいっ！　こんなのもうお嫁に行けないいいっ！」

「大丈夫だ、ステラ。大事なのはツンデレであること、それだけだ！」

「それただオタクの趣味じゃない、うわーん!!」

　さすがに俺も女の子の股に挟まるのは申し訳なさを覚えた。早く持久走を終わらせるべく煩ぼん悩のうを断ち切り、イメージを復活させる。

「スピード上げるぞ。少しだけ我慢してくれ」

「ひゃあっ！　んんっ、ダメ……！」

　ステラがしがみつき、杖つえがさらに食い込む。ステラが「っ……」と声にならない吐息を洩もらした。

　不意に彼女はモゾモゾと動き出した。

「ステラ？　何をやってるんだ？」

「靴を脱いでいるのよ」

　なんで？

　疑問符を浮かべる俺に構わず、裸足はだしになった彼女はペタと杖つえに足を置いた。腰を浮かせて、そのまま立つ。

「うわあ……」

　ステラが感嘆の声を上げた。

　杖つえに立った少女は両腕を広げ、長い髪をなびかせていた。

　どこまでも続く青い空。降り注ぐ陽ひ射ざしは暖かく、群れをなして飛ぶ鳥たちと肩を並べる。アントーサの校舎はぐんぐんと遠ざかり、眼下には雄大な森が広がっていた。
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　杖つえの上でステラは満足げに頷うなずく。

「うん、これがいいわ。立ち乗りならオタクもふしだらなことを考えられないでしょ」

「飛ぶ度に俺はステラに踏まれるのか。なんて役得なんだ」

「なんで何やっても喜ぶのよ、変態っ！」

「推しのすべてが愛いとしいからに決まってるだろ！」

「んんん～～～～～!!」

　ステラがペチペチと俺の顔面を踏んでくる。ツンデレ少女の足裏、至福の感触だ……。もう少しで下着が見えそうな太ふと腿もものラインもたまらないな。

　あっ、という声が離れたところでした。

「ステラ・ミレジア……!?」

　斜め下には、ステラと同じ制服を着た少女たちが杖つえに跨またがって飛行していた。どうやらクラスメートの集団に追いついたようだ。

「噓うそでしょ!?　ステラが飛んでる！」

「いつもみたいにズルしてるんじゃなくて？」

「杖つえの上に立つとは、なんて飛び方なのかしら……!?」

　クラスメートは皆、ステラを見て口々に驚きを零こぼす。ステラは彼女たちを仁王立ちで見下ろしていた。

　こそっと俺は言う。

「ステラ、ステラ」

「何よ」

「あの子たちに何か言ったらどうだ？　もうステラは聖せい法ほうを使えるんだし、あの子たちがステラを避ける理由はないだろ。もしかしたら友達になれるかもしれないぞ」

　聖せい法ほうが浸透している世界である以上、聖せい法ほうの使えないステラが仲間外れにされたのはやむを得なかったのかもしれない。

　だが、今は違う。

　俺はステラに楽しい学校生活を送ってもらいたいのだ。寝坊しても誰も起こしてくれないステラ。一人で食事を摂とるステラ。友人ができればそんなこともなくなるだろう。第一、推しが友達と仲良くしてるのを俺が見たい！

　ステラは少し逡しゆん巡じゆんしていたが、「そうね」と言った。腕を組んだまま声を張り上げる。

「わたしが聖せい法ほうを使えてるのに驚いたかしら。驚くのはまだ早いわ。わたしは女神様からついに大精霊を宿してもらったのよ。あんたたちが一生かかっても宿せないほど高位の大精霊をね！」

　ん？

　俺の意図とはかけ離れた台詞せりふをステラが言っている。

　クラスメートたちは皆、真顔でステラを凝視していた。彼女たちの視線を受けてステラはふふん、とせせら笑う。

「大精霊を宿したわたしと、どーしても友達になりたいって言うなら考えてあげなくもないわ。しかたないから友達になってあげるって言ってるの。感謝しなさいよね！」

（不器用！　致命的に不器用っ！　だがそれでこそツンデレ!!）

　ステラとしては、さっきので「友人になってほしい」と言ったつもりなのだ。なんとツンデレの極みだろうか。ツンデレ推しなら拳を握って悶もだえるところだが、クラスメートに俺の同志はいなかったようだ。

　少女たちが殺気立つ。

「嫌われステラに大精霊が宿るわけないでしょ。火の精霊よ、我が敵を焼き尽くす炎を熾おこせ。《火よ、在れイグナリア・ザイン》！」

「こっちこそあなたと友達なんて願い下げよ。土の精霊よ、我が敵を撃ち抜く石を此この手に。《土よ、在れテララリア・ザイン》！」

　他にもクラスメートの詠唱が重なる。

　火の玉や土の塊がステラ目掛けて襲いかかった。

「わわわっ、なんで!?　友達になろうとしたのに……!?」

「ツンデレとは基本的にコミュニケーション下手である。彼女たちの言葉は羞恥心で歪ゆがめられているため正しく読み解かねばならない。しかしその読解法を会え得とくしているのはツンデレを愛する者に限定されるため、このようにして不幸なすれ違いが──」

「解説いいからっ！　逃げて逃げて逃げて、《風よ、在れウエナリア・ザイン》！」

　ステラが怒鳴り、俺は「加速してくれ！」と風の精霊に呼びかけた。急加速するものの、クラスメートは次々と攻撃を放ってくる。とても全部は躱かわしきれない。

　危機感を覚えて俺は訴える。

「ステラ、防御を！」

「防御!?」とステラが戸惑う。

「何でもいい。土の壁とか、風で吹き飛ばすとか……！」

　今まで彼女は聖せい法ほうが使えなかったから、咄とつ嗟さに聖せい法ほうで防御する発想がないのだ。

「え、えっと、土の精霊よ、救世主には女神の神聖なる盾が──ひゃうっ！」

　飛んできた火の玉がステラの髪を掠かすめた。驚いた彼女の詠唱が中断する。

　危なかった……と俺は存在しない肝を冷やした。

　ステラの言い方がマズかったのは認めよう。だが、それなら彼女たちも口で言い返せばいい。聖せい法ほうを使って攻撃してくるのは違うだろう。

（許さん。推しを傷付けるものはすべて排除する）

　聖せい法ほうはステラの詠唱がなければ発動できないが、俺には別の力がある。

　ステラが再び詠唱し始めた隙に俺は密ひそかに唱えた。

「《デウス・エスト・モルス》」

　俺の額に漆黒のエネルギーが集まる。魔女をも殺せる『神の力』。これを与えてくれたことだけは女神に感謝しなければならない。

　こっちに飛来する無数の攻撃を見据え、俺は嗤わらった──。

「……救世主には女神の神聖なる盾が与えられた。《土よ、在れテララリア・ザイン》！　魔女に与くみした人々が投げた石は決して救世主に届かなかった。《土よ、在れテララリア・ザイン》……」

「ステラ、攻撃が止やんだぞ。今のうちに逃げるんだ！」

　頭を抱えてしゃがみ、ひたすら詠唱していたステラが「へ？」と顔を上げた。

　火の玉や土の塊は一つ残らずなくなっていた。クラスメートたちは呆ぼう然ぜんとしている。

　いきなり謎の黒い光線が聖せい法ほうをことごとく消滅させたのだ。びっくりするのも無理はない。

　ステラもぽかん、としていたが、すぐに我に返って唱える。

「《風よ、在れウエナリア・ザイン》、《風よ、在れウエナリア・ザイン》、《風よ、在れウエナリア・ザイン》──！」

（逃げろ、逃げろ、逃げろ──！）

　風の精霊をフル稼か働どうさせ、俺たちは全速力で逃げた。俺たちに追いつけるクラスメートはいなかった。







「素晴らしいっ、なんて素晴らしいのでしょう！　先生は今、とても感動しています……！」

　授業の終わり。持久走から帰ってきた生徒たちの前でエイルーナ先生は大おお袈げ裟さにも涙を浮かべていた。

「ずっと聖せい法ほうを使えなかったステラさんが聖せい法ほうを使えるようになったばかりか、一位で帰ってくるとは。きっとステラさんの努力に女神様が微ほほ笑えまれたのでしょう。皆さんもステラさんを見習い、決して努力を怠ってはいけませんよ」

　皆の前で褒めちぎられたステラはすっかり俯うつむいてしまっている。褒められるのに慣れていないのだ。もっと褒め讃たたえられて極限まで照れるステラが見たい。

　クラスメートは皆、複雑な表情をしていた。クインザは特に面白くないようで、小さく舌打ちまでしている。

　エイルーナ先生はハンカチで涙を拭うと、ステラに向き直った。

「では、ステラさん。罰則ペナルテイを言い渡しますね」

「──は？　ペ、ペナルティ……？」

「はい。杖つえを足蹴にするなど言語道断です。聖女の命である杖つえを何だと思っているのですか？　杖つえの立ち乗りは認められていません」

「だ、だって、そんな！　普通の飛び方したら、わたしお嫁に行けない……」

　ステラのしどろもどろな言い訳は通用しなかった。

　笑顔のままエイルーナ先生は言う。

「罰則ペナルテイとしてレポートを十枚、明日の放課後までに提出してください」

「十枚も!?」

「課題はそうですね……万魔時代についてがいいでしょう、アハッ」





＊＊＊






「万魔時代って何だ？」

　夜、俺は杖つえ立たての中からステラに話しかけた。

　ステラは自室の学習机で分厚い本を読んでいる。レポートを書くために図書室から本を借りてきたのだ。

　本から目を離さずステラは言う。

「今、わたしたちが生きているのは女神暦。その前にあったのが万魔時代よ。戦争と混乱の時代ね」

「ていうと、千年以上前の話か」

「そう。その時代には呪われた力を持つ魔女が何人もいて、大陸中で戦争が絶えなかったらしいわ。女神様が降臨されて魔女を倒したことで万魔時代は終わったけど」

「魔女……ステラ、魔女の条件とは何だ？」

　女神はステラを魔女と言った。

　だが、俺はそれを信じられない。

　彼女にそんな力があるなら、何な故ぜ悪役令嬢たちに対してそれを行使しない？　俺を杖つえに縛り付けているらしいが、それもステラがやった証拠はない。あの女神がステラを疎うとみ、俺に噓うそを教えている可能性だってある。

「魔女の条件……？　永い時を生き、魔法を使うのが魔女よ」

　ステラは本のページを繰る。

「ちょうどここに魔女について書かれているわ」

　杖つえ立たてから俺は引き抜かれた。本を見せられるが、

「ステラ、俺はこの世界の文字が読めないんだ。絵は見ればわかるんだけどな」

「しかたないわね。特別に読んであげるわ」

　ステラは本が見えるように俺を抱きかかえる。彼女の髪が俺の頰をくすぐった。シャワーを浴びたばかりだからか、仄ほのかにいい匂いがする。

「万魔時代、最も人を殺したのは〈服従〉の魔女リリアナである。数万の軍勢を前に、魔女は《従え》と唱えた。彼女の魔法にかかった兵士たちは自らの頭を撃ち抜いた。そうして魔女は自害する兵士たちの中を哄こう笑しようしながら進んでいった」

　本には首のない兵士と、その間を進む魔女の絵が描かれていた。顔もローブも黒く描かれた魔女は両手を大きく広げて嗤わらっている。

「〈猛毒〉の魔女ウェスタは《食せ》と唱え、すべての果実を真っ黒な魔呪物に変えた。それを食べた人はことごとく息絶え、動物は獰どう猛もうな魔獣となり、魔女につき従った。〈劫ごう火か〉の魔女マルべラが《滅せ》と放った炎は百年も消えず、大陸中の塔を燃やし尽くした」

　獣を従えた魔女に、炎に包まれた街の挿絵。

　なかなか残酷な内容だ。美少女に後ろから抱き締められて読む本じゃない。

「これが魔女よ。人を操ったり、魔獣を生み出したり、百年も消えない炎を出したり。魔法は世界を捻ねじ曲げる、本当に恐ろしいものだわ」

「俺に言わせると、詠唱しただけで火の玉を飛ばせる聖せい法ほうも十分『恐ろしいもの』なんだが……」

「聖せい法ほうのどこが恐ろしいのよ」とステラは眉をひそめた。

「精霊の力を借りて行う奇き蹟せきが聖せい法ほう。魔法は魔女自身の呪われた力で発動するんだから、聖せい法ほうとは全然違うでしょ。ほら、精霊を必要としない魔女は杖つえを持ってないし」

　ステラは本を示す。

　挿絵に描かれた魔女は確かに杖つえを持っていない。

「つまり聖せい法ほうと魔法は、精霊の力か個人の力の差だと……？　それだといまいち魔法のヤバさがピンとこないな」

　魔法のない世界から来た俺にとっては、「聖せい法ほう」も「魔法」もさして変わらない。五十歩百歩だ。

　俺の反応が気に入らないのか、ステラは頰を膨らましている。

「なんでそんなに理解力がないのよ。魔法で戦争が起こった結果、一度、大陸の文明は終わっているの。なんでそんな邪悪な力と聖せい法ほうが同じなのよ」

「文明が終わった？」

「万魔時代以前、大陸は今よりもっと栄えていたの。天に届くほどの銀の塔がいくつもそびえ、空飛ぶ馬車が駆け巡り、大陸の端から端へ一瞬で飛ぶ伝でん書しよ鳩ばとがいたとか」

「まるで夢物語だな」

「それを魔女が全部破壊したのよ。魔法で世界を捻ねじ曲げてね」

「世界を捻ねじ曲げる……？」

「わたしも実際見たわけじゃないから具体的には説明できないけど……教科書とかで魔法はそう書かれてるわ。銀の塔や空飛ぶ馬車とかを根こそぎなくせる力よ。わたしの想像もつかない危ないものに違いないわ」

　ステラは嫌けん悪おを露あらわにしている。この世界で魔法とは本当に忌避すべきものなのだろう。

「聖せい法ほうは、文明が滅びて困っている人々に女神様が教えてくださったものよ。聖せい法ほうがなかったらわたしたちは飛べないし、料理で火を熾おこすのも一苦労だし、シャワーだって満足に浴びられないんだから」

「そんなとこにまで聖せい法ほうが使われているんだな……」

「今、わたしたちが平和な生活を送れるのは全部、聖せい法ほうを作った女神様のおかげなのよ。だから皆、女神様に祈りを捧ささげているの」

　彼女は部屋にかけられている女神のレリーフを見上げた。依然として女神の両目は黒く潰れたままだ。ステラは手を組むと、目ま蓋ぶたを閉じる。

「女神様、明日もわたしたちをお守りください」

　真摯な祈り。

　俺は何も言えなかった。

　自分の信仰する神が自分を殺そうとしている──なんて皮肉だ。

　敬けい虔けんで純粋な少女には絶対に教えられない。女神が彼女の願いを握り潰す腹黒で、ステラを殺させるため俺に『神の力』を与えているだなんて。

　祈りを終えたステラは俺を杖つえ立たてに戻した。ほとんど書けていないレポートを見て、ため息をつく。

「あーあ、エイルーナ先生の出す課題って、いっつもマイナーなテーマばかりなのよね。万魔時代のレポートなんて嫌がらせとしか思えないわ。ただでさえ扱っている書物が少ない上に、やっと見つけた本はこんな分厚いし」

「読んだ範囲でテキトーに纏まとめればよくないか？　枚数が埋まってれば先生も文句は言わないだろ」

「ダメよ。いくらエイルーナ先生がいい加減でも、レポートの出来は成績に関わるんだから。なんとしても先生を唸うならせるレポートを書かないと」

「成績がそんなに大事か？」

「言ったでしょ、わたしは〈女神の杖オプテイ・バクルス〉に入りたいのよ。アントーサでも相当優秀じゃないと〈女神の杖オプテイ・バクルス〉には推薦してもらえないわ」

「……ああ、それは噓うそじゃなかったんだな」

「噓うそって何のことよ」

　ステラが怪け訝げんな目を向けてきたが、俺は「何でもない」と誤魔化した。

「女神暦になっても万魔時代の名残である魔獣は大陸中にいるわ。魔獣の犠牲になる人だって──」

「魔獣って、この前のナマズか？」

「そう、魔法に影響されて変異した動植物のことよ。あのナマズは全然大したことなかったけど、本当に凶暴な魔獣は街一つ滅ぼすわ」

「そんなヤバいのもいるのか……」

「オラヴィナ最強の部隊に入って、国中の魔獣を駆逐する。それがずっと前からのわたしの夢よ。そのためにわたしはアントーサに入ったんだから」

　遠くを見つめたステラの瞳。

　そこに何が映っているのか、俺は知らない。

　だけど、推しの夢なら全力で応援するのがオタクだ。

「そうか、なら俺も気合いを入れないとな」

　へ？　とステラが呆ほうける。

「成績には聖せい法ほうの出来も関係してるんだろ。ステラの精霊としては俺も頑張らないとな」

「はあ？　精霊王でもないオタクが頑張ったって、たかが知れてるでしょ。あんたなんかに期待してないんだから」

「今日の持久走、クラスで一番だったんだけどな～。あれでもステラは満足しないのか～」

「そっ、それは……！　あ、あんたにしては頑張ったんじゃない……？」

「ステラに褒められた!!　ヤッター！」

「ちょ、ちょっと褒めただけじゃない。そんなに喜んでバッカじゃないの……」

　ステラは腕を組んで顔を背ける。是非とも今の表情を拝んでみたいものだが、身動きの取れない俺には無理な話だ。

「……ていうか、あんたはそれでいいの？」

「ん？」

「わたしの精霊として頑張るより、他にやることがあるんじゃないの？」

「他にやること……はっ、ステラをもっと大々的に布教するとか!?」

「違うでしょ！　あんた、元の世界に帰りたいんじゃなかったの？」

　ああー、と声が出る。

　ステラがまだそれを忘れていなかったのに、俺は純粋に驚いた。

「女神様に直訴しようとしたくらい、大事なことなんでしょ。わたしはオタクみたいな弱い精霊、いついなくなっても構わないんだから。わたしにかまけてないで、あんたも元の世界に帰る方法を探したら──」

「ステラ」

　呼びかけると、彼女は口を噤つぐんだ。

　今、彼女はどんな表情をしているのだろうか？　頑かたくなに背けられた顔は見えない。

　銀髪に向けて俺は言った。

「俺が何か忘れたか、ステラ？　俺はオタクだ。すべてのオタクに訊きいてみろ。推しのおはようからおやすみまで見届けられるこの環境を手放せるか──答えは否いな！　推しの所有物になって二十四時間推しと一緒なんてキモオタの妄想そのものじゃないか！」

　なっ、とステラがこっちを見た。その顔が赤い。

「冷静に考えろ。推しに毎日握られ、罵られ、乗られるんだぞ。しかも推しの部屋で寝泊まりしているときている。推しと同どう棲せいだ！　元の世界にこれ以上の幸せがあるわけないだろ。今の俺の環境を聞いたら全オタクが羨望のあまり死ぬぞ」

「冷静になるのはあんたよ！」

　ステラは頭から湯気を噴いていた。

「もーバカバカっ、あんたに付き合ってたら夜が明けちゃうわ。寝る」

　燭しよく台だいの火を消したステラは、ベッドに向かう。

　俺はその背に声をかけた。

「おやすみ」

「……おやすみ」

　暗くなった部屋でステラはベッドに入り、頭から布ふ団とんをかぶった。布ふ団とんの中から微かすかに声がする。

「………え、わたし、オタクと二人で暮らしてるってこと？　おはようからおやすみまで……うぅ、なんだかドキドキしてきた。どうしよう、意識しちゃって眠れない……二日連続で寝坊するわけにはいかないのに……」

　しばらくして布ふ団とんからは寝息が聞こえ始めた。

　俺は内心で合掌する。

（ごちそうさまでした……！）

　ツンデレを余すところなく堪たん能のうした一日だった。

　最初こそ杖つえに転生したのを嘆いたが、推しの杖つえになるのも悪くない。

　ステラの夢は国内最強の部隊に入ることだという。

　それには強い精霊が必要だ。俺がその役割を果たせるなら、喜んで杖つえになろう。

　どうせ現状、俺が元の世界に戻る方法はないも同然なわけで──




「──聖なるかな、」




　室内で女の声がした。

　ステラではない。部屋には俺たち以外いない。

　はっと俺は女神のレリーフに視線を遣やった。

　両目が黒く潰れた女神の唇が独りでに動いていた。無理やり引っ張ったみたいにレリーフは歪ゆがみ、軋きしんだ音声を発している。完全にホラーだ。

「聖なるかな、聖なるかな。現い在ま過去未来すべてを見守られる御お方かた。《光よ、在れルクサリア・ザイン》」

　おぞましい詠唱が終わり、光が人の形を取った。

　ホログラムのように透けているが、それは紛れもなく女神だった。

　突如として現れた女神の幻像。ステラは眠ったままなのか、布ふ団とんは動かない。女神はローブを揺らし、俺の傍そばに立った。

「聞こえていますか、異世界の人間よ」

　全身から汗が噴き出した錯覚がした。

　……寝てることにして無視してしまおうかと思う。幸い、俺は杖つえだ。顔色も表情も女神に悟られることはない。

　早く立ち去ってくれ、と俺が念じていると、

「《火よ、在れイグナリア・ザイン》」

　女神が唱えた。

　掌てのひらに火球が浮かぶ。それは瞬またたく間まに膨れ上がり、一抱えもある大きさになった。まるで小さな太陽だ。ゴウゴウと燃え盛る火球を女神は掲げた。微笑をたたえたまま彼女はそれを俺に叩たたきつける──。

「ちょ、ちょっと待った──っ！」

　焦あせって俺が声を上げたときには、俺は火球に吞のみ込まれていた。

　が、熱くも痛くもない。女神と同じように火球も幻なのだ。

　幻の火球を消した女神は可お笑かしそうに口元を歪ゆがめる。

「起きているではありませんか。返事をしてくれないと妾わらわにはわかりませんよ」

　クスクスと笑われ、俺は内心で顔をしかめた。

（腹黒女神が……！）

　本当に俺の地雷を踏み抜いてくれる。冗談か本気かわからないからかい方をしてくる奴やつが俺は大嫌いなんだよ。

「今日一日、妾わらわは天から貴方あなたたちを見ていました。賑にぎやかな学園生活でしたね」

「俺はステラとしか話していないので、賑にぎやかとは少し違うかと」

「──魔女退治はどうしました？」

　女神は相変わらず完璧な微笑を貼り付けている。

　優しげな眼まな差ざし、持ち上がったままの口角……。だけど、底知れぬ強い圧をひしひしと感じる。

「一刻も早く元の世界に戻りたいのではないのですか？　可哀かわい想そうに、貴方あなたの幼おさ馴なな染じみは今日も泣いていましたよ。貴方あなたが帰ってくるのを心待ちにしているのでしょう」

　卑ひ怯きような物言いをする。どう言えば人の心が動くかわかっているようだ。

「妾わらわは貴方あなたを祝福し、力を与えました。あとは貴方あなたがそれを行使するだけ──」

「何な故ぜ、女神様が魔女を殺してくださらないのですか？」

　ぴたり、と女神が口を噤つぐんだ。

「女神様は魔女を倒して、戦争を終わらせたんですよね？　今回も魔女を自ら殺せば済む話では？」

　ステラの話を聞いたときから不思議に思っていた。

　俺に『神の力』を渡さなくても、女神が自分でステラを殺せばいい。それこそ神なのだから天から炎を降らせることだってできるだろう。

「それはできないのです」と女神は哀かなしそうになる。

「万魔時代の終しゆう焉えんとともに妾わらわは人々を見守るため、天の神座に昇りました。神である妾わらわは神座から出ることは叶かなわず、地上に直接干渉できません。こうして幻の姿で人々に啓示を与えるのみ」

「では、俺を魔女退治の役に選んだ理由はなんですか？　他の人に頼むこともできたのではないですか？」

　ステラを毛嫌いしている輩やからは残念ながらたくさんいる。そいつらに『神の力』を渡せばすぐにでも目的は達成されただろうに、何な故ぜ俺なのか？

「魔女の被害者である貴方あなたに頼むのが、利害が一致していいでしょう。ですが、貴方あなたを選んだ理由はそれだけではありません」

　女神は屈かがみ、俺に口を寄せた。

「──妾わらわが貴方あなたを気に入ったのですよ」

　……は？

　その台詞せりふを理解するのに数秒かかった。女神が俺を気に入った？　なんでそんなことになるんだ？

　横目を向けると、女神の艶っぽい顔が近い。幻像でも肉感はしっかり表現されていて、ローブの隙間からは豊かな胸元が覗のぞいている。

「女神像は大陸中にあります。が、降臨祭の日に像に触れて神座にやってくる者はまずいません。妾わらわに会うには並々ならぬ智ち慧えと勇気、そして強い意志が必要なのです。数々の試練を乗り越えて神座にやってきた貴方あなたは、まさしく救世主に相応ふさわしい」

「……救世主」

「そうです。魔女を殺せば貴方あなたは救世主です。女神である妾わらわは貴方あなたの名を讃たたえ、貴方あなたは永遠に語り継がれるでしょう。もし元の世界に未練がなければ、妾わらわがこの世界に転生させることも可能です。もちろん、特別な才を持つ人間として」

　女神がベッドを指さした。

　その先には盛り上がった布ふ団とんがある。ステラはまだ夢の中なのだ。

「さあ、栄光はすぐそこです。今こそ魔女を殺しなさい。恐れることはありません。貴方あなたには全知全能の女神がついています。『神の力』で忌いまわしき魔女に鉄てつ槌ついを──」

「《デウス・エスト・モルス》」

　女神の求めに応じ、俺は唱えた。

　クク、と押し殺した笑い声が横からした。慈悲深い女神には似つかわしくない笑い方だ。

　額に集まったエネルギー。俺は一度深呼吸すると、それを放った。

　ガタンッ、とレリーフが落ちた。

「なっ……！」

　女神が驚きの声を上げる。

　俺の『神の力』はまたしても女神のレリーフを直撃していた。今回は口だ。レリーフが詠唱するなんて想定外に決まってるだろ。わかってたら昨日のうちに破壊してたさ。

「やべっ、またやっちまった。緊張すると照準狂うんですよねー。次こそちゃんと狙い通り当たるよう練習しときます」

「……ちっ」

　小さい舌打ちとともに女神の幻が霧散して消えた。レリーフが壊れたことで幻像を維持できなくなったようだ。

　真っ暗になった部屋で俺はほっと息をついた。

（どうやら女神はどうしても俺にステラを殺させたいらしいな……）

　救世主とか言い出したときは笑わないよう堪こらえるのが大変だった。

　俺をおだてて目的を果たさせようとしたようだが、甘すぎる。腹黒女神がツンデレ推しのオタクを懐柔できると思ってんのか。ナメられたものだ。

　しかし、俺もいつまで女神をはぐらかせるか──。

「うぅん……何か落ちた……？」

　ステラの呻うめく声がして、布ふ団とんが捲まくれた。物音でステラが起きたらしい。

　寝ぼけ眼で彼女は燭しよく台だいに火を灯ともし、

「ああっ、女神様のレリーフが……！」

　叫んだ。

　床に転がっていたそれを拾うなり、ステラの顔が引きつる。

「うっ、何これ……なんで女神様の御お顔かおが潰れてるの？　ひどい……」

「気にするな。そんだけ潰れたらそれ以上ひどくはならない」

「気にするわよ！　……あんたは不気味に感じないの？　女神様のレリーフが勝手に黒くなるなんて、やっぱりわたし呪われてるとしか思えないわ……」

「黒くなるレリーフより、喋しやべるレリーフのほうが不気味だ」

「喋しやべる杖つえのあんたがそれ言う!?」

「言われてみれば俺もモノだったな」

　こうしてステラと話していると、つい自分が杖つえだと忘れてしまう。

　ぷっとステラが噴き出した。キャンドルに照らされた顔から陰鬱な表情は消えている。よかった、と思った。レリーフを壊したのは俺だと正直に打ち明けられない以上、せめて俺が励まさないと。

「たとえステラが呪われていたとしても、俺的にはノープロブレムだ。むしろ属性が追加されておいしいじゃないか。ステータスに『呪い』が付いてるとかオタクが絶対好きなやつだぞ。俺は大好きだ」

「そんなことを言うバカはあんただけよ！　……もう、オタクと話してると深刻に考えるのが馬鹿らしくなってくるじゃない」

　ステラは赤くなった顔を隠すように乱暴に燭しよく台だいを消した。その拍子に机の本に手が当たる。ドサッと本が落ちた。

　同時にヒラヒラと何かが出てくる。本に挟まっていたのだ。

　複雑な黒い紋様が入った小さな紙。

　ステラがはっと息を吞のんだ。紙を拾った彼女は震え声で言う。

「……これは──」

　俺の記憶が正しければ、それは女神降臨祭のときに使われていた短たん冊ざくだった。











三章　友達くらいすぐに作ってやるんだから、とステラは言った。






「最初の聖女である女神様は言いました。《光よ、在れルクサリア・ザイン》。すると光の精霊が現れ、たちまち世界を照らしました。世界は隅々まで明るくなりましたが、とても寒く凍えていました。そこで女神様は《火よ、在れイグナリア・ザイン》と唱え──」

　闇色のローブに身を包んだスペランザ先生が分厚い聖典を手に滔とう々とうと語っている。

『聖典学』──座学だ。

　座学でもステラと俺は一緒に授業に出ていた。教室の机には必ず杖つえ立たてが付いていて、俺はステラの机の脇に立っている。

「こうして全知全能な女神様は光、火、水、風、土、五つの聖せい法ほうを人々に教えました。この五つの聖せい法ほうがあれば、世界中のものすべてを治められるからです。聖典の中で女神様は五つの聖せい法ほうを組み合わせ、ありとあらゆるものを創ってみせます」

　スペランザ先生が聖典を解説しているが、ステラはそれどころではないようだ。エイルーナ先生のレポートの提出期限は今日である。昨夜あまり進まなかったからか、ブツブツと呟つぶやきながら万魔時代の本を繰っている。

「……紀元前一五七年、世界の理ことわりを捻ねじ曲げる魔法を危険視したゲルダ国は、世界初の魔女狩りに踏み切った。国内に潜伏する魔女を捜し出すため各地に国王の像を建て、そこに監視の目を置き──」

　ふと殺気を感じた。スペランザ先生だった。ステラの机の傍そばに立った先生は瞳孔が開いた目で少女を見下ろしている。

「ステラ・ミレジア！」

　ドン、と先生の杖つえが床を打つ。

　ふあっ!?　とステラが身体からだを跳ね上げた。本を慌てて閉じた彼女に、スペランザ先生は冷ややかに告げる。

「授業態度、不合格！」

　クスクスとバカにしたような笑いが教室の端々で起こった。スペランザ先生が振り向くなり、即座に全員が真面目くさった表情を作る。

「複数の属性を練る高等聖せい法ほうの中でも、最も高度とされるのは五つの聖せい法ほうをすべて使った疑似生物創生術です。これは女神様が救世主ヨハゼルに、様々な動物を創って与えたのを模して行うものです」

　カツン、と先生は靴音を鳴らし、教室の後方へ行く。

「内職をするほど授業が平易だというなら、ステラ、皆の前で疑似生物創生術を行ってみせてください」

　相変わらず嫌味な先生だ。

　だが、ステラは「はい」と元気よく返事をして席を立った。聖せい法ほうが使えるようになったことで彼女も自信がついてきたみたいだ。俺も嬉うれしい。

　教卓に立ったステラは俺を手に朗々と唱える。

「世界に満ちる精霊たちよ、女神と契約を交わした者たちよ。水は血に、土は肉に、火は熱に、風は息い吹ぶきに、光は叡えい智ちに。《水よ、在れアクアリア・ザイン》《土よ、在れテララリア・ザイン》──」

　教卓にいると、教室の様子がよくわかる。

　後ろの壁で腕を組んだスペランザ先生は鷹たかのような目でステラを注視しているし、悪役令嬢クインザと取り巻きたちは薄ら笑いを浮かべていた。囁ささやき声まで聞こえる。

「……数日前やっと聖せい法ほうを使えるようになったばかりで高等聖せい法ほうなんて、お笑い草だわ」

「……祝詞のりとを唱えても何も出てこないでしょ、ぷぷぷ」

「……大精霊なんて噓うそ……どうせ大したことない……」

「……その通りだと思います」

（あああうるさい！　ステラが頑張って詠唱してるんだぞ、黙って聞いてろよ）

　怒鳴りつけたいのをぐっと堪こらえ、俺は決意した。こいつらの鼻を明かすためにも、なんとしてでも疑似生物創生術とやらを成功させなければ。

　そこで俺はふと気付く。

（ところで疑似生物って一体何を創ればいいんだ……？）

　聖せい法ほう発動のメカニズムは、ステラが詠唱する→俺が周囲の精霊に呼びかけてイメージを伝える、だ。俺が何を創るか理解できていないと、それを精霊に伝えることもできない。

　教卓にいる以上、今さらステラと内緒話をするのは不可能だ。俺はステラが唱えている祝詞のりとから、どんな生き物を創ろうとしているのか読み取ろうとした。

「……それは人々が魔女のために作った祭壇だった。悪徳と傲慢と虚栄が蔓延はびこる街で人々は魔女を求めたのだ。救世主ヨハゼルは嘆き、街を立ち去った。街中の食糧が害獣によって食い尽くされたのはその三日後である──」

　うん、まったくわからん。

　きっと生き物なら何でもいいんだろう。

　詠唱しているステラも気付いているはずだ。先生もクラスメートもステラの聖せい法ほうが成功するとは夢にも思っていないことを。ステラは彼女たちをあっと言わせたいに違いない。それにはド派手な生物がいい。

（よし、ドラゴンでいくぞ。同志精霊、全員集合してくれ！　ドラゴンを創って、ツンデレ少女の尊い笑顔を皆で拝もうじゃないか！）

　俺の呼びかけに反応したのか、教室の窓から風が入り込んでくる。杖つえの先は光り輝き、土や水滴が宙を舞い──。

　ズシン、と重い足音がした。

　突如、教室に現れた巨きよ軀くにクラスメートたちから遅れて悲鳴が上がった。

　降臨祭のとき見たドラゴンと瓜二つだ。教室に入るサイズだから精霊王よりは小さいが、迫力は負けていない。全身が真っ赤なのは俺の怒りを反映してくれたのだろうか。精霊も粋な仕事をする。

　ドラゴンは教室いっぱいに翼を広げると、俺のイメージ通りに咆ほう哮こうした。

　ビリビリと衝撃波が走り、全員が耳を塞ぐ。

　湧き起こった風でクラスメートの教科書が舞っていた。ステラの机からは分厚い本と紙切れが落ちる。

「あっ」

　それを見たステラは慌てて駆け寄り、紙切れを拾ってポケットに突っ込んだ。と、先生の金切り声がする。

「ステラ・ミレジア、何てものを創っているのですか！」

「わ、わたし!?」とステラは驚いた様子だ。

「貴女あなた以外に誰がいるのですか!?」

「だってわたしは、ネズミを創るつもりで……！」

　おおう……そうだったのか……。

「言い訳は結構！　早くそのドラゴンを消し──」

　スペランザ先生の怒号に反応し、ドラゴンが首を回す。ギョッとする先生にドラゴンはカッと口を開けた。

「《水よ、在れアクアリア・ザイン》ッ！」

　ゴオオオオッと炎が吐き出されるのと先生の詠唱は同時だった。

　さすがにやりすぎだ。急いで俺が頭の中からイメージを追い払うと、ドラゴンはぱっと消えた。

　水の壁を出した先生はファイアーブレスに耐えたが、先生の後ろにあった教室の壁はすっかり焼け落ちていた。盛大に煤すすけた石畳が見える。

　クラスメートは全員、教室の隅に退避していた。大半が驚きのあまり呆ぼう然ぜんとしているが、クインザだけはギリっと唇を嚙かみ締めている。

　風通しのよくなった教室で、悪鬼の顔になった先生は咆ほう哮こうを上げた。

「ステラ・ミレジア───っ！」
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「あーあ、こんな広い裏庭を掃除しろだなんてツイてないわね……」

　放課後、箒ほうきを手にしたステラは肩を落とした。

　教室を破壊した罰則ペナルテイとしてスペランザ先生から校舎の裏庭を掃除するよう命じられたのだ。日当たりの悪い陰気な裏庭にやって来る生徒はおらず、ステラは一人きりで落ち葉を集めている。

　彼女に背負われている俺は言った。

「すまん……もうちょっと大人しい動物にするべきだった……」

「あんたねえ」

　ステラは掃く手を止めて、俺をチラと見る。

「なんでわたしの祝詞のりと通りネズミを創らなかったのよ。そしたら何も問題なかったのに」

「ステラがネズミを創ろうとしてるってわからなかったんだ……」

　どうやら精霊はステラの祝詞のりとではなく、俺の呼びかけしか聞いていないようだ。思えば昨日の持久走も、ステラのイメージではなく完全に俺のイメージで飛んでいた。聖せい法ほうを使う本人であるステラの意図が反映されないって結構、問題じゃないか？

「わたしはちゃんと祝詞のりとを唱えたわよ。救世主ヨハゼルが立ち去った街に大量のネズミが発生して飢き饉きんが起こった話は常識でしょ」

「俺の常識ではないんだよなあ」

「あんた、まさか聖典の内容を知らないの……？　女神様が起こした一万九千五百二十五個の奇き蹟せきを一つも!?」

「奇き蹟せき多すぎだろ。まさかステラは全部覚えてるのか!?」

　ステラが天を仰いだ。

「さすがに全部は覚えてないけど……祝詞のりとには聖典の文言がそのまま使われるのよ。守護精霊のあんたが聖典を知らなかったら、どうやってわたしのイメージを伝えればいいのよ」

「聖典の引用じゃなくて、具体的に『ネズミを創る！』とか言ってくれれば──」

　却下、とステラがばっさり切る。

「あんた、スペランザ先生の前で変則的な祝詞のりとを唱える度胸ある？」

「あー……聖せい法ほうが発動してれば文句は言われないんじゃ……？」

「聖典を正しく暗あん誦しようできるかどうかも評価の対象なのよ。祝詞のりとの単語をたった一つ言い間違えただけで三十回の書き取りを宿題にされるんだから」

　聖女になるのはなかなか大変な道のりのようだ。

　日が沈む前になんとか落ち葉を集め終わり、ステラは俺を手に取った。

「これ、燃やすから」

「おう」

「火の精霊よ、崇高なる女神の名の下に契約を果たしなさい。──《火よ、在れイグナリア・ザイン》」

（火の精霊、この落ち葉に火を付けてくれ！）

　俺が念じると、ボッと枯葉が発火した。

　パチパチと音を立てて山盛りの落ち葉が燃えていく。煙が立ち昇り、ステラがゴホゴホと咳せき込んだ。ポケットからハンカチを出したとき、

「あっ」

　ひらり、と短たん冊ざくが落ちた。

　授業中、本から落ちた紙切れの正体はそれだった。図書室の本から出てきた短たん冊ざくをステラは昨夜、挟んだままにしていたのだ。

　黒い紋様の入った紙を拾い、ステラは物もの憂うげになる。

「どうしよう、これ……」

「降臨祭のときの短たん冊ざくだろ。来年まで取っておけばいいじゃないか」

「わかってないわね。これはそんな単純な問題じゃないのよ」

　ステラは一段、声のボリュームを落とした。

「──いい？　短たん冊ざくを所持しているのは重大な犯罪なの」

「犯罪って……降臨祭のときはみんなそれを書くんだろ？」

「女神降臨祭の七日前から願いがある人は教会へ行って、その場で一枚だけ短たん冊ざくに願いを書いて納めるわ。短たん冊ざくを教会から持ち出すことは決して許されないのよ」

「なんでそんな厳重にするんだ……？　たかが紙だろ」

「たかが紙じゃないわよ。これは女神様が作った聖なるものよ!?　これだって奇き蹟せきの一つなんだから」

　そんだけたくさん奇き蹟せきがあったらありがたみもないだろ、という感想は胸にしまっておく。

「短たん冊ざくを持ち出そうとしただけで投獄されるし、本当に持ち逃げした日には重罪が科せられるわ。怖いのはそれだけじゃない。女神様は天からすべてを見守っておられるのだから、短たん冊ざく泥棒には天罰が下されるわ」

「天罰？」

「数年前、大量の短たん冊ざくを盗み出した盗賊団がいたの。彼らは国軍の目を躱かわして上う手まく街中に逃げ込んだんだけど、突然現れた魔獣に襲われて全員が食べられたそうよ。女神様の目は誤魔化せない、天罰が下ったって噂うわさになったわ」

　ふうむ、と俺は唸うなった。

「つまりその短たん冊ざくは、誰かがかなりのリスクを背負って取ってきたってことだよな？」

「そうなるわね」

「なら、なんでそんな苦労して手に入れたものを図書室の本に挟んでそのままにしたんだ？」

　普通に考えておかしい。

　ステラはしばし眉をひそめていたが、首を振った。

「……わからないわよ。とにかく、わたしがこれを持ってるってバレたら大変ってこと。国軍に捕まって、きっと重罪になるわ」

「そんなことさせるもんか！」

　彼女を励ますように俺は言った。

「短たん冊ざくを捨てよう。燃やして灰にするとかどうだ？」

　ちょうど目の前には焚たき火びがある。

「あんた、よくそんな罰当たりなこと思いつくわね。短たん冊ざくは燃えないわ。どんな手段を使っても短たん冊ざくを傷付けることはできないのよ。女神様の聖なる力が込められているから」

「ほう、短たん冊ざくでできた鎧よろいがあったら最強だな」

「またそんな罰当たりな……！」

「冗談だ。じゃあ、どうする？　『これが本に挟まってました』って先生に正直に届けるか？」

「先生って……誰に？」

　俺はこれまで出会った先生の顔を思い浮かべた。最初からステラに好意的だった先生は一人しかいない。

「相談するなら、エイルーナ先生だろうな」







　裏庭の掃除を終えて校舎に戻ると、「いたわ！」という声がした。

　ダダダダッ、とたくさんの生徒がステラ目掛けてやってくる。咄とつ嗟さに身構えたステラだったが、取り囲んできた生徒たちは皆、眩まぶしいほどの笑顔だった。

「ステラさん、今週末、予定は空いているかしら？　お勉強会をするんだけど、ステラさんもいかがかしらと思って」

「ごきげんよう、ステラさん。わたしたちの部屋のお茶会に来てくださりませんか？　皆ステラさんとお友達になりたいと言っていますの」

「キミが一年生のステラ・ミレジアか！　我が飛ひ翔しよう部に入らないか。キミの聖マ力ナがあれば、全学大会優勝を目指せるぞ」

「控えろ、飛ひ翔しよう部！　優秀な学生は生徒会に所属すると決まっているのだ。おめでとう、ステラ嬢。生徒会長が直々にキミと話したいと言っている。日時だが──」

　なんつー掌てのひら返しだ。

　驚く以上に呆あきれてしまう。

　どうやらステラが聖せい法ほうでドラゴンを創ったのは全校生徒の知るところになったようだ。クラスメートから上級生に至るまで。少し前までステラを避けていたのに、すごい聖せい法ほうが使えるとわかった途端にこの態度である。

　さて、ステラはこの現金な連中にどういう対応をするのか──。

「わたし、〝嫌われステラ〟ですけど、いいんですか？」

　瞬間、ステラに群がっていた全員が目を逸そらした。気まずさが漂う。皆、彼女をそう呼んで蔑んだことがあるのだ。

　一人が冷や汗を拭いながら返す。

「……いや、それはもう昔の話で……」

「あなたたちが言ったんじゃないですか。わたしには女神様のご加護もない、精霊に嫌われているんだって」

　もう口を開く生徒はいなかった。一人、また一人と彼女たちはバツが悪そうにステラの前から立ち去っていく。

　ステラはそれに気付かず、得意げに顎に手を当てていた。

「それなのに今、わたしの元に来て様々な勧誘をしてくるとは、やっとわたしの実力を理解できたみたいですね。そんなにわたしの力が必要なら、しかたありません。特別にあなたたちの勧誘を受けてあげないことも──はっ、誰もいないっ!?」

　無人の廊下にステラはあんぐりと口を開ける。

「痛烈な皮肉だったな。スカッとしたぞ」

「皮肉って何よ。せっかく勧誘を受けてあげようと思ったのに」

　ステラは口を尖とがらせている。皮肉を言った自覚はないのか……。さすがコミュニケーション不器用、ツンデレ少女。

「まあ、いいさ。本気でステラを勧誘したいならまた来るだろ」

「それもそうね」

　ステラは校舎の中を進む。

　変化は明白だった。皆が皆、ステラに好意的な眼まな差ざしを向けてくるのだ。

　まるで何年も前から友人だったように親しげに挨拶してくる生徒たち。降臨祭ではステラを毛嫌いしていた初老の先生までもがニコニコしてくる。

　一方、ステラはというと。

「うう、なんだか気味が悪い……」

　眉を寄せて複雑な表情になっていた。誰かに賞賛されるのも笑顔を向けられるのも、ステラは慣れていないのだ。

　職員室の前まで行くと、ちょうど目当ての人物が出てきたところだった。

「エイルーナ先生！」

　ステラの呼びかけに、トンガリ帽がくるりとこっちを向く。

「おや、ステラさん。罰則ペナルテイのレポートはできましたか？」

　レポートの提出期限は今日の放課後だった。ステラはなんとか書き上げた万魔時代のレポートをカバンから出す。

　それを受け取った先生はちらりと中を見た。

「規定枚数、きちんと書けていますね。資料をよく読んだ証拠です、アハッ」

　満足げに頷うなずいた先生はステラを見上げる。

「レポートは受領しました。読んで後日、講評を返しますね」

　では、とエイルーナ先生は去っていこうとする。

「あの……！」

　先生の足が止まった。

　呼び止めたステラの表情は強こわ張ばっていた。短たん冊ざくについて相談するつもりなのだろう。片手がポケットに突っ込まれている。

「どうしました？」

　エイルーナ先生は首を傾かしげた。

「千年前の万魔時代は今と文化も慣習も違います。何か質問があれば受け付けますよ」

「いえあの……そうではなく……」

　ステラが逡しゆん巡じゆんしている。

　無理もない。短たん冊ざくを持っていると知られれば最悪、国軍に捕まるのだ。エイルーナ先生に本当に言ってもいいものか決めあぐねているのだ。

　トンガリ帽の下から先生はじっとステラを見つめている。

　ステラがごくりと唾を飲み込んで口を開いたとき、

「エイルーナ先生っ!!」

　雷のような怒号が響き渡った。

　びっくりしてステラが振り向くと、職員室の入り口でスペランザ先生が青筋を立てていた。びしっとスペランザ先生は職員室の中を杖つえで指す。

「職員室でヘンな臭いのお茶を沸かすなと何度言えばわかるんですか。即刻、処分してください！」

「わわわっ、片付けるの忘れてた……」

　バタバタとエイルーナ先生は職員室に戻ってしまう。

「エイルーナ先生が規則を守れないのはよくわかりました。今後、貴女あなたが校内でお茶を飲むのを永久に禁止します」

「そんなあ。このお茶、身体からだにいいんですよ？」

「皆が迷惑しているのです。言い訳は認められません」

　まるで先生と生徒だ。

　スペランザ先生にペコペコと頭を下げるエイルーナ先生を見て、ステラはポケットの中で握っていた手を解いた。

　はあ、と肩を落とし、その場を去ろうとする。

「ステラ・ミレジア」

　ビクっとステラは足を止めた。

　スペランザ先生が今度はこっちを見ていた。

「な、何ですか……？」

「裏庭の掃除は終わったのですか？」

　はい！　とステラは強気に答えた。

「隅から隅までやっておきました」

「一人でですか？」

「もちろんです」

　ステラの百点満点の回答に、スペランザ先生は長い息を吐いた。

「──人格、不合格」

　え、とステラが声を洩もらす。

「忠告します、ステラ・ミレジア。あまり調子に乗らないことです」

　スペランザ先生の声音はぞっとするほど冷ややかだった。

「貴女あなたは今日、疑似生物を創ってみせましたが、祝詞のりと通りの生物ではありませんでした。創った生物のコントロールも利きかない。これは疑似生物創生術としては失敗です」

　カツン、カツン、と靴音を立てて先生はこっちにやって来る。闇色のローブが迫り、思わずステラが一歩後あと退ずさった。

「授業中に内職をしたり、杖つえに立ち乗りしたり、『大精霊が宿った』と同級生に見み栄えを張ったり。近頃の貴女あなたの態度は目に余るものがあります。少しばかり聖せい法ほうが使えるようになったことで浮かれているのでしょうが、」

「浮かれてなんか──！」

　ドン、とスペランザ先生の杖つえが廊下の壁を打った。ステラの顔の横、数センチの場所だ。

　言葉を飲み込んだステラに、先生は顔を近付ける。

「聖せい法ほうを使えるにもかかわらず、貴女あなたを助ける生徒がいないのがよい証拠です。聖せい法ほうは個人によって得意な属性と苦手な属性が必ず生じます。自身を万能と勘違いすれば、待っているのは破滅のみ」

　逆光の中、鈍く光る隻眼はステラに口答えを許さない。

「傲慢と虚栄は女神様が最も嫌うものです。この先も態度を改めず、自分勝手な振る舞いを続けるのなら──」

　先生は杖つえをステラの喉元に当てた。

　押し殺した低い声で囁ささやく。

「貴女あなたはアントーサでは生き残れないでしょう」
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「ぬぁーにが『アントーサでは生き残れないでしょう』よ。それってわたしを落第にするって言ってる？　冗談じゃないわ！」

　寮の自室に帰ったステラはぷんすかと頰を膨らませていた。

「聖せい法ほうが使えるようになってもスペランザ先生の塩対応は変わらなかったな……」

「フツー、生徒に杖つえを向ける？　殺されるかと思ったわ。いくらわたしが嫌いでもやりすぎでしょ。教師としてどうなの？」

　杖つえは聖せい法ほうを使うのに必須なものだ。杖つえを向けるのは武器を向けるのと同義なのだろう。

「浮かれてるって言うけど、わたしは少しも浮かれてません。内職はレポートの期限が迫ってたからだし、立ち乗りはわたしの純潔を守るためだし、特殊な精霊が杖つえに宿ってるのは事実なんだから！」

　よほど腹立たしかったのか、あー、とステラは銀髪をかき乱す。

　それから彼女はポケットから短たん冊ざくを出した。

「……やっぱこれ、先生に言うのはなしね」

「そうだな」

　エイルーナ先生のあんな頼りない姿を見せられた後では、俺もステラに同意だ。

「短たん冊ざくはスカートのポケットの奥を縫い付けて隠すことにするわ」

　小さく短たん冊ざくを折り畳みながらステラは言った。

「それで本当に見つからないか？」

「部屋やカバンの中はときどきチェックされるけど、縫い付けたポケットまでは気付かれないわよ」

　裁縫道具を出してきたステラは、短冊を潜ませたポケットの奥を器用に縫い付けていく。裁縫をしている姿はとても女の子らしい。俺はじっと見入った。

「これでよし。これならスペランザ先生だって誤魔化せるわ！」

　ステラはすっかりスペランザ先生を敵視している。

　俺もあの先生のステラへの態度はキツすぎると思う。だが、気になることを言っていたのも事実だ。

「なあ、聖せい法ほうは人によって得意な属性と苦手な属性があるって言ってたよな？」

「そうよ。杖つえには属性を持った精霊が宿るんだから、必然的にその精霊と同じ聖せい法ほうは得意になるわ」

「じゃあもし、苦手な属性の聖せい法ほうを使わないといけないときはどうするんだ？」

「苦手でも使うしかないでしょ。それしか道がないんだったら」

　当たり前のようにステラは言うが、俺は内心で首を傾かしげていた。

「もしかしてそういうときは自力で頑張るんじゃなくて、友人に頼るのが正解なんじゃないか……？」

　得意不得意は杖つえに宿る精霊に左右されるのだから、努力でどうにかできるものではない。苦手の克服はできないのに、それでも頑張れは違う気がする。

「実技の授業中、いつも複数の生徒が固まっているだろ？　それは単に仲良しだからだけじゃなくて、苦手な属性を補い合うために一緒にいるんじゃないのか？」

「わからないけど……クインザたちのグループを見ていると、クインザ以外が火の聖せい法ほうを使ったのは見たことがないわね。属性ごとに担当が分かれているのかも」

　やはりそうか。

　となると、聖せい法ほうの授業は生徒同士で協力するものなのかもしれない。いや、授業だけじゃない。学園生活すべてだ。裏庭の掃除を一人でやったステラに、スペランザ先生が「不合格」と言ったのはそのせいじゃないのか。

「ちなみに俺は何の属性が得意なんだろうな？　苦手な属性とかも知りたいんだが」

「試してみればいいじゃない」

　軽い口調でステラは言った。

「今から五つの聖せい法ほうを最も基本的な祝詞のりとで発動するわ。一番大きな球体になった聖せい法ほうがあんたの属性よ。たくさんの精霊を集められたって証拠だから」

　杖つえを握ったステラは五つの祝詞のりとを次々と唱えた。

　果たして結果は──

「うーん、普通なら明らかに大きいのがあるはずなんだけど、これは光か風……？　光のほうが若干大きく見えるわね」

　発現した五つの聖せい法ほうを前にしてステラは唸うなった。

「俺には風の球体が見えないんだが」

「見えなくても手をかざせばわかるわ」

　ステラは俺を風の球体に突っ込む。……おお、頭の部分だけが強風に煽あおられている。

　光と風ではわずかに光が優勢。それに比べ、火の球体は一回り小さい。水と土にいたっては球体にならず、床に落ちていた。

「これによると俺は光と風が得意で、水と土が苦手だと」

「そうなるわね」

「だったら、水と土が得意な友人がほしいところだな」

　ちょうど時刻は夕食時だ。食堂に行けばたくさんの生徒がいる。

「友達。友達ねえ……」

　ステラは髪をいじりながら言った。気乗りしない顔だ。元々ステラを避けていた生徒しかいないのだから前向きになれないのだろう。

「協力する友達がいればステラの成績も上がるぞ。苦手な属性がなくなるんだからな」

　成績、と聞いたステラの肩がピクっと動いた。もう一押しだと確信する。

「ステラは夢を叶かなえるために優秀な成績を取りたいんだろ？　だったら、友達を作るくらいできるよな」

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ。友達を作るだけで成績が上がる保証がどこにあるのよ」

「想像してみるんだ。授業中に助け合って課題ができるだろ。部屋の掃除だって分担できて効率がよくなるだろ。先生の評価は上がるし、勉強時間だって増える。成績は爆上がりだろ！」

　顎に手を当ててステラは考え込む。

　数秒の後、彼女の顔はやる気に満ち溢あふれていた。

「見てなさい。友達くらいすぐに作ってやるんだから！」

　意気揚々とステラは俺を携えて食堂に向かった。







　……結論から言うと、ステラが食堂で友達を作ることはできなかった。

　夕食を求める生徒でごった返している食堂。ステラに気付いた何人かの生徒が早速やってきたが、彼女は開口一番、声を張り上げたのだ。

「ただの精霊には興味ありません。この中に、水の大精霊か土の大精霊を宿している人がいたら、わたしのところに来なさい。しかたないから友達になってあげるわ！」

　俺は心の中で拳を握り、感涙した。

　これぞツンデレじゃないか。率直ストレートすぎて不器用丸出しの台詞せりふ。「しかたない」と言うことで本音を懸命に隠そうとするのが大変いじらしい。語気は強いが、よく聞けば声は微かすかに震えているし、顔もうっすら紅潮している。

　素晴らしい、ツンデレ。ありがとう、ツンデレ。

　全俺が感動に浸っている間に、全生徒はさーっとステラの元から去っていった。蜘く蛛もの子を散らすようだった。

　一人でテーブルに着いたステラは「おかしい……こんなはずじゃ……」とブツブツ呟つぶやきながら夕食を摂とっていた。涙目になっていたようにも見える。

「ヤメヤメ、友達なんて必要ないわ。授業で助け合う友達グループはとっくに固定してるんだもの。今さら作れっこないわよ」

　食堂から自室に戻ったステラは憤然とベッドに腰かけた。口では強がっているが、燭しよく台だいを点つける気力もないくらい落ち込んでいるみたいだ。暗い室内で小柄な身体からだを丸めている。

「それだともし、授業で水や土の聖せい法ほうを使わないといけなかったら──」

「練習すればいいんでしょ。苦手ってだけで、全然使えないわけじゃないんだから」

　ステラは《光よ、在れルクサリア・ザイン》と唱えた。

　俺の呼びかけに応じて、光の精霊が集まる。

　暗闇の中、宙に浮く光球。まるで白く輝く毬まりみたいだ。それを見つめたまま、ステラは低く呟つぶやく。

「………わたしは別に、オタクがいれば十分よ」

「ステラ……」

「っ、か、勘違いしないでよね。聖せい法ほうが使えればいいって意味だから。別にオタクに拘こだわってるわけじゃないんだから！」

　慌ててステラは釈明してくる。

　俺は「わかってる」と返した。

　彼女はまったく聖せい法ほうが使えなかったところからスタートしているのだ。苦手でも使えるだけマシだ、と思う気持ちもわからなくはない。

　でも、彼女の夢を叶かなえるにはそれでは通用しないだろう。

（ステラが自力で友達を作れる可能性は天文学的に低い。ここは俺が頑張りたいところだが、杖つえの俺が他の生徒に話しかけたら大問題だしなあ……）

　俺が悩んでいると、ステラはごそごそとクローゼットを漁あさり始めた。

「気を取り直してお風ふ呂ろに行くわよ。今日はお風ふ呂ろの日なんだから」

「お風ふ呂ろの日？　昨日もステラはシャワーを浴びていたじゃないか」

「大浴場が使える日って意味よ。大浴場は学年ごとに入る日が決められてるの。寮生全員が入れるほど広くないから」

「なるほど。大きい風ふ呂ろは気持ちいいよな」

「そうそう」とステラは着替えと俺を抱えて部屋を出ようとして──

　はっと立ち止まった。

「あんたわたしと一緒に大浴場行くつもり!?」







　誤解だ。何も俺は自分から女湯へ行こうとしたわけじゃない。

　聖女にとって杖つえとは常に携帯するものであり、たとえ行き先が大浴場でも更衣室までは杖つえを持ち込むのが一般的なのだ。杖つえを持っていないとヘンに思われてしまうらしい。

　そういうわけで俺は大浴場の更衣室にいた。

　扉のない縦長のロッカーに、ステラの制服と一緒に収まっている俺。

　目の前では女子の生着替えが展開されているはずだが、俺の頭に当たる部分にはハンカチがきつく巻かれていて何も見えない。女子のキャッキャ言う声と衣きぬ擦ずれの音だけが延々と聞こえてくる。ついでにお湯や石せつ鹼けんの匂いもして、完全に生殺し状態だ。

　お風ふ呂ろの日の度に俺は焦じらしプレイをされるのか……とドキドキしていたときだった。

　俺の身体からだに触れていたステラの制服が揺れた。

　ステラがお風ふ呂ろから上がったのか、と思ったが、いきなり首元を摑つかまれる。次の瞬間、俺は異次元の柔らかさに顔面ダイブしていた。

（んんんんん──っっ!?）

　胸だ。位置的に確信する。これは誰かのバストだ。ステラではない。ステラがこんな凶悪なものを隠し持っているとは考えにくいし、彼女だったらまず俺を胸に埋うずめないだろう。

　なら、この感触は一体誰だ？

　俺を抱え、誰かはくるりと方向転換した。走っていくのを感じる。

（おいおいおい俺はステラのだぞ！　ロッカー間違えてるぞ！）

　教えてやりたいが、杖つえが喋しやべるわけにもいかない。

（……まあ、部屋に戻れば気付くだろう）

　楽観的に考えて、俺は極上の柔らかさを堪たん能のうすることにした。







　ところが、俺を抱えた彼女が部屋に戻ることはなかった。

「……《土よ、在れテララリア・ザイン》、《土よ、在れテララリア・ザイン》、《土よ、在れテララリア・ザイン》……」

　荒い呼吸に混じるのは、小さな詠唱。彼女は聖せい法ほうを使いながら走っているらしい。

　聖せい法ほうを使っているなら自分の杖つえがあるはずだ。他人の杖つえでも聖せい法ほうは発動できるのか知らないが、少なくとも俺は今、守護精霊としての役割は果たしていない。つまり彼女は杖つえを取り違えて俺を持ってきたんじゃないことになる。

　ふと彼女は足を止めた。

　俺を胸から離す。その拍子に俺の頭のハンカチが外れた。

　ぱっと見、気の弱そうな子だな、と思った。肩まである淡い色の髪も、垂れ目のおっとりとした顔立ちもすべてが控えめだ。ただ一点、制服からはちきれんばかりの双丘が圧倒的な自己主張をしている。このボリュームに俺は顔を埋うずめていたのか、ふう……。

　場所は鬱うつ蒼そうとした森の中だった。辺りは真っ暗で、少女の杖つえの先に灯ともる聖せい法ほうの光だけが頼りだ。近くの木に俺を立てかけた彼女は、スコップで穴を掘り始める。……なんかデジャヴを覚えた。

「……」

　穴を掘る彼女を俺はじっと見つめる。そして思い出した。この子はクインザの取り巻きの一人だ！　いつも後ろのほうで「……その通りだと思います」しか言わないから、思い出すのに時間がかかった。

（なるほど。話が読めてきたぞ）

　最初に疑問に思うべきだった。

　何な故ぜ、ステラに発見されたとき、俺は地中に埋まっていたのか？

　聖女を目指す学生たちは基本、杖つえを手放さない。ステラだってそうだ。でも、風ふ呂ろとかで一瞬、目を離すことはある。

　その隙にステラはこうして杖つえを隠されたのだ。幼稚な嫌がらせである。

　スコップを置いて、はあ、と少女は額を拭った。穴はしっかり深く掘られていた。彼女は俺を手に取る。

　さて、ここで大人しく埋められてやるのは馬鹿らしい。俺は早く戻って、推しの風ふ呂ろ上あがりを見たいのだ。

「取り巻き少女よ、杖つえを埋めるのはやめるんだ。今何事もなかったようにロッカーに戻せば、この件は不問にしよう」

　ひっと少女が身体からだを跳ね上げた。

「て、鉄壁です、《土よ、在れテララリア・ザイン》！」

　ダンダンダンダンと少女の四方に鈍にび色いろの壁が現れた。

　おお、と俺は驚く。

　彼女の出した壁が金属製だったからだ。光沢のある鉄の壁は少女を守るように取り囲み、一分の隙もない。もっとも壁の外側に敵がいればの話だが……。

「どなた、ですか……？　ここはアントーサの敷しき地ち内です。男性は立入禁止のはず」

　少女は壁の外を警戒しながら声を上げた。ステラと同じである。まさか自分の持っている杖つえが喋しやべったとは思わないらしい。

　この後の展開まで同じになってはかなわないから俺は言った。

「俺の正体を明かすのはいいが、それを聞いても決してこの場から逃げないと約束してくれ。キミは逃げないと誓えるか？」

　謎の声に少女は怯おびえを滲にじませつつも「はぃ、誓います……」と言った。

「では、言おう。俺は杖つえだ。今まさにキミが埋めようとしている、ステラの杖つえに宿る存在だ」

　彼女の視線が手元の杖つえに落ちる。

　少女の顔色は青を通り越して白になっていた。唇はわなわなと震え、完全に恐きよう慌こう状態に陥っている。鉄の壁はいつの間にか消えていた。

「……ぁ……ぁ……」

　彼女の口から微かすかな声が洩もれ、その足が一歩、後ろに下がる。

「おおおいストップ、逃げないでくれ！　キミは誓ったろう。何があっても逃げないと。俺は自力じゃ動けないんだ！　頼むから俺を置きざりに──」

「ご、ご無礼をお許しください、大精霊様っ……!!」

　俺を木に立てかけた彼女はずざざざと後あと退ずさり、平ひれ伏ふした。……まあ、置きざりにされるよりマシだった。







　地面に額を付けた少女はそのまま顔を上げようとはしなかった。恐怖なのか、畏怖なのか、彼女の身体からだがカタカタと小刻みに震えている。困ったな、女の子に土下座させるのは俺の趣味じゃない。

「……顔を上げてほしいんだが」

　俺は言う。

　彼女は「いえ！」と大きな声を出した。

「あたしは大罪人でございます。畏れ多くも大精霊様を地中に埋めようとしたのですから、死んでも償えません……！」

　あー、と俺は内心で額に手を当てた。

「そう畏かしこまらないでくれ。そもそも俺は大精霊じゃない」

「人に語りかけてくる精霊……間違いなく高位の精霊です！　生まれて初めて精霊と言葉を交わしました。この奇き蹟せきに感謝いたします、大精霊様」

「だから俺は大精霊じゃないって」

「きっとあたしを罰するため女神様が大精霊様を遣わされたのですね。うぅ、大精霊様、罰するのはあたしだけにしてください。家族にはどうかご慈悲を──」

「あああだから大精霊じゃないっつってるだろ。俺はただのオタクだ！」

「はわわっ、大精霊様がお怒りに……！　申し訳ございません、これからはオタク様と呼ばせていただきます」

「ひいっ、オタクに様付けはやめてくれー！」

　違和感しかなくて全身がむず痒がゆい感じがする。

「いいか、キミ。オタクって呼び方には大なり小なり蔑みが含まれているものなんだよっ。それに様を付けたらおかしなことになるだろ!?　年下の女の子に『オタク』呼ばわりされてナメられてる感じが俺は最高に気に入っているというのに！」

「し、失礼いたしました！　それでは呼び方はオタク卿きようでよろしいでしょうか？　それともオタク陛下？　オタク大王様ですか!?」

「……」

「えっと、オタク様……？」

　少女は顔を上げて俺を窺うかがってくる。

　ふうぅー、と俺は盛大なため息をついた。この子はあれだ……天然だ。話がまるで通じていない。

「すまなかったな、いきなり俺の性癖を押し付けて」

「え？」

「とりあえずキミの名前を教えてくれ」

「はい、セルディア男爵家の娘、フィーナでございます」

　ほう、と俺は思った。

「男爵家ということは、フィーナは貴族なのか」

「祖父が酒造業で成功を収め、爵位を賜りました。末席ながら貴族に名を連ねております」

「何な故ぜ、ステラに嫌がらせをする？」

　フィーナの身体からだが大きく震えた。

「申し訳ございません、オタク様」

「謝るなら俺じゃなくステラにだ。俺は理由を知りたい。ステラは聖せい法ほうを使えるようになったのに、なんでまだキミは嫌がらせを続けているんだ？」

「それは……ステラさんの身分が関係しています」

「身分？」

「この国は、女神様とともに魔女を滅ぼした六ろく聖せい法ほう使いの一人、オラヴ様の子孫が作りました。また貴族の多くは、万魔時代に武功を挙げた聖女や聖せい法ほう使いの子孫でございます。アントーサに入学する生徒のほとんどが王族か貴族の娘なのです」

　アントーサに入学できるかどうかは聖マ力ナの量によって決まる。聖マ力ナは先天的なものだと授業で習った。おそらく遺伝が関係しているのだろう。

「ですが、ステラさんは平民で、さらには孤児院の出身と聞きました。それをよく思わない生徒もいるのです」

　ほほう、貴重な新情報だ。ステラが孤児院にいたとは。

「よく思わない生徒って、例えばクインザとか？」

「っ、クインザ様は国王の次に権力を持つ公爵家のご令嬢でございます。ステラさんの聖マ力ナがご自分より多いのを気にかけていらっしゃいます……」

「それでクインザはステラを目の敵にしてるのか」

　大貴族の自分より、平民のステラのほうが聖マ力ナが多い。しかも、ステラは今日、誰が見てもすごい聖せい法ほうを使ってみせた。

　それがクインザの癇かんに障さわったのだろう。

「フィーナも平民のステラがこの学園にいるのを快く思っていないのか？」

「滅相もございません！　先ほども申し上げましたが、あたしの家は貴族とはいえ末席で──」

「なら、ステラの杖つえを隠すよう命じたのはクインザだな」

　取り巻きをしている少女が自らの意思で嫌がらせをするとは考えにくい。

　フィーナは逡しゆん巡じゆんした後に言う。

「……仰おつしやる通りです。ですが、ステラさんの杖つえを隠したのはあたしなのです」

　彼女の両手がぎゅっとスカートを握った。

「クインザ様の命令とはいえ、ステラさんにご迷惑をかけてしまったこと、深く反省しています。今日オタク様に見つかったのも、これ以上罪を重ねるなとの女神様のお導きなのでしょう。これからあたしは先生に罪を告白しに行きます。そうすれば退学になるでしょう。それでは失礼いたします、オタク様──」

「待った、待ってくれ！」

　駆けて行こうとするフィーナを俺は間一髪呼び止めていた。……勘弁してくれ。置いて行かれたら俺はここで棒立ちするしかないんだぞ。

「フィーナ、俺を手に取ってくれ」

「はい」

「それで、俺を制服の上着の内側に入れてくれると嬉うれしい」

「？　こうでしょうか？」

　フィーナは従順に杖つえをブレザーの胸元から挿した。

　上着と双丘によって挟まれた杖つえ。しっかり固定されているため、フィーナが手を離しても杖つえが落ちることはない。

（よし、これで置きざりにされる心配はなくなったな）

　ついでに俺も非常に心地よい。一石二鳥だ。

「オタク様？　何か可お笑かしなことでも……？」

　目の前のフィーナは不思議そうな顔だ。いかん。あまりの気持ちよさに笑い声が零こぼれてしまった。

「気にしないでくれ。ただ心地いいだけだ。温かくてフワフワで最高だな」

「オタク様に喜んでいただけてあたしも嬉うれしいです」

　純粋にそう言われてしまうと罪悪感が芽生えてくる。俺はゴホンと咳せき払ばらいした。

「本題に戻るが、俺はフィーナに学園をやめてほしいとは思わない」

「え……」

「キミがいなくなってもクインザをどうにかしない限り問題は解決しないんだ。キミが先生に告白すれば、指示していたクインザも学園を追われると思うか？」

「他の生徒に嫌がらせをしたら重い罰則ペナルテイが与えられるという規定があります」

「これは確信が持てるんだが、クインザはきっと罰を逃れるだろう。フィーナが独断でステラに嫌がらせをしたとクインザなら言い張るはずだ。クインザが指示したという証拠をキミは持っていないだろう？」

「はい……」

「クインザが大貴族なら、簡単に学園をやめさせられることもおそらくない。正直に先生に言っても割を食うのはフィーナだけだぞ」

「ですが……」

「キミだって何か目標があってアントーサに入ってきたんじゃないのか？　退学するのは本意じゃないだろ？」

「──」

　フィーナが思い詰めた顔つきになった。

　両手を胸に当てる。必然的に俺もフィーナの胸に埋まる。

「あたし……あたしは──」




「へえ、こんなとこでイチャついてたわけ」




　絶対零度の声がした。

　ぞくり、と肌が粟あわ立だった気がした。杖つえに肌なんてないんだが。

　木立の向こうに闇を煮詰めたようなドス黒いオーラが見える。双そう眸ぼうを烈はげしく燃やし、口をへの字にしたステラだ。彼女は一歩一歩、地面を踏みしめるようにして近付いてくる。

「ス、ステラさん……」

　凄すさまじい圧に、フィーナが口ごもった。

　が、ステラは元よりフィーナを見てはいなかった。瞳孔が開いた目に映るのは、豊かな双丘に埋もれた杖つえ──すなわち俺である。

「ステラ……！　俺を探しに来てくれたんだな」

「しかたないでしょ。変態でもわたしの杖つえなんだからっ」

　ステラはフィーナの胸元から俺を引き抜いた。と、近くの木に俺をぶつけ始める。

「人の気も知らないで！　大浴場から敷しき地ちの端まで走ってきて、やっと見つけたら女子の胸に埋まってるってどういうこと!?」

「いでっ、ぐうっ、今日はっ、いつにも増してっ、激しいなっ……！」

「こんなことならあんたなんて探すんじゃなかった。破廉恥で、ド変態なオタクなんか、もう知らないっ！　勝手にどこにでも埋まってなさいよ！」

　ガンガンと頭が割れそうなほど打たれている。痛い。痛いけど、これはステラが俺を心配していた証あかしだ。推しに心配されるとか俺はなんて幸せなオタクなんだ！

　と、

「やめてください！」

　フィーナが俺を握って止めた。

　勇気を振り絞ったのか、彼女の膝はあからさまに震えている。

「あたしが勝手にステラさんの杖つえを持ち出したんです。悪いのはあたしです。叩たたくならあたしを叩たたいてください」

「……手を放しなさいよ」

　唸うなるようにステラは言った。

「わたしの杖つえに触らないで！」

「嫌です！　オタク様に乱暴しないでください……！」

　俺を持って引き合う二人。なんてこった、美少女に取り合われている！　稀け有うな状況だったが、放っておくわけにもいかないので俺は口を出す。

「フィーナ、手を放してくれ。ステラのこれは愛情表現の裏返しで、俺は叩たたかれて幸せなんだ！」

「だ、誰が愛情表現なんてするのよ！」

「えっ、オタク様は叩たたかれるのがお好きなのですか!?」

　二人の手が同時に放され、俺は地面に転がった。微妙に気まずい沈黙が訪れる。……誰か拾ってくれ。

「ごめんなさい、ステラさん。あたしがステラさんの杖つえを隠していました。反省しています。女神様に誓って二度とこのようなことはいたしません」

　フィーナは深々と頭を下げる。地面にいる俺からはフィーナの涙が見えていた。

　彼女の謝罪にステラは鼻を鳴らす。

「杖つえを中ちゆう途と半はん端ぱに隠していた犯人はあんただったってわけね」

「中ちゆう途と半はん端ぱ……？」

　何のことかわからず俺は口を挟む。

「杖つえがなくなるといつも、聖せい法ほうでできた不自然な小石が点々と落ちているのよ。それを辿たどると杖つえが見つかるわけ。アントーサの広い敷しき地ち内で何のヒントもなしに、失なくした杖つえなんか見つけられるはずないでしょ」

　ああ、と俺は納得した。

　それでフィーナは俺を抱えて走っているとき、土の聖せい法ほうを使っていたのか。隠してもステラが杖つえを見つけられるよう、フィーナは杖つえまでの道みち標しるべを残していた。

「フィーナは本当はステラの杖つえを隠したくなかったんだもんな」

「はい……でも、あの、ステラさんには何とお詫わびしたらよいのか……。杖つえは自分の精霊が宿る大事なものだと知っていながら──」

「ふん、あんたの中ちゆう途と半はん端ぱな嫌がらせなんかどうってことないわ。やりたきゃ何度でもやればいいじゃない」

「あ、あたしはもう二度としません！　ステラさんが困ることは決して……！」

「あっそ」

　その一言で沈黙が下りる。

　森のざわめきがして、風が二人の足元を駆け抜けていった。

　頭を下げていたフィーナがおずおずと目を上げる。

「……えっと、それだけ、ですか……？」

　は？　とステラは怪け訝げんになる。

「ステラさんはこのことを先生に告発することができます。あたしも言い逃れはいたしません。どうぞあたしを先生に──」

「告発するも何も、わたしに嫌がらせしてきた生徒、教師がどれだけいると思ってるのよ。その全員を訴えていたらアントーサは閉校するわよ！」

　ステラの剣幕に「はぃ……」とフィーナは身を竦すくめた。

「あんたがもうしないって言うなら、これ以上わたしが言うことないでしょ。違う？　あんたを学園から追い出したってわたしには何のメリットもないんだけど」

「それは、そうですが……」

「だから、この話はもうなし。何か文句ある？」

　ステラは有無を言わさずフィーナを睨にらみつける。態度こそ怒っているが、「許す」と言っているのと同じだ。

　それを悟り、フィーナの表情が緩んだ。

「あ、ありがとうございます……！」

　フィーナの目が地面にいる俺に留まった。彼女は俺を拾い上げる。

「オタク様にもお礼を言わないといけませんね。地中に埋めようとしたあたしの無礼をお許しいただき──」

「ちょ────っ、あんた何してんの!?」

　ズポっと俺を胸元に挿したフィーナに、ステラは指を突きつけた。

「わ、わ、わたしの杖つえ……！」

「オタク様にも大変お世話になったので喜んでいただこうと。あ、オタク様は叩たたかれるほうがお好みでしたか？」

「いや、フィーナの場合はこれでいい」

「いいわけないでしょ!?　あんたもなんでオタクを胸に埋めるのよ。しかもそんな大きな胸に！」

「ステラ、俺の気持ちは胸の大小で揺るがない。俺にとっての正義は常にツンデレだ」

「へ、へえ、そう……じゃなくて！　いつまでふしだらなことしてるの──っ！」

　ステラは俺を奪い返した。

　フーフーと怒った猫のように毛を逆立て、ステラはフィーナに敵意を剝むき出しにしている。数多あまたの貧乳キャラと同じように、ステラも胸のサイズにコンプレックスを抱いていたとは。それを知れたのは大きな収穫だった。

　フィーナが首を傾かしげる。

「ふしだら、ですか……？　どこら辺がふしだらでした？」

「自分で考えなさいよ！　……あんた、わたしの杖つえが喋しやべるってこと吹ふい聴ちようしないでよね」

　ステラの目がすっと細まった。

「あんたが杖つえを隠していたとか今さら興味ないけど、この杖つえに特殊な精霊が宿ってると誰かに知られたら大問題なの」

「俺からも頼む、フィーナ。喋しやべる杖つえだと先生たちにバレたら面倒だからな」

「はい、オタク様」

「あと蔑みを込めてオタクと呼ぶのはいいが、様は付けないでくれ」

「はい、オタク様！」

（ダメだ、この子……大丈夫か？）

　懸け念ねん事項はまだある。フィーナが反省しているとはいえ、彼女がクインザの取り巻きなのに変わりはないのだ。

「フィーナ、キミはステラへの嫌がらせをやめると言ったが、クインザと付き合いがあるなら彼女はまたキミに指示してくるだろう。そのときキミはどうするつもりだ？」

「そうよ。あんた、クインザと同室でしょ？　クインザに逆らったらマズいんじゃないの？」

「大丈夫です。いざとなれば、あたしにはこれがありますので」

　自分の杖つえを取り、フィーナは唱える。

「鉄壁です、《土よ、在れテララリア・ザイン》！」

　瞬またたく間まに鉄の壁がフィーナを取り囲んだ。今回はさらに天井の板まで追加される。鉄の箱をすっぽりかぶったみたいに彼女の姿は隠れてしまった。

　ステラは面めん食くらって約一メートル四方の箱を見つめる。

「何よ、これ……金属……？」

「鉄壁です」

　壁の中から声がした。

「たとえ怒ったクインザ様に火球を投げつけられても、鉄壁の中にいれば安全ですから」

　自衛する手段はあるということか。

　壁を消したフィーナは「では、あたしは戻ります。クインザ様の髪を乾かし、冷たい牛乳を用意し、クインザ様の服を洗濯しなければなりませんので」と森の中を駆けていってしまう。

　残されたステラと俺はその後ろ姿を見送った。

「ひどいな、まるで召使いじゃないか」

「クインザのことだからルームメートを使用人と勘違いしてるのよ」





＊＊＊






「はい、ちゅうもーく！　これがさっき魔獣になったばかりのシダ植物です」

　アントーサの敷しき地ちからほど近い森で、エイルーナ先生は植木鉢を掲げて生徒たちに示した。

『魔獣学』の授業である。

　植木鉢には二十センチくらいのシダが生えていて、何かの幼虫みたいにウネウネと葉を動かしている。生理的嫌けん悪おを催す動きだ。

「皆さん知っていると思いますが、魔獣とは魔呪物を取り込んだ動植物のことです。これは学園の教材としては一般的なウェスタの魔呪物を使って作りました」

（ウェスタ……どこかで聞いたような……）

　俺が記憶を探っているとエイルーナ先生が説明してくれる。

「〈猛毒〉の魔女ウェスタは魔呪物を作るタイプの魔女でした。魔法で作物を魔呪物に変え、それを食べた動物たちを魔獣にして操ったんですね。ウェスタは大陸中にたくさんの魔呪物を残しています」

　エイルーナ先生は植木鉢を地面に置くと両手を広げた。

「さあ、皆さん、もっと近くで見てください。怖がらなくていいですよ。この魔獣はまだ第一階級です。皆さんの聖せい法ほうで十分退治できる範囲ですからね」

　と言われても、近付く生徒はいない。

　皆、気色が悪くて近寄りたくないのだ。

「精霊に王や公爵などの階級があるのと同様に、魔獣にも階級があります。魔獣の場合、下から第一階級、第二階級と続き、最大で第十階級です。といっても、第十階級の魔獣が現れたとなると、もう世界の滅亡が目前、という状況でしょうか。先生も第六階級までしか見たことがありません」

「はい」と生徒の一人が挙手する。

「魔獣の階級はどうやって判別するのでしょうか？」

「いい質問ですねえ」

　先生は大きなトンガリ帽の下で笑みを浮かべた。

「階級は人間が決めた指標です。魔獣自体に階級が刻印されているわけではなく、取り込んだ魔呪物の量に比例して魔獣の階級は上がります。判別方法は聖せい法ほうをぶつけてみるしかありません。単一属性の聖せい法ほうで死ぬ魔獣は第一階級です。逆に言うと、第二階級以上の魔獣に貴女あなたたちの聖せい法ほうは通用しません」

　聖せい法ほうに自信がある生徒は反感を抱いたようだ。クインザが口を開きかけるが、先生は続ける。

「皆さんの中には爵位を持った、いわゆる大精霊を宿している人もいるでしょう。それでも一年生で習う初歩的な聖せい法ほうでは第一階級を倒すのが精いっぱいです。皆さん、相手は魔獣ですよ？　仮にも魔法を宿した存在です」

　強調された「魔法」の言葉。

　エイルーナ先生は薄い微笑を浮かべて天を仰ぐ。

「魔法は世界を捻ねじ曲げるもの──いわば世界を丸ごと書き換える力です。かつて魔法は何十億という人間を殺し、文明を根こそぎ破壊しました。魔法に我々のルールは通用しません。その力はあまりに圧倒的で、女神様が禁じるほどです。魔獣は魔法を取り込んでいるのをお忘れなく」

　口を開く生徒はおらず、森の静けさが沁しみる。

　心なしか辺りの気温が下がった気がした。

「さて、この通り可か愛わいらしく動く魔獣ですが──」

　どこが可か愛わいらしいんだ、と全生徒が心の中でツッコんだのに気付かず、先生は続ける。

「魔呪物を与えていくとその姿は徐々に変化します。ウェスタの魔呪物を持ってきたので、追加であげてみましょう」

　エイルーナ先生はずるずると長すぎるローブを引きずり、木陰に置いてあったバスケットを手にした。そこには真っ黒い木き苺いちごみたいなものがたくさん入っている。

「後で皆さんにも魔獣を作ってもらいますが、魔呪物を与える際は一気にあげてはいけません。階級が上がりすぎるのを防ぐためです。必ず一つずつ──ああっ」

　先生が自分のローブに躓つまずいてコケた。

　バスケットに入っていた大量の魔呪物が投げ出され、植木鉢に降り注ぐ──。

「グォオオオオオオオオオ──！」

「きゃああああっ！」

　魔獣の咆ほう哮こうとクラスメートの悲鳴が重なる。

　シダの魔獣が魔呪物を多量に摂取したことで何な故ぜか巨大ムカデになっていた。自分たちの手には負えないと本能的に悟り、生徒たちは一目散に逃げ出す。

　ステラも走るが、目の前にムカデの巨体が回り込んだ。

「っ！」

　行く手を塞ぐ黒光りする胴体。凶悪な魔獣を前に、ステラが立ち竦すくんだ。

　ムカデを見上げた彼女の唇が震える。どうしたのか、少女の身体からだは強こわ張ばって動かない。ムカデが鋭利な顎を開けて迫り、

（ステラ……！）

　俺が『神の力』を発動しようとしたときだった。起き上がった先生が杖つえを取る。

「ヤバいヤバいヤバい、《土よ、在れテララリア・ザイン》《火よ、在れイグナリア・ザイン》《光よ、在れルクサリア・ザイン》！」

　バ────ンと爆発音が轟とどろき、ムカデの頭が派手に四散した。

　頭部を失なくしたムカデが、どうっと倒れる。

　生徒たちは皆、動きを止めていた。今まさに食われそうだったステラも尻もちをついて呆ぼう然ぜんとしている。

　巨大ムカデの凄惨な最さい期ごに生徒たちが引く中、エイルーナ先生は取り繕うように笑った。

「えーっと、さっきのは悪い例です。アハッ」







「皆さんも好きな植物で魔獣を作ってみましょう」ということで、授業はほぼ自由行動になった。先生から魔呪物の入った小さな袋をもらった生徒たちは森へと繰り出していく。

　ステラも魔獣にする植物を探して森を歩くが、

「さっきの先生の聖せい法ほう見た？　あんな大きな魔獣をバーン、よ。すごすぎるでしょ」

　すっかり興奮してステラは語っている。

「一体いつになったらああいう強力な聖せい法ほうを習うのよ。早く教えてくれたらいいのに」

「いやあ、俺は聖せい法ほうのヤバさを再認識したんだが……」

「ヤバさじゃなくてすごさでしょ。たまーにエイルーナ先生ってすごい聖せい法ほうを使うわよね。やっぱただのドジな先生じゃないんだわ」

　しばし森を進むと、奇妙な物体を発見した。

「ちょっと、あれってフィーナじゃない……!?」

　人一人がすっぽり入るサイズの鉄の立方体だ。森の中にぽつんとあって目立つ。

「確かに見覚えのある壁だ。でも、あれを作ったのがフィーナと決めつけるのは早計なんじゃ……？」

「何言ってるのよ。あんな金属の壁、誰にでも作れるわけないじゃない」

　ステラは立方体に近付くと、コンコンとそれをノックした。

「フィーナ、何してるのよ」

「その声は……ステラさんですか？」

　立方体の中から声がした。

「そうよ。この辺りで危険な魔獣でも出たの？　もしそうなら先生に知らせに行くけど」

「いえ、違います……あの、近くにクインザ様はいますか……？」

　クインザ？　とステラは首を巡らせた。

「いないわよ。他の生徒の姿もないわ」

　立方体が溶けるようになくなった。

　姿を現したフィーナはほう、と息をついた。制服を着ていても目立つ豊かな胸に手を当てる。

「助かりました。ステラさんが来てくれなければ今日一日、鉄壁の中で過ごすところでした」

「何があったのよ」

「えっと、それは……クインザ様のご機嫌を損ねてしまいまして……」

　フィーナは妙に歯切れが悪い。

　ピン、ときて俺は口を挟んだ。

「もしかしてステラのことが原因か？」

「うぅ、やはりオタク様に隠し事はできませんね……ご明察です。どうしてまだステラさんが杖つえを持っているのかとクインザ様に詰められてしまい……」

　身体からだを縮こまらせるフィーナ。おそらく火の玉をぶつけられそうになったんだろう。

　ステラは肩を竦すくめた。

「もう近くにクインザはいないし、あんたも気にしないで課題やったら？　壁の中にいたら魔獣も作れないでしょ」

　じゃあね、とステラは歩いて行こうとする。

　フィーナが「あああの……！」と追い縋すがった。

「すみません、その……先生からもらった魔呪物の袋を『聖せい法ほうが下手なんだから課題をやっても無駄よ』とクインザ様に取り上げられてしまって」

　ステラと俺は思わず顔を見合わせる。

「よろしければ、課題をご一緒させてもらえないでしょうか？」







「こっちです、ステラさん！　お花がいっぱいですよー」

　フィーナのローブが木々の間で翻ひるがえる。それを追っていくと、パンジーみたいな花が群生している場所に出た。

「どうでしょう？　このお花なら気持ち悪い魔獣にはならなさそうじゃないですか？」

　ちょうどいい植物を見つけるため駆け回ったフィーナは汗をかいている。

　ステラは黄色と黒の花びらを眺め、頷うなずいた。

「いいわね。これを魔獣にするわ」

「では、魔呪物を埋めるための穴を掘りますね」

　ステラが何か言うより早く、フィーナは素手でパンジーの根元の土を除よけた。

「はい、どうぞ。魔呪物を入れてください」

「え……あ、うん……」

　釈然としない表情になりながらも、ステラは魔呪物の小袋からドス黒い木き苺いちごみたいなものを一粒取り出した。穴に入れる。

　フィーナは土を埋め戻した。

「これで少し待てばいいんですよね。あ、ステラさん、今イスを作りますね」

　イス？　と怪け訝げんな顔になったステラを置いて、フィーナは《土よ、在れテララリア・ザイン》と唱える。

　やたら仰々しい石の玉座みたいなのが現れた。

「こちらに座ってお待ちください。今、テーブルも作りますので──」

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ。テーブルって、どうしてそうなるのよ」

「すみません。もしかしてお茶の準備が先でしたか……？」

「お茶あ!?　あんた本気で言ってるの？」

「はわわっ、ティータイムにはまだ早かったですね。では、冷たいお飲み物を──」

「違うでしょおおお───!?」

　ステラが咆ほえた。

　びしっとフィーナに指を突きつける。

「なんで、あんたが、わたしの世話係みたいなことしてるのよっ。わたしとあんたは対等なクラスメート！　どうしてあんたがわたしのためにいろいろ用意するわけ？」

「す、すみません。クインザ様といるときはいつもやるように言われてるので……」

　しゅん、となるフィーナに、ステラはそれ以上言えず黙り込んだ。

「あ、お花が魔獣になったみたいですよ」

　いつの間にかパンジーの花の中央が割れ、口みたいなのができていた。掌てのひらサイズだった花も一回り大きくなっている。

　意思があるみたいに葉をウネウネ動かすパンジーを見て、ステラは唸うなった。

「うーん、先生が作ったシダ植物よりはマシ……？」

「あまり可か愛わいいとは言えないですね……」

「とりあえずスケッチをするわよ」

　先生からは魔獣の進化過程を複数スケッチするよう言われていた。

　ステラもフィーナも並んで雑草の上に座り、スケッチに取りかかる。忠実に模写しようとしてかえって謎絵になるステラ。雰囲気で可か愛わいらしい花を描くが、まったく似てないフィーナ。性格が出るな……。

　二人とも描き終わり、ステラは再び魔呪物の袋を出した。

「追加であげないとね」

「はい、あたしがあげてきます」

　フィーナが手を出し、ステラがじろっと見た。

「えと、危険があるかもしれないので、あたしがあげてきたほうがいいですよね……？」

「だーかーらー、なんでそういう発想になるのよ」

　ステラは頰を膨らませる。

「ここは平等に魔呪物を分けるわよ。いいわね」

　有無を言わさず、ステラは自分の手に魔呪物を出す。

　それを見て、フィーナが首を傾かしげた。

「あれ、ステラさん……魔呪物、たくさん入ってたんですね」

「あんたの袋にはいくつ入ってたのよ」

「正確には覚えてないですが……十個もなかったかと」

　ステラの手には二十個近くある。

「エイルーナ先生のことだからテキトーに入れたんだわ」

　ステラとフィーナは魔呪物を均等に分け、パンジーの前に立った。

「一個ずつ、ですよね」

「第二階級になるくらいの量は入れてないって先生は言ってたけど、用心に越したことはないわね」

　巨大ムカデを見た後だと、どうしても慎重になる。

　二人が交互に魔呪物をあげ始め、俺は疑問に思っていたことを訊きいた。

「それって魔女ウェスタが作ったんだろ。千年以上前の実がよく腐らずに残ってるな」

「魔法で作られたんだから腐るわけないじゃない」

　ステラは当たり前のように答えてくる。

「そんなものか……」

「あんたエイルーナ先生の話、聞いてなかったの？　魔法にわたしたちのルールは通用しないって──わわっ、何これ!?」

　魔呪物を与えていたパンジーの背丈がいきなり伸びた。それに合わせて花も葉も大きくなり、大量のツルまで生える。

　反射的にステラはパンジーから距離を取る。だが──

「きゃああっ！」

　フィーナが魔獣に捕らわれていた。

　パンジーのツルが触手みたいにフィーナの全身を拘束している。ツルが巻きついたことで彼女の豊かな胸がさらに強調されていた。エロゲみたいになってるが、大丈夫かこれ？

「フィーナ！」

「うぅ、ダメですぅ……魔呪物はこれ以上あげられません……」

　どうやら魔獣はフィーナの手の中にある魔呪物を奪い取ろうとしているようだ。

「フィーナ、魔呪物を遠くに捨てなさい！」

「む、無理ですぅ……腕が拘束されてて……」

「じゃあ、そのツルを切るのよ。早く！」

　ステラに促され、フィーナは唱えた。

「火の精霊よ、崇高なる女神の名の下に契約を果たしなさい。《火よ、在れイグナリア・ザイン》……！」

　パチン、と小さな火花が虚こ空くうで弾はじけた。

「え」とステラが呆ほうけた声を出す。俺も「ん？」と言っていた。

　ツルは一本も切れず、いまだにフィーナは魔獣に捕まったままだ。今の聖せい法ほうは明らかに失敗だった。

「フィーナ、今の何……？」

「あ、あたしは聖せい法ほうが下手なんです！　土以外の聖せい法ほうは失敗ばかりで……」

　そんなことがあるのか。

「ステラ、俺たちがやるぞ」

「ええ。──百日続いた日照りにより大地は罅ひび割われ、生命は息絶えた。《光よ、在れルクサリア・ザイン》！」

　光!?

　てっきり火の聖せい法ほうが来るとばかり思っていた俺は反応が遅れた。

（光の精霊！　……えーっと、俺は何をイメージすればいいんだ？）

　ツルを切ってフィーナを解放する。それはわかるのだが、光の聖せい法ほうを使ってどうやってツルを切るのか、まったく想像できない。

「なっ、どうして聖せい法ほうが発動しないのよ。……百日続いた日照りにより大地は罅ひび割われ、生命は息絶えた。《光よ、在れルクサリア・ザイン》──」

「待ってくれ、ステラ。どうして光の聖せい法ほうでツルが切れるんだ!?」

「はああ!?　相手は植物なんだから、日照りが続いたら枯れるに決まってるでしょ」

「日照り？　日光を出せばいいのか？」

「あんた砂漠を知らないの!?　イメージとしては──」

「ひゃあっ……そんなとこ、入ってきちゃダメですぅ……！」

　ツルが衣服の中にまで侵入しているのかフィーナが喘あえぐ。顔も紅潮してるし、これはいろんな意味でマズいぞ！

「とにかく植物を枯らすための光よ。わかった!?」

「ラジャー」

「百日続いた日照りにより大地は罅ひび割われ、生命は息絶えた。《光よ、在れルクサリア・ザイン》！」

（光の精霊、砂漠の太陽みたいに照ってパンジーの魔獣を枯らしてくれ───！）

　カッと強い光が射さした。

　精霊が魔獣の真上に集まり、ギラギラと照らし始める。途端にパンジーはしなしなと力をなくし、倒れた。

　ツルから抜け出したフィーナがこっちに駆けてくる。

「大丈夫、フィーナ!?　怪け我がしてない!?」

「助けるのに時間がかかってすまん……」

「あたしは平気です。ですが──」

　フィーナはモジモジして、ステラを上目遣いに見た。

　空の掌てのひらを見せる。

「その……あたしの分の魔呪物は奪われてしまいました……」

　ド───ンと音がして、土が噴き上がった。土つち塊くれや雑草がバラバラと降り注ぎ、ステラもフィーナも腕で庇かばう。

「な、何……？」

　パンジーの魔獣がいたところには奇妙な生物が現れていた。頭はパンジーの花で、胴体は大蛇。花の中央には口があって鋭い歯がずらりと生えている。

　さっきのパンジーは息絶えたわけじゃなかったのだ。

　頭をもたげた魔獣は今度はステラに食くらいつこうとする──。

「っ！」

　咄とつ嗟さにステラは手の中にあった魔呪物を投げ捨てた。魔獣はそれを追って首を回す。その隙にステラは唱えた。

「火の精霊よ、我が敵を焼き尽くす炎を熾おこせ。《火よ、在れイグナリア・ザイン》！」

（よし火の精霊、火の玉を作ってくれ）

　俺がイメージした通り、ステラの杖つえの先に火球が現れる。それを見て、ステラは啞あ然ぜんとした。

「なんで一個だけ!?　わたしの火の聖せい法ほうじゃこれが限界ってこと……!?」

「そもそも俺が一つしかイメージしてない。何個出せばよかったんだ？」

「またあんた!?　いっぱいよ、いっぱい！　これは魔女を信奉した街に流星群のように降り注いだ火よ。一個だけなわけないでしょー！」

「ステラさん、魔獣が……！」

　魔呪物を食べ終わったのか魔獣がこっちに首を回す。

　ステラは「ええいっ」と杖つえを振り、一個だけの火球を投げた。炎の塊はパンジーの口の中に入り、魔獣はそれをゴクリと飲み込んだ。

「え。聖せい法ほうが効いてない……？」

「わあ、魔獣って火も食べられるんですね」

　呆ぼう然ぜんとするステラに、吞のん気きなことを言うフィーナ。

　魔獣はガチガチと鋭い歯を嚙かみ鳴らし、二人に襲いかかった。

「逃げるわよ！　《風よ、在れウエナリア・ザイン》！」

　はい、とフィーナも風の聖せい法ほうを詠唱する。

（風の精霊、ステラを魔獣の手が届かない上空に運んでくれ！）

　ぶわっ、と少女のローブが風ではためく。杖つえに横座りしたステラは垂直に空へと舞い上がった。

「へ？」

　森のはるか上空。鳥の影もない虚こ空くうでステラが素っ頓狂な声を出す。

「どうした？」

「どうしたじゃないわよ。なんでこんな高い場所にいるのよ!?」

「ここなら魔獣も手出しできないだろ」

「バッカじゃないのー！」

　ステラは額を押さえた。

「あの魔獣はどう見ても第一階級を超えてるわ。わたしたちが倒せる相手じゃないのよ。先生に早く伝えに行かないと、森にいる他の生徒も危ないわ！」

「そうか、先生のほうを向いて飛ばないといけなかったんだな」

　俺は風の精霊にお願いして高度を落としてもらう。

「ところで先生はどっちの方角だ？」

「あっちよ、あっち！　もおお、なんでいちいち指示しないとまともに聖せい法ほうが発動しないの!?」

　ステラのイメージで聖せい法ほうが発動していないからだ。

　精霊はステラの祝詞のりとをガン無視し、俺のイメージしか聞いていない。だから俺とステラでイメージが食い違うと、ステラの思い通りの聖せい法ほうが発動しないのだ。

　俺たちはエイルーナ先生を捜して飛ぶ。不意にステラが声を上げた。

「待って！　あそこにフィーナが……！」

　ステラの指さした先を見ると、森の中を飛ぶ少女とそれを追いかけるパンジーの魔獣がいた。今にもフィーナは魔獣に追いつかれそうになっている。

　方向転換をして俺たちはフィーナに並んだ。

「ステラさん！　よかったです、いきなりいなくなったので、どうされたのかと……」

「フィーナこそ大丈夫なの!?　なんか、飛び方おかしくない？」

　さっきからフィーナは大きく蛇行運転をしている。ヘロヘロと高度も定まらず、見てるこっちが不安になる。

「おかしくはないです……いつもあたしが飛ぶとこんな感じです」

「ええ……」とステラが引いた。

「もっとスピード出して。魔獣に追いつかれるわよ！」

「うぅ、これが全速力なんです……もう限界です。風は使えません……」

「フィーナ！」

　エンジンが切れたようにフィーナは地面に降りてしまった。胸を押さえて蹲うずくまった彼女は息を荒くしている。

「どうすんのよ、魔獣が迫ってるのに！」

「ステラさんは先生を呼んできてください。それまであたしが囮おとりになります」

「囮おとりって」

「あたしは平気です」

　平気なわけないでしょ、というステラの言葉は途切れた。

　フィーナが杖つえを掲げる。

「鉄壁です、《土よ、在れテララリア・ザイン》」

　大地がその声に応えた。

　土が鉄に変わり、防壁となって彼女を覆い尽くす。

　鈍にび色いろの立方体の中からフィーナは言った。

「行ってください、ステラさん。鉄壁ならすぐには破られないはずです」

「っ、わかったわ。すぐに先生を呼んでくるから！　……全速力よ、オタク。《風よ、在れウエナリア・ザイン》！」

　おう、と俺は風の精霊に呼びかける。

　ステラが切羽詰まっているのがわかった。第二階級以上の魔獣に俺たちの聖せい法ほうは通用しないと習ったばかりだ。フィーナの鉄壁があの魔獣を防げる保証はない。

（頼む。間に合ってくれ……！）

　かつてないスピードで森を翔かける俺たち。

　咆ほう哮こうが聞こえてきてステラがちら、と後ろを見た。

「噓うそでしょ。魔獣がこっちを追いかけてきてる!?」

　大蛇のように身体からだをくねらせ迫ってくる魔獣。その後ろにはフィーナの姿もある。

「すみませーん、ステラさーん。あたしじゃ囮おとりにならなかったみたいです。スルーされちゃいましたー」

　予想外の展開に、ステラは一瞬、呆ほうける。それからふっと笑った。

　魔獣に追われているとは思えない安あん堵どした声で呟つぶやく。

「無事ならよかった」







「やっと倒せた……あーもう、限界……」

　地面で動かなくなったパンジーの魔獣。その横でステラは大の字に寝転んだ。

　フィーナがステラを覗のぞき込む。

「ステラさん、冷たいお水ご用意しましょうか？」

「今ならほしいわ」

　はい、とフィーナは土の聖せい法ほうでコップを作った。近くの沢から水を汲くんできた彼女は「どうぞ」とステラに差し出す。

　ゴクゴクと一気に飲んだステラは「はああ～～」と長い息をついた。

「授業中に席を外すって、エイルーナ先生は何を考えてるのよ」

　魔獣に追いかけられ、先生がいるはずの場所に辿たどり着いた俺たちが見つけたのは、一枚の書き置きだった。

『少し早いですが、ティータイムに行ってきます☆

　授業の終わりには戻ってきます。エイルーナ』

　結局ステラが魔獣を退治することになり、最終的には俺が『神の力』をこっそり使って倒した。ステラの聖せい法ほうに上う手まく紛れ込ませたからバレてないはずだ。

「すみませんでした、ステラさん！」

　突然フィーナが勢いよく頭を下げた。

「きゅ、急にどうしたの」

「あたしが魔呪物を奪われたせいで魔獣が成長しすぎてしまいました……」

「あれは不可抗力じゃない」

「そのせいで課題のスケッチができていません。もう魔呪物はないですし……」

「全部、魔呪物を入れすぎた先生が悪いのよ」

「あたしが一緒に課題をさせてほしいとお願いしたばかりに、ステラさんまで課題が──」

「あああもう、あんたのせいだなんて思ってないから顔を上げなさいよっ」

　フィーナはそっと目を上げる。

　口を尖とがらせてそっぽを向くステラに、フィーナは「ひっ」と怯おびえた様子になった。

「や、やっぱり怒ってますぅ……」

「は？　怒ってないわよ」

「そうだぞフィーナ。ステラは笑顔を見せるのが照れ臭いだけなんだ。わかってくれ」

「え、ほんとに怒ってないですか、ステラさん……？」

「そう言ってるでしょ。しつこいわね」

「ほんとにほんとですか!?」

「だああ、ほんとだってば！　女神様に誓ってもいいわ」

　よかったです～、とフィーナは胸を撫なで下ろした。

「ステラさんは寛容な方ですね。クインザ様だったら、あたしのせいで課題が失敗したと怒鳴り散らされるところでした」

「クインザと比べないでよ。彼女と比べたら大概の人は優しいわ」

「よく気付いたな、フィーナ。ステラは本当は優しい子なんだ」

「魔獣に追いかけられたときも、ステラさんはあたしを足あし手で纏まといと言って置きざりにすることはなかったですし」

「わ、わたしの課題中に怪け我が人にんが出たら、わたしの責任になるでしょ。罰則ペナルテイはもうコリゴリなのよ」

「実はな、フィーナが魔獣にスルーされて無事だとわかったとき、ステラが──」

「うううるさい！　あんたさっきから会話に入ってこないでよ！」

　杖つえを振り回され、俺は口を噤つぐんだ。これはステラがいないときにフィーナに教えてやるとしよう。

「とにかくクインザが横暴なの。あんた、よく彼女と一緒にいられるわね」

「……ルームメートにしてくださるだけありがたいことなのです。あたしくらい聖せい法ほうが下手だと、クインザ様たちの力を借りなければ授業の課題もこなせないので」

　ステラがぴくりと眉を持ち上げた。

「ねえ、あんた。本気で自分の聖せい法ほうが下手だと思ってるの？」

「ああ、それは俺も思ってた」

　え、え、とフィーナが戸惑った声を出す。

「下手、ですよね……？　クインザ様にはいつも罵られますし、ステラさんだってあたしの飛び方はおかしいって……」

「風はね。でも、あんたが出してる鉄壁、どう見ても普通じゃないわ。聖せい法ほうで金属の壁を作るの、わたしあんた以外で見たことないもの」

「あ、あたしができるのはこれだけなのです……」

　鉄壁です、とフィーナは唱えた。

　瞬またたく間まに四方を鈍にび色いろの壁が取り囲み、フィーナの姿を隠した。壁の向こうから自信のなさそうな声がする。

「……買いかぶり、ですよ。強度はあるかもしれませんが、あたし一人が隠れられるだけの壁しか作れません。守るにも不十分ですし、攻撃に至っては何もできません」

「何もできない？　それはあんたが決めつけてるだけね。わたしがこの壁を出せるなら十分攻撃できるもの」

「どうやってですか？」

「硬い壁が作れるんだから、それを敵にぶつければいいのよ。簡単でしょ」

（おおう、なんて物理……）

　ステラはドヤ顔をしているが、それは半分、物理攻撃だ。聖せい法ほうが使えなかった経験を持つステラならではの発想といえるだろう。

「……」

　壁の中は沈黙している。

　やがて、ふふっと楽しげな声がした。

　鉄の壁が溶けるように消えてフィーナが現れる。

「ステラさんって不思議な方ですね」

「はあ？　バカにしているの？」

「純粋に感嘆しているのです。常識のある人なら考えつかない奇抜なアイデアでした！」

「それもう絶対バカにしてるでしょ！」

　ステラのジト目にも、フィーナは疑問符を頭に浮かべている。

　はあ、とステラは息をついた。

「あのねえ、そんだけ硬い壁を作れる人は聖せい法ほうが下手って言わないの。あんたが下手だったら、何一つ聖せい法ほうが使えなかった頃のわたしはどうなるのよ」

「ド下手、でしょうか。超絶下手、かもしれませんね」

「～～～～っ、言ってくれるじゃない、フィ～ナ～！」

「はわわっ、今のは決してステラさんを侮辱したわけではなく……！」

　キャアキャア言いながら追いかけっこを始めるステラとフィーナ。

（ああ、青春だなあ……）

　なんて尊いんだ。推しの青春の一ページを見られて心が浄化されるようだ。

　そこに特徴的な高笑いが響く。

「おーほっほっほ、ここにいたのね、引きこもりフィーナ」

　噂うわさをすれば、だ。悪役令嬢クインザとその取り巻き二人が森の奥からやってきていた。取り巻きの一人は大きな日傘をクインザにさしている。傘くらい自分で持てよ……。

「クインザ様……」

「捜したわよ。魔呪物をわたくしたちに預けていなくなるんだもの。まだ課題のスケッチはできていないでしょう？」

　預けた、か。取られたと俺たちは聞いたんだがな。

　フィーナは萎縮して身を硬くする。

「はい……」

「あなたのために魔獣を作ってきてあげたわ。これをスケッチなさい」

　傘を持ってない取り巻きが小型の檻おりをフィーナの前に置いた。

「なっ、それはネズミじゃない……！」

　叫んだのはステラだ。

　正確にはネズミの魔獣だろう。檻おりに詰め込まれたネズミたちは、凶悪すぎる前歯と爪で檻おりを引っかいている。

「先生は植物を魔獣にするよう言ったはずよ。動物だと逃げ出して森に魔獣を放つことになるからって」

「お黙りなさい、ステラ。あなた、いつからわたくしに意見できる身分になったのかしら」

　クインザは顎を持ち上げてステラを見る。

「あなたもまだ課題が終わってないなら、特別にスケッチさせてあげてもよくってよ」

「お断りよ。ネズミの魔獣をスケッチしたところで課題クリアにはならないもの」

　けれどフィーナは大人しく筆記用具を出していた。クインザには逆らえないのだ。ステラがそれを見て言う。

「フィーナ!?　そんなのスケッチしても意味ないわよ」

「クインザ様のご厚意を無下にするわけにはいきませんので……」

「厚意じゃなくて悪意よ！　それくらいわかるでしょ!?」

　それでもスケッチを止やめないフィーナ。

　ステラが苛いら々いらと歯は嚙がみした。

「課題では数枚のスケッチが必要だったわね。ほら、魔呪物よ。自分であげなさい」

「うっ……」

　クインザが魔呪物をフィーナに投げつけた。いくつもの真っ黒い実がスケッチ中の少女にぶつけられる。

「なんてことするのよ！」とステラが抗議しても、クインザは無視だ。

「檻おり越しじゃ、ちゃんとスケッチできないでしょ。今檻おりも開けるわ」

「なっ、ダメ……！」

　ステラの制止より早く、取り巻きは檻おりを開けてしまった。

　雪崩なだれを打って檻おりから出てきたネズミたちは魔呪物目掛けて突進してくる。魔呪物の傍そばにいるフィーナとステラも危ない。

「鉄壁です、《土よ、在れテララリア・ザイン》！」

　瞬時に展開された鉄の壁がフィーナを守る。

　これでフィーナは大丈夫だろう。問題はステラだ。

「風よ、天まで運べ。この勝利と栄光を女神に捧ささげる。《風よ、在れウエナリア・ザイン》！」

　また知らない祝詞のりとだ！

　ステラが何をしたいのかわからず、俺は精霊を動かすことができない。

　その隙にネズミが何匹もステラのローブや制服に食くらいついた。

「くっ、なんでまた聖せい法ほうが発動しないのよ……！　オタク、あんたのせいでしょ！」

　申し開きのしようもない。またしても俺の聖典知識がないせいだ。

「これは吹き飛ばす聖せい法ほうよ……ネズミを遠くへ飛ばそうと思ったけど、ああもうっ、くっ付かれたら使えないわ！」

　ネズミを手で摑つかんでは引き剝がすステラ。

　クインザと二人の取り巻きは、奮戦するステラを見て嗤わらっていた。

「引きこもりフィーナのために作ってきた魔獣だけど、面白いものが見れたわね」

「こんなにたくさんのネズミに襲われるなんて、ぷぷぷ」

「平民にはネズミがお似合い……ドブ臭い……」

「あんたたちねえ」

　ステラはネズミに悪戦苦闘しながらクインザたちに声を張り上げる。

「フィーナとはルームメートなんでしょ!?　なんでこんな意地悪するのよ！」

「弱いからよ」

　あまりに簡潔な答えが返ってきてステラがたじろいだ。

「わたくしは意地悪なんかしていないわ。これはれっきとした罰──聖せい法ほうが下手なくせにわたくしに逆らった罰なのよ」

「は……？」

「たまたまアントーサに入ってきた平民は知らないでしょうが、聖女学園は完全な実力主義で成り立っているわ。聖せい法ほうが下手な生徒は優等生の手足となって従うのが慣例なのよ。自分より上位の生徒に逆らってはいけないの」

　クインザは派手な扇で鉄の立方体──フィーナをさす。

「その子はわたくしの部屋のお荷物のくせして、わたくしの指示を聞かなかった。だから、わたくしは当然の権利として罰を与えているのよ。聖女学園の伝統に則のつとってね」

「ふっざけてるわ……！」

　ネズミを毟むしり取ったステラはそれを地面に叩たたきつける。

「そんな権利、わたしは認めないっ。特にクインザ、あんたにはいい加減報いを受けてもらうわ！　……突撃するわよ。《風よ、在れウエナリア・ザイン》！」

　了解。

　俺が風の精霊に呼びかけようとしたとき、取り巻きが詠唱した。

「道は底なし沼に変わり、魔獣が民を追うことは叶かなわなかった。《水よ、在れアクアリア・ザイン》」

　ガクン、とステラの身体からだが沈み込んだ。

「足が地面に……!?」

　沼に嵌はまったみたいにステラは膝まで泥に埋まっていた。足が持ち上がらないらしい。これでは飛ぶこともできない。

　動けなくなったステラにネズミの魔獣が集団で飛びかかる。

「くっ、しつこい、このネズミ……！　痛っ、髪を引っ張らないでよ……！」

　ステラは大量のネズミにたかられてしまった。

　許さん、ネズミども。

　俺は『神の力』を発動しようとしたが、ある致命的な問題に気付く。ネズミはステラにくっ付いているので、光線を放ったらステラまで傷付けてしまう可能性があるのだ。

　ステラもそれをわかっているから聖せい法ほうで炎を降らせたりできないのだろう。

　クインザの高笑いがした。

「おーほっほっほ、報いですって？　報いを受けるのはあなたよ、ステラ！　何の後ろ盾もない平民のくせに、公爵家のわたくしより目立つなんておこがましいのよ。身分を弁わきまえないとどうなるか教えてあげるわ！」

（くそ、どうすりゃいいんだ。せめてこの沼をどうにかできれば……！）

　俺がそう思ったときだった。

　視界の端を少女が横切る。フィーナだった。

　鉄壁を解除したフィーナはクインザの元へ走っていく。魔獣はことごとくステラに群がっているため、フィーナに危険はない。

　クインザはつまらない虫を見るような目でフィーナを見た。

「何よ。早く魔獣のスケッチをなさい。ステラが引きつけてくれてるんだから都合がいいでしょ」

「……ステラさんは関係ありませんよね」

　俯うつむいたフィーナが蚊の鳴くような声で言う。

　クインザが意地悪く顔を歪ゆがめた。

「今、何て？　下手くそな聖せい法ほうしか使えないくせに、わたくしに口答えするつもり？」

　フィーナが顔を上げた。

　震える身体からだ。青ざめた顔色。それでも彼女は口を開いた。

「──鉄壁です、《土よ、在れテララリア・ザイン》！」

　クインザたちの頭上に鉄の壁が現れた。普段よりめちゃくちゃ分厚い。壁というより直方体だ。フィーナは決然と杖つえを振り下ろす。

「ええええいっ!!」

　降ってくる鉄の塊。

　驚いたのはクインザたちだ。慌てて逃れた三人は尻もちをつくが、鉄壁は幾度も宙に現れては三人に降ってくる。

「ひいいっ」と取り巻きが情けない声を上げ、同時にステラの足を拘束していた沼がなくなった。取り巻きの集中力が途切れて聖せい法ほうを維持できなくなったのだ。

「よくやったわ、フィーナ！」

　大量のネズミを付けたままステラは自由になった足で走った。ネズミを剝ぎ取ると、それを力いっぱいクインザに投げつける。

　ボコン、とそれは扇に当たった。

「いい？　一度しか言わないからよく聞きなさい。ルームメートはあんたの使用人じゃないわ。聖せい法ほうが得意だからって、できない生徒をいじめていい道理もない」

　ボコン、ボコン、とステラは剝がしたネズミをクインザたちにぶつけていく。ネズミが気持ち悪いのか、彼女たちは地面で「ひっ」と悲鳴を上げるだけだ。

「身分だとか伝統だとか、知ったことじゃないわ。今後、わたしやフィーナに嫌がらせしてみなさい。こんなもんじゃ済まさないんだから！」

　すべての魔獣を投げつけたステラは、はあ、はあ、と息を切らしていた。

　ネズミはぶつけられたことで地面でぐったりしている。

　ステラもフィーナもやり切った感になっている中、クインザがゆらりと立ち上がった。

「あなたたち……わたくしをここまでコケにして、生きて帰れると思って？」

　ボロボロになった扇、土で汚れた制服。綺き麗れいにセットされていた赤髪はひどく乱れ、見る影もない。散々な有様だが、彼女の双そう眸ぼうは敵意でギラついていた。

　クインザが扇を投げ捨て、杖つえを掲げる。

「もう手加減してやらないわ。──火の精霊よ、我が敵を焼き尽くす炎を熾おこせ。《火よ、在れイグナリア・ザイン》！」

　おもむろに辺りが赤く染まった。

　空を埋め尽くすように数えきれないほどの火の玉が浮いているのだ。……なるほど。これがこの聖せい法ほうのあるべき姿か。勉強になる。

　ステラもフィーナも異様な数の火球を見上げ、たじろぐ。

「二人とも、女神様によろしく」

　修羅のごとき表情でクインザは杖つえを振り下ろした。

　火球が少女二人へ降り注ぐ──。

「逃げて、《風よ、在れウエナリア・ザイン》！」

　ステラが杖つえに乗り、指示を出す。すぐさま飛び立とうとしたが、ステラがフィーナに手を差し出しているのを見た。

　え、とフィーナはステラの手と顔を見比べている。

「早く摑つかまりなさい！　あんた風は苦手なんでしょ」

　はい、とフィーナはステラの手を取った。

（風の精霊、頼むぞおおお──！）

　フィーナを引っ張るステラを乗せ、俺は空を翔かけ上がった。







　火球から逃げることしばし。

　森がはるか遠くに見える上空で、フィーナが声を出した。

「あ、あああの、ステラさん。もう引っ張ってもらわなくても大丈夫です。クインザ様の聖せい法ほうが追いかけてくる様子はありません」

　フィーナはさっきから顔を青くしている。どうやら速く飛んだのが怖かったようだ。

　俺はスピードを落とし、ステラは眉を持ち上げる。

「でもあんた、ここで手を離したら落ちない？」

「あたしだって飛べないわけではありません。……風の精霊よ、女神の名において翼を与えたまえ。《風よ、在れウエナリア・ザイン》！」

　フィーナが詠唱したタイミングでステラが手を離した。

「ひゃあぁああぁ～～～」

「だから言ったのに！」

　高度がガクンと落ち、たちまち蛇行し始めるフィーナ。

　思わず俺は風の精霊に呼びかけていた。

（フィーナも支えてやってくれ、風の精霊！）

「……あれ？　いきなり風が優しくなりました……もしかしてオタク様ですか？」

　安定して空中に留とどまれるようになったフィーナが俺を見る。

「おそらくは。ステラ以外の人を浮かせることもできるんだな」

　新発見だ。

　自分の杖つえに跨またがったフィーナは、えへへ……とはにかんだ。

「ステラさんの言ってたこと本当でしたね」

「何よ？」

「硬い壁を作れるなら、ぶつければいいって」

　ふん、とステラは得意げに鼻を鳴らした。

「クインザたちのびっくりした顔。清々したわね」

「ですが、これであたしはアントーサにいられなくなってしまいました」

「えっ？」

　ステラが隣に目を遣やる。

　穏やかな風を受けたフィーナは真まっ直すぐ前を向いたままだ。

「あれだけクインザ様を怒らせてしまったので、あたしは部屋から追い出されるでしょう。ルームメートの助けがなければ授業にもきっとついていけません」

「他の部屋に移ればいいじゃない。クインザたちよりまともな部屋が絶対あるはずよ」

「……ステラさんはクインザ様の影響力をわかっていません。クインザ様の怒りを買って追い出されたあたしを受け入れたら、矛先は新しいルームメートにも向きます。そんなリスクを負うとわかって、あたしを入れてくれるお部屋はありません」

「あるわよ。……わたしの部屋だけど」

　今度はフィーナがこっちを見た。

　ステラはそっぽを向いている。

「えっ、それって……ステラさんのお部屋へ移ってもいいんですか!?」

「いいわけないでしょ！　これまでずっとわたしが一人で使ってきた部屋よ。みんなわたしと同室は嫌だって移っていったくせに」

「そうですよね、すみません……。ステラさんにこれ以上のご迷惑は──」

「待ったフィーナ。ステラの話は最後まで聞いてくれ」

　俺は慌てて口を挟んだ。これまで何度も見たパターンである。ここで皆、ステラから離れていってしまうのだ。

「どうせわたしは元からクインザに目を付けられてるし、そんなのリスクでも何でもないわ。あんたがどーしてもわたしの部屋に来たいって言うなら、し、しかたないわね。特別に受け入れてあげなくもないわ。今なら綺き麗れいな二段ベッドが丸々空いてるわよ。誰かが来るのを期待して綺き麗れいにしてたわけじゃないんだからねっ」

　見事な仏ぶつ頂ちよう面づらで言い切ったステラ。

　途端にフィーナがステラに抱きついた。

「ステラさ～～～ん、ありがとうございます～～～」

「わわわっ、飛んでる最中に危ないでしょ！」

　心配ご無用。

　さっきから俺は風の精霊に、この尊いシーンを全身全霊で維持しろ！　と叫んでいる。

「お礼を言われる筋合いはないわ。あ、あんたを受け入れるのは土の聖せい法ほうが必要だからよ。それ以上の意味はないんだからっ」

「ふふっ、それでもいいですよ」

　フィーナは腕を解いてステラを見つめる。

「あたしのためにクインザ様に怒ってくれたじゃないですか。あたしもステラさんのために聖せい法ほうを使いたいのです」

　っ、とステラが息を吞のんだ。

　微ほほ笑えむフィーナから顔を背け、ステラはぶっきらぼうに言う。

「勝手にしなさいよ」

「はい、勝手にさせていただきます」

「オタク！　さっさと先生のとこに戻るわよ。全速力、《風よ、在れウエナリア・ザイン》！」

　びしっと指をさすステラ。照れくさいからフィーナと離れたいのだ。

　了解、と俺はトロトロと飛行を開始した。

「はあ!?　なんでこんな遅いのよ！」

「今日はもう何度も全速力で飛んだしなあ。疲れたなあ」

「噓うそだってバレバレなのよ───っ！」

　口をへの字にしているステラに、ニコニコしているフィーナ。

　二人が並んで飛ぶ青空はこれ以上ないくらい眩まばゆく輝いていた。








四章　水は溢あふれた、と××××は言った。






　光の月から火の月、水の月、風の月、土の月まで。これがこの大陸の一年らしい。

　土の月に入ってすぐ、アントーサは異様な雰囲気に包まれた。成績が決まる学年末試験が近付いてきているからだ。

「火の精霊よ、我が敵を焼き尽くす炎を熾おこせ。《火よ、在れイグナリア・ザイン》！」

　校庭の隅でステラが詠唱する。

　俺はいつぞやに見たクインザの聖せい法ほうを思い出し、火の玉が空いっぱいに浮かんでいる様をイメージした。が、せいぜい十個くらいの火が浮かぶだけだ。

　ステラは腕を組んでそれを見上げる。

「火自体が小さいわ。もっと大きくよ。って、今度は大きくなりすぎ！　ああもう、全部合体しちゃったじゃない」

　ほとんど俺とステラのイメージをすり合わせるための練習だ。

　俺が祝詞のりとを理解していないため聖せい法ほうが発動されない。発動してもステラの意図と違う──そういう状況をなくそうと話し合ったのだ。それで最近の放課後はこうして毎日練習している。

　傍そばで見ていたフィーナが首を傾かしげた。

「あの……オタク様。前々から不思議に思っていたのですが、ステラさんの心の声、聞こえないのですか？」

「なぬっ!?」

「こ、心の声って、そんなのオタクに聞かれてたらムリムリ……！」

　ステラはぶんぶんと首を振っている。

「フィーナ、そこのところ、もっと詳しく」

「えと、普通、杖つえの中にいる守護精霊は杖つえの持ち主と心が通じているんです。でなければ、聖せい法ほうを発動するときに壁を何枚作るか、指定しなければならなくなります……」

　言われてみればそうだ。フィーナは「鉄壁です」と唱えるだけで枚数は言っていない。

「ステラさんもオタク様の感情が伝わってきませんか？」

「変態なのは発言からわかるわ」

　フィーナは不思議そうになった。

「オタク様は喋しやべれるので、心が通じ合う必要がないのでしょうか……？」

　きゃあああっ、と突如、悲鳴が上がる。

　校庭の中央に真っ黒いワイバーンが現れていた。周囲には上級生らしき生徒たちが集まっている。

「しまった、カラスが魔呪物を……！」

「第三階級よ！　下級生は逃げて！」

　どうやらカラスが魔呪物を食べる事故があったようだ。

　聖せい法ほうを展開する生徒。校庭から退避する生徒。聖せい法ほうの攻撃を躱かわしたワイバーンは空へと舞い上がる。

「危ないわね、動物に魔呪物を奪われるなんて」

「ステラさん、急いで下がりましょう。第三階級と戦える上級生がいてよかったですね」

「そうね……」

　フィーナに促され、ステラは頷うなずく。

　けれど、ステラの目は吸い寄せられたように魔獣から離れなかった。

　ワイバーンが天地を揺るがす声で咆ほう哮こうする。そして、こっちを見た気がした。

「っ！」

「ステラ！」

　嫌な予感がした俺は叫ぶ。

　そのときにはワイバーンは一直線にこっちに飛んできていた。鋭い爪がステラを襲う──。

「きゃあっ」と悲鳴を上げたのはフィーナだ。

　ステラは卓越した反射神経で伏せ、ワイバーンの一撃を躱かわしていた。

「な、なな何なの……!?」

　地面に転がったステラは翼竜を見上げ、呆ぼう然ぜんとした声を洩もらす。

　まだだ、と俺は言った。戦闘機のように黒いワイバーンは旋回し、再びステラに狙いを定める。地面にいる少女に逃げ場はない。

　反射的に俺は詠唱した。

「《デウス・エ──》」

　俺が言い終わる前だった。




　白い光が俺を包んだ。




（な、に……!?）

　すべての音が消えた気がした。

　実際、校庭にいる生徒たちは全員、詠唱を止めていた。

　ステラが放心した声を出す。

「……女神様……？」

　光り輝く女神の幻像が現れていた。

　女神の幻は杖つえの俺を両腕で抱き締めている。なんとも神こう々ごうしい光景だが、俺は女神がステラの敵だと知っている。

（何をするつもりだ、女神……！）

　女神はぐるりと首を回し、俺を至近距離から覗のぞき込む。

「──魔女ステラを殺しなさい」

　甘ったるい囁ささやき声。

　額のつく距離で歪いびつな微笑があった。

　俺にだけ聞こえる声で呪じゆ詛そのように女神は繰り返す。

「殺しなさい殺しなさい殺しなさい殺しなさい殺しなさい殺しなさい殺しなさい──」

「っ、おおおおおおお《デウス・エスト・モルス》ッ!!」

　無我夢中で放った光線は女神の顔面をすり抜け、ワイバーンを直撃した。

　翼竜が吹っ飛んで倒れる。

　女神の姿はもう消えていた。

　はあっ、はあっ、と俺は荒い息を洩もらす。危なかった。女神が邪魔で俺は前が見えなかったのだ。的がデカい翼竜じゃなければ当たらなかったかもしれない。

　下手したら推しが死んでいた──それは俺にとって一番の恐怖だ。

　内心で冷や汗をかいていると、「……奇き蹟せきだ」と声がした。生徒たちは皆、魂を抜かれたような顔でステラを遠巻きにしている。

「光が女神様の形に……まさに聖典に書いてある奇き蹟せきそのものだわ」

「女神様の御お力ちからで魔獣が息絶えた……！」

「祈りを！　全知全能、我らを見守っておられる慈悲深き女神様に感謝の祈りを！」

　次々と手を組んで祈り始める生徒たち。

　辺りは一転して厳かな雰囲気に包まれた。

「ステラさん……！」

　フィーナが駆け寄ってきた。

　ステラは地面に座り込んだままだった。震え声で言う。

「……今の、女神様だったわ。わたしの杖つえを抱えられて……」

「はい、あたしも見ました。女神様がステラさんを守ってくださったんですよ！」

　感激した様子でフィーナはステラの手を取る。

「祈りましょう。女神様が見ておられます」

　頷うなずいたステラは立ち上がった。

　二人の少女は手を組み、目を閉じる。

　祈る際にステラは小さく呟つぶやいた。

「女神様、わたしをお守りくださり、感謝いたします」

（……やってくれるじゃないか、女神）

　俺は校庭を見下ろすように建てられている女神像を睨にらんだ。

　ステラを殺すチャンスは決して見逃さない──まるでそう言われたみたいだった。







　ワイバーンの一件をきっかけに、ステラは「女神様の奇き蹟せきを受けた生徒」として瞬またたく間まに時の人になった。けれど当人はそれどころじゃないらしい。中間試験のときは聖せい法ほうが使えず、結果は散々だったようだ。学年末試験で挽ばん回かいしようと、ステラは休日なのに部屋にこもって勉強している。

「ステラさーん、お茶の用意ができました。少し休憩しませんかー？」

　ルームメートのフィーナがポットとカップを手に部屋に入ってくる。

　それを見て、俺は「おお……！」と声を上げた。

　フィーナはクラシカルなメイド服だった。長い丈の黒いワンピースに白いエプロン。頭にはちゃんとカチューシャまで着けている。

　ステラは眉をひそめた。

「だーかーらー、なんであんたがお茶の用意をするのよ。使用人の服まで着て」

「ステラさんは集中されていたので、あたしがお茶を用意したほうがよいかと。この服は給きゆう仕じをするとき着るようクインザ様が──」

「ここはクインザの部屋じゃないわよっ。今すぐ着替えなさい」

「待った！」

　俺は声を張り上げた。

　ステラもフィーナも杖つえ立たての中にいる俺を見る。

「俺はいいと思う」

「は？」

「メイド服はメイドのみが着るものなのか？　違うだろう！　メイド服を着ているイコールメイドとするのは浅はかな認識であり、メイドでなければメイド服を着てはいけないという決まりもまた存在しない。つまりメイド服はすべての美少女に開かれてしかるべき立派なファッションであると俺は定義するっ」

「出た、謎の早口……」

　ステラはこめかみを押さえる。

「あのね、ここはクインザの部屋じゃないんだから、ルームメートは対等であるべきよ。フィーナが使用人の服を着ていたら、わたしがフィーナを使用人扱いしてるみたいでしょ」

「ふむ。だったら、ステラもメイド服を着ればいいじゃないか」

「はあぁ!?」

「二人でメイド服を着てたら対等だろ？」

「どうしてそういう発想に──」

「いいですね」とフィーナが手を打った。

「ちょうど予備の給きゆう仕じ服があります。ステラさんにお貸しできますよ」

「ナイス、フィーナ！」

「ちょっと勝手に決めないで。フィーナが着替えればいいでしょ。なんでわたしが着替えることになるのよ」

「そんなの俺がステラのメイド姿を見たいからに決まってるだろおおっ!!」

「……なんで給仕服？　変態の考えることはよくわからないわね」

　ツンデレメイドという概念を知らないステラは怪け訝げんな顔だ。

　フィーナは早速、替えのメイド服を持ってきた。

「ステラさん、お着替えお手伝いしますね」

「ま、待って！　まずはオタクの目を塞がないと……！」

　バサッと俺にローブがかけられた。

　塞がれた視界の向こうで、スルスルと衣きぬ擦ずれの音がする。俺は深呼吸をしてそのときを待った。

「はーい、お披露目でーす」

　フィーナがローブを取り払う。

　室内には膨ふくれっ面つらをした銀髪メイドがいた。ワンピースはぶかぶかで、いかにも着させられている感じがする。真っ白いエプロンやカチューシャにも慣れないのか、ステラはどことなく居心地悪そうだ。

　メイドにあるまじき態度でステラは腕を組む。

「ふん、これで満足？　オタクの趣味に付き合ってあげたんだから感謝しなさいよね」

「ああああツンデレメイド万歳！　万歳っ！」

「そ、そんなに喜ぶ……？」

「頼む、ステラ。それで俺に紅茶を淹いれてくれ」

「はあ？　なんであんたに紅茶なんて──」

「お願いします、土下座！」

「……しかたないわね」とステラはポットへ向かった。紅茶を注いだ彼女は、カップをガチャンと雑に俺の前へ置く。

「はい、紅茶。飲めないくせに淹いれろだなんてバッカじゃないの」

「くうううツンデレメイド最高！　サイコーっ！」

「な、何なの……ここまで盛り上がられると気味が悪いわ……」

　ステラは完全にドン引きしていた。ナメクジを見るような目で俺を見下ろしてくる。ツンデレメイドの鑑かがみだな。

　フィーナは不思議そうな顔で訊きいてくる。
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「オタク様は給きゆう仕じ服がお好きなのですか？　変わった嗜し好こうをお持ちですね」

「メイド服が嫌いなオタクはいないだろう。だが欲を言えば、スカート丈は短いほうが俺は好みだ」

　フィーナはワンピースを少し摘まんで持ち上げてみせる。

「このくらいですか？」

「もっと、膝より短く」

「膝より……こうでしょうか？」

　ワンピースの裾がさらに上がる。薄いソックスに包まれた膝が露あらわになり、その上のガーターベルトと絶対領域が──。

「うりゃあああ───っ！」

　いきなりステラに投げられた。

　部屋の壁にカンッとぶち当たった俺は床に転がる。あわあわしているフィーナにステラが憤然と言った。

「フィーナ、この変態の言うこといちいち聞かなくていいから」

「ですが……」

「あー喉渇いた。さっさとお茶にしましょう」

　テキパキと机の上を片付けるステラ。

　フィーナが俺の傍そばにしゃがみ込んだ。こそっと囁ささやく。

「……今度、ワンピースの丈、直しておきますね」

　神か？







　ティータイムに入る前にステラの強い要望で二人は着替えてしまった。

　紅茶のよい香りが部屋中に漂う。優雅な休日の午後だが、二人の話題はさっきから試験のことばかりだ。

「フィーナ、聖典の暗記はどんだけ進んでる？　全然覚えられないって前言ってたじゃない」

「うぅ……少しは覚えられた気が、します……？」

「啓示録第二章、冒頭の節から言ってみて」

「テ、テストですか!?」

　フィーナはカップを置くと、唱え始める。

「殺す者は災いである。盗む者は災いである。犯す者は災いである。魔女に与くみする者には天罰が下される。魔法を求める者には──何でしたっけ？」

「灼しやく熱ねつの地獄が訪れる、よ」

　ふっ、と俺は鼻を鳴らしていた。

　ステラがこっちを見る。既に俺は杖つえ立たてに戻されていた。

「何？」

「いや、何でもない。続けてくれ」

「何よ、気になるじゃない」

　ステラは口を尖とがらせている。

「『殺す者は災いである』と聖典にあるのが可お笑かしくてな」

「どうしてよ。殺人は最も忌いむべき罪よ。女神様は決して殺人をお許しにならないわ」

　その女神はキミを殺そうとしているんだぞ、とは言えなかった。

「……なあ、二人に訊ききたいんだが、いいか」

　ステラもフィーナも俺のほうを向いてくれる。

「もし女神が自分の前に現れて、誰かを殺しなさいと言ったらどうする？」

　この世界の人は女神への信仰が篤あつい。女神の言葉なら何でも妄信的に従うのではないか。

　そう思って訊きいたのだが、二人の返答は想定外のものだった。

「ありえないわね」

「あたしもステラさんと同意見です。女神様がそのようなことを仰おつしやるはずがありません」

「仮に、だよ。たとえ話だ。もしそういうことがあったなら──」

「百二十パーセントないんだから考えるだけ無駄よ。……でもそうね、もし女神様が『人を殺せ』と言ったなら、それは女神様じゃないわ」

　ほう、と思った。

「あたしもそう思います。女神様は平和を愛する慈悲深い御お方かたです。殺すことを決してよしとはしないでしょう」

「ちゃんと女神の姿をしていても？」

「ないない。きっとそれは女神様の姿を騙かたった何かよ」

「じゃあ、女神が殺すよう指示した人物が魔女なら？」

　ステラとフィーナは顔を見合わせた。

　一瞬後に二人は噴き出す。

「魔女って、そんなのとっくに滅ぼされたわよ」

「オタク様、魔女がいたのは千年前の話ですよ。現代にはいませんよ～」

　クスクスと笑って紅茶を飲む少女たち。

（そうか……それで俺だったのか）

　腑ふに落ちた。

　俺を気に入ったから『神の力』を与えた──そんな与よ太た話ばなしは初めから信じていない。

　女神がステラ殺害を指示できるのは、異世界人の俺しかいなかったのだ。

　とはいえ、俺が殺さなければステラは安全だ、とは言い切れない。

　残念なことに、この世界には至るところに女神像がある。つまり女神の幻はまさに神出鬼没なわけだ。ステラがピンチの度に女神が現れて、先日みたいに邪魔をされたらたまったものではない。

（ワイバーンの一件でわかったが、衆人環視の中「奇き蹟せき」を起こすほど女神は苛いら立だっている。俺もそろそろはぐらかすのは無理がでてきたよな……）

　コンコン、と部屋をノックする音がした。

　ドアが開き、先生が「フィーナ・セルディア」と呼ぶ。フィーナは細長い箱を受け取って戻ってきた。

「それ何だ？」

「実家からの荷物です」

　ああ、と俺は言った。

「その箱、新しい杖つえでしょ」

「わかりますか？　さすがステラさんですね」

「箱のサイズを見れば誰だってわかるわよ。……出してみないの？」

　ステラに遠慮する気持ちがあったのだろう。ステラに促されて初めてフィーナは箱を開ける。

　中には新品の杖つえと手紙が収まっていた。

「わあ、可か愛わいい色……！」

　新しい杖つえはうっすらとピンクがかっていて、フィーナによく似合いそうだ。

　手紙を読んだ彼女は笑顔になる。

「『新しい杖つえで学年末試験、頑張れ』ですって。やっとお父さんたちも、あたしが聖女になるのを応援してくれるみたいです」

「アントーサに入るの、反対されてたの？」

「反対というか、あたしがアントーサでやっていけるわけがないと思われてたんです。アントーサに入学できるのは、一族全員が聖せい法ほう使いや聖女といった名門貴族の令嬢ばかりです。それに比べ、うちの家は聖せい法ほう使いを輩出したことがない下等な家系なので──」

　そこまで言ってフィーナは、はっとなる。

「はわわっ、今のは決してステラさんを貶おとしめるつもりはなく……！」

「別に気にしてないわよ。貴族には代々みんな聖せい法ほう使いの立派な家系があるんでしょ。それくらい知ってるわ」

　さらりと流してから、ステラはフィーナに目を留めた。

「ふーん、でも知らなかったわ。あんたの親は聖せい法ほう使いじゃないのね。なんであんたは聖女になろうと思ったの？」

「あ、あたしは……あたしが聖女になることで、家族みんなを守りたいと思ったからです……」

　ステラも俺も注目しているのに気付き、フィーナはモジモジと俯うつむく。

「うちの家族には聖せい法ほう使いがいないので、領地が魔獣に襲われたら国軍に助けを求めるしかありません。でもそれだと手遅れなこともあって……もしあたしが聖女になって、鉄壁をもっと大きく作れるようになったら、領地も領民も家族も守れるんじゃないかなって……あああのっ、あたしには分不相応な目標だってわかってはいるんですけど──！」

「いいんじゃない？　分不相応とは思わないわ」

　フィーナが驚いたように顔を上げた。

　ステラは相変わらず素っ気ない表情で言う。

「あんたの目標、必ず叶かなえなさいよ。じゃなきゃ、クインザの使用人扱いを一年近くも耐えた意味がないでしょ」

　えへへ、とフィーナが顔を綻ばせた。

「ステラさん、一緒に聖女になりましょうね」

「は？　当たり前じゃない」

　すっかり笑顔になったフィーナは新しい杖つえを光にかざして眺めている。

　そこで俺は気付いた。

「そういえば、杖つえって取り替えられるのか？」

「はい。あたしが今まで使っていた杖つえは、学園が生徒に無償で貸し出しているものです。進級とかの節目に杖つえを新調することだってありますよ」

「でも、杖つえには精霊が宿ってるんだろ？　杖つえを替えたら、古い杖つえに宿っている精霊はどうなるんだ？」

「心配いりません。精霊はあたしと聖マ力ナで結ばれていますので。──《光よ、在れルクサリア・ザイン》」

　フィーナが新しい杖つえを手に詠唱する。

　杖つえの先に小さな光球が現れた。

「ほら、これであたしの精霊は新しい杖つえに宿りました」

　聖せい法ほうが発動したのは杖つえに精霊が宿っている証拠だ。

「前の杖つえは返しに行かないとですね」

　フィーナは新旧二本の杖つえを持って出て行こうとする。

「待って」

　ステラの声にフィーナが動きを止めた。

「ちょっと試したいことがあるから、前の杖つえを貸してほしいの」

「いいですよ？　はい、どうぞ」

　首を傾かしげたものの、フィーナは杖つえを渡してくれる。

　学校から借りたという杖つえ。それは俺が入っている杖つえと見分けがつかない。ステラのも自前ではなく貸出品なのだろう。

　杖つえを手にしたステラは、思い詰めた顔つきになった。静せい謐ひつに唱える。

「──《光よ、在れルクサリア・ザイン》」

　杖つえの先に光は現れなかった。ステラの聖せい法ほうは発動しなかったのだ。

　俺も元の杖つえに宿ったままである。

「何も起こらないようだな……」

「あれ？　おかしいですね。ステラさんがこっちの杖つえで詠唱したら、オタク様はこっちに移るはずなのに」

　フィーナの言う通りだ。

　精霊が持ち主と結ばれているなら、俺だってステラが持つ杖つえに移れるはずである。

「もう一度やってみましょう、ステラさん。さっきは光の精霊の機嫌が悪かったんですよ」

「一回やれば十分よ。杖つえ、返してきていいから」

　ステラは強引に杖つえをフィーナに押しつけた。

　フィーナもそれ以上は言えず、「え、あ、そうですか……」と引き下がった。杖つえを返すため部屋から出て行ってしまう。

　パタン、とドアが鳴り、室内には俺とステラが残された。

「……そう、よね。普通のことじゃないってわかってた。わたしがその事実から目を逸そらしていただけ……」

　イスにかけたステラは険しい顔でブツブツ呟つぶやいている。

「一体どうしたんだ？」

「……今のではっきりしたわ。あんたが杖つえに転生したのは、あってはならないことなのよ」

「あってはならない？」

「だって、そうでしょ!?　あんたが杖つえに入ったのは、精霊が杖つえに宿るのと同じ仕組みじゃないわ。わたしたちは聖マ力ナで結ばれてないから心が通じてない。どうりで他のクラスメートみたいに思い通りに聖せい法ほうが発動しないはずだわ」

　すまない……と言いかけた俺を遮ってステラは続ける。

「それに、あんたは精霊じゃなくて人間でしょ。杖つえに転生したあんたはこの杖つえから移動できない。この杖つえがあんたの身体からだってことになってるのね。このままだとわたしはずっと、学園の貸出品を使い続けることになるわ。それってどうなの!?」

　人は自分の入っている肉体を変えることはできない。精霊と違って、俺は別の杖つえに移動不可なのだ。

「……不便をかけて、すまな──」

「なんであんたが謝るのよ！　あんたが杖つえになったのはあんた自身のせいじゃ──」

　そこでステラはぴたり、と口を噤つぐんだ。バツが悪そうに彼女は顔を横向ける。

「自由意思がある人間を杖つえに閉じ込めて精霊の代わりにする……異常だわ。こんなの、間違ってる」

　そう吐き出した瞬間、ステラはひどく顔を歪ゆがめた。

　でもステラは聖せい法ほうを使えるようになったじゃないか、と俺が言う前に、彼女は勢いよく立ち上がっていた。銀髪を翻ひるがえし、大股で歩いて部屋のドアへ向かう。

「どこに行くんだ？」

「あんたに関係ないでしょ」

「関係あるだろ。俺はステラの杖つえだぞ。ステラの行くところには俺も──」

「トイレ！」

　怒鳴ったステラがドアの向こうに消える。

　……気のせいだろうか。ステラの表情がどことなく苦しそうに見えた。







　試験当日はあっという間にやってきてしまった。

　学年末試験は二日間に分かれている。初日は筆記試験で、二日目は実技試験だ。

　筆記試験の朝。

「フィーナ、早く早く！」

　校舎へ向かう道すがら、振り返ったステラは大きく手招きする。

　フラフラと走りながらフィーナは音を上げた。

「待ってください、ステラさ～ん。寝不足なんです～」

「なんでそんな急いでるんだ？　試験開始はいつもと同じ時間だろ」

　ステラに背負われた俺は口を挟む。

　けれど、ステラは答えようとしなかった。二人が校舎に着くと、すごい人だかりができている。それを目にしてステラは肩を落とした。

「遅かったわね……」

「一体何なんだ？」

「……」

　人だかりを睨にらむステラはまたしても無言だ。

　見かねたのかフィーナが教えてくれる。

「おまじないですよ。試験日の朝に杖つえを女神像に当てて祈ると、落第しないそうです」

「迷信だな……」

「しかたないわね。フィーナ、並ぶわよ」

「はい」

　人だかりに加わるステラとフィーナ。おいおい、と俺は思った。

「女神像に並ぶよりノートを見直したほうが建設的じゃないか？　ステラもまだ暗記が完璧ってわけじゃないんだろ？」

「……」

「心配しなくても大丈夫ですよ、オタク様。並びながらでもノートは見れます」

　それはそうだけれども。

　フィーナは早速ノートを出し、それを筒状に丸めた。内緒話をするみたいに俺に筒の先を向けてくる。

「……オタク様、まだステラさんと仲直りしていないのですか？　それで明日の実技試験は大丈夫なのですか？」

　声をひそめて訊きかれた。

　杖つえを取り替えられないとわかってから、ステラが俺と口をきいてくれなくなった。俺が話しかけても高確率で無視されてしまう。

　同室のフィーナとしては不安だったのだろう。だが、一つ彼女は誤解している。

「フィーナ、これは喧けん嘩かじゃない。喧けん嘩かをした覚えは俺にはないんだ」

「喧けん嘩かでないのなら、何なのですか？」

「俺は新手のツンだと思っている」

　ステラの肩がぴくり、と動いた。

「新手の、つん、ですか……？」

「いかにも。ツンを積み重ねてこそのツンデレだ。当然、ツンにも多彩なバリエーションが存在する。急に無視し始めるとはこれほどわかりやすいツンもないだろう」

「はあ……その、『つん』とは何なのでしょう……？」

「ツンデレ少女のツンとは何か？　冷たい態度を取ること、と安直に答えた者はツンデレを一から学び直したほうがいい。何な故ぜならその回答は非常に表面的でツンの醍だい醐ご味みを微み塵じんも理解していないからだ。ツンデレがツンを発揮するときはどういうときか考えれば自おのずと正答は導き出される。俺の回答はこうだ──ツンとは、抑えきれない羞恥心の発露である」

　プルプルとステラの全身が震え始めた。

　フィーナは真剣な表情で考え込む。

「羞恥心……はっ、ステラさんがオタク様を無視しているのは恥ずかしいからなのですね。オタク様が好きで好きでどうしようもないので恥ずかしくて会話もできない、と。やっとわかりました！」

「ふっ、フィーナもツンデレの魅力がわかってきたようだな。布教の成果が出ていて、俺はとても嬉うれし──」

「人が黙ってるのをいいことに勝手な解説してんじゃないわよ、このド変態が──っ！」

　耐えきれなくなったのか、ステラが俺を投げた。

　生徒たちの頭上を越え、俺は飛ぶ。女神像にカンっと当たった。

　刹那、視界が暗転する。

（っ、何が……!?）

　ぷつり、と生徒たちのざわめきは止やんでいた。

　五感のない闇を味わったのは一瞬。視界が開ける。

「……またここか」

　高くそびえる周囲の壁、そこに敷き詰められた世界を映すモニター。ファンタジー世界には似つかわしくない、妙に近未来的な空間だ。

　神座。

　人間になった俺は、うーん、と伸びをした。手首に黒い鎖はあるものの解放感がある。杖つえだとずっと直立不動の姿勢だからな、今のうちに身体からだを動かしておかないと。

　片腕を上げ、身体からだを横に曲げていると、

「何なに故ゆえここに呼ばれたか、わかっていますね、異世界の人間よ」

　神座の奥に、神こう々ごうしい光を纏まとった女神が立っていた。微ほほ笑えんではいるが、その双そう眸ぼうは少しも笑っていない。

　俺は体操を中断した。

（ついに痺しびれを切らしたか、女神……）

　呼び出すとはそういうことだ。答えない俺に、女神は靴音高く近付いてくる。

「妾わらわは魔女を殺すよう貴方あなたに言いました。しかし、貴方あなたは魔女を倒すどころか、魔女を助けるばかり。まさか妾わらわの額を撃ち抜いておきながら、まだ狙いが上う手まく定まらないなどと言い訳するつもりではありませんよね？」

「──」

　ヤバいぞ、完全に怒っている。

　女神越しにワイバーンを撃ったのが決定打となったようだ。もう誤魔化しは通用しない。

　俺の前までやってきた女神は杖つえを持ち上げる。

「魔女を殺す気がないなら『神の力』は不要でしょう。妾わらわの祝福を返してもらいます」

「っ」

　俺は咄とつ嗟さに身を引いていた。黒い鎖がジャラ、と鳴る。

　女神が目を眇すがめた。

「……異世界の人間よ──」

「もちろん俺が元の世界に戻るため、魔女は倒します。ただ、俺は一つ疑問があります。──ステラは本当に『魔女』なんですか？」

「何……？」

（ダメだ。今、『神の力』を奪われるのはダメだ。俺に『神の力』がなくなったらステラの聖せい法ほうはどうなる……？）

　学年末試験を目前にしてステラがまともに聖せい法ほうを使えなくなってしまう。中間試験で思うような成績を残せていないステラは、この学年末試験にかけるしかないのだ。

「この世界で俺は習いました。魔女は千年前の存在で、現在はいないのだと。本当にステラは魔女なのでしょうか？　ステラが魔女だという証拠がありません」

「……貴方あなたを拘束している鎖。それがステラが魔女である証拠です」

「では、この鎖がステラのものである証拠はありますか？　俺はステラとずっと一緒にいましたが、彼女が鎖を出したのを見たことはありません。魔女は魔法を使うと言いますが、俺はステラの魔法を見たことがないんです」

「女神である妾わらわが、ステラは魔女だと言っているのです。妾わらわの言葉が信じられないと──」

「──『殺す者は災いである』」

　俺の強い声が神座に反響した。

「聖典の一節です。ステラが魔女だと確信が持てなければ、俺は殺せません。勘違いで人を殺すことがあってはならないからです。慈悲深き女神様も、誤って人を殺すのは本望ではありませんよね？　ステラを殺せと仰おつしやるなら、まず彼女が魔女だという証拠を俺に示してください」

　ぎっ、と女神が微かすかに歯は軋ぎしりするのを見た。

　どうだ、と俺は思う。

　ステラが魔女かどうかなんて正直どうでもいい。ただ、ステラの魔法を見たことがないのは事実だ。ステラの魔法がめったに発動しないものなら、その間は「ステラは魔女じゃないかもしれない」と女神をはぐらかすことができる。

「……いいでしょう」

　女神の言葉に俺は震えた。

　まさかステラが魔女だという証拠を本当に出してくるのか？

　緊張して息を詰める俺に、女神はくるりと背を向けた。

「明日の学年末試験で貴方あなたはステラが魔女だと確信するでしょう。図らずも舞台は整っているのですよ」

　モニターを見上げた女神は再び口角を持ち上げていた。

（どういうことだ？　舞台は整っている、だと……？）

　不穏な台詞せりふに胸がざわつく。

　女神は微ほほ笑えんで俺を見た。嘲笑ともとれる笑い方だった。

「ステラが魔女とわかれば、貴方あなたはステラを殺すのですね？」

「……はい」

　俺は言った。そう言うしかなかった。

　女神が赤い唇を舐なめる。

「『神を謀たばかる者には永遠の責め苦が科せられる』──聖典の一節です。覚えておきなさい、異世界の人間よ」

　トン、と杖つえで胸を小突かれ、俺は神座から転落した。




　気付けば、俺は教室にいた。ステラの机の杖つえ立たてに入っている。

　筆記試験はいつの間にか始まっていた。ステラも他の生徒も黙々と机に向かっている。

　ステラは俺の意識が飛んでいたのに気付いただろうか？　……試験に集中できているみたいだから気付いてないんだろう。それよりも俺には気掛かりなことがある。

（明日の実技試験、一体何があるというんだ……？）

　不吉な予言に俺の胸騒ぎは止まらなかった。





＊＊＊






「〈女神の杖オプテイ・バクルス〉の隊長殿が一年生の試験を見学したいとは、変わったこともあるものです」

　学年末試験の二日目。

　ハミュエルは母校アントーサの学園長室を訪れていた。

　立派な革張りのソファーに座っているのは、長く伸ばした白髪で顔全体を覆っている高齢の女性である。異様な風体だが、ハミュエルにとっては見慣れた恩師の姿だ。大仰な言われようにハミュエルは苦笑する。

「肩書で呼ぶのはやめてくださいと何度言ったらわかるんですか、学園長先生。学生時代のときみたいに『エリーゼさん』と呼んでください」

「とんでもありません。王国最強と誉れ高い〈女神の杖オプテイ・バクルス〉を馴なれ馴なれしくは呼べませんよ」

　年齢を感じさせない動作で学園長は立ち、背後の窓を見た。

　眼下の校庭では実技試験の準備のため、教師たちが飛び回っている。

「一年生には確かフランツベル公爵家のお嬢さんがいたはず。お目当てはその子ですか？」

「いえ……誰というわけではないのです。少し気にかかったことがありまして。見学させていただいてもよろしいですか？」

「ほっほっほ、もちろん構いませんよ」

　学園長はそれ以上追及することなく許可を出してくれた。その気遣いに感謝してハミュエルは部屋を後にする。

　試験が行われる校庭に向かいながら、ハミュエルは手の中の杖つえを見つめた。

　わざわざここに赴いたのは無論、気になる生徒がいるからだ。

　ステラ・ミレジア。女神降臨祭のときに対たい峙じした生徒。彼女に杖つえを摑つかまれたときの感覚をいまだにハミュエルは忘れることができない。

　──恐怖した。

　目の前の存在から一刻も早く逃れたい。何をおいても逃げなければならない。

　それが自分自身の感情ではないと気付くのにさほど時間はかからなかった。

　守護精霊と使役者は聖マ力ナで強固に結ばれている。風の精霊王の感情はハミュエルの心に自動的に入ってくるのだ。

　ハミュエル自身が一年の生徒に臆するなどありえない。ということは、だ。

　精霊王が恐怖したのだ。あのステラという少女に。

（異常だ。天災と言われる第八階級魔獣、極秘任務で破壊を命じられた前時代の兵器、千年前に滅んだはずの魔女。どれと相対したときも精霊王が恐怖に駆られたことなどなかった。何な故ぜ、精霊王は彼女に怯おびえた？　彼女は精霊に嫌われていると聞いたが、本当に彼女はただ嫌われているだけなのか……？）

　いくら杖つえを握っても、風の精霊王はハミュエルに語りかけてこない。

　折しも一年生の実技試験が始まる合図が響いた。







　校庭には実技試験を受ける一年生が集まっていた。

　緊張した面持ちの生徒たちを前に、学年主任のスペランザ先生は言う。

「これから貴女あなたたちには魔獣のいる迷宮に挑んでもらいます」

　事前に告知されていた内容だ。

　一年生たちは皆、グループで固まって先生の説明を聞いている。

「迷宮には第一階級の魔獣しかいません。魔獣の強さに応じ、一体倒すごとに一～五点の点数を付与します。迷宮内の様子は教師たちが聖せい法ほうで遠隔から監視しているので、貴女あなたたちが魔獣の討伐数を自己申告する必要はありません」

　先生の説明の途中、妙に視線を感じた。

　クインザたちだった。彼女たちはステラを見てコソコソと何かを話し合っている。嫌な感じだ。

「また、迷宮をゴールした順位に応じても点数を付与します。一位が二十点、二位が十五点、三位が十点、四位以降にゴールした生徒には一律五点が与えられます。トータル五十点を獲得できなければ落第となり、進級はできません」

　つまり、順位が早ければ早いほど有利というわけだ。先頭に近いほうが倒す魔獣もたくさんいるし、順位報酬も手に入る。

　試験の説明が終わり、スペランザ先生が校庭を振り向く。

　それを待っていたかのように校庭の四隅に待機していた教師たちが詠唱を始めた。

　ゴゴゴゴと地響きがする。校庭の土がどんどん盛り上がっていき、四角い建物を形作っていく。まるで地中に埋もれていた巨大遺跡が現れたみたいだ。

　地獄への門みたいに口を開けた迷宮。それをバックにスペランザ先生は杖つえを掲げた。

「では、これより一年生の実技試験を開始します、《火よ、在れイグナリア・ザイン》！」

　先生の杖つえからパン、と火花が飛び出した。

　生徒たちが一斉に風の聖せい法ほうの詠唱を始める。その中、クインザの声がした。

「《火よ、在れイグナリア・ザイン》！」

　火の玉がいくつも虚こ空くうに現れ、ステラに降り注ぐ──。

「わわわっ！」

　火球を避けるため、詠唱を中断して後退するステラ。

「鉄壁ですっ、《土よ、在れテララリア・ザイン》！」

　ステラの前に現れた鉄の壁に火球はぶつかって消えた。

　ほっとステラは息をつく。が、その隙にクインザたちのグループは先頭を切って迷宮へ向かっていた。振り返ったクインザは新調したらしい扇を口元に当てて言う。

「おーほっほっほ、今日こそ格の違いを見せつけてあげるわ。倒す魔獣が残ってるといいわねえ」

　高笑いが遠ざかっていく。

　くっ、とステラが歯は嚙がみし、フィーナは萎縮する。

　ステラはすぐ傍そばにいるスペランザ先生に訴えた。

「今の妨害行為、見ましたよね!?　試験のやり直しを要求します！」

「認められません」

　スペランザ先生は表情を動かすことなく即答した。

「実技試験において妨害行為はルール違反ではありません。実技試験は実戦を模した試験。いかなる不測事態が起ころうと、それも試験の一部です」

　取り付く島もない冷淡さだ。

　先生はステラをじろりと見下ろす。

「ここで無駄に時間を費やす余裕があるのですか？」

　うう、と唸うなったステラは先生に背を向ける。

「行くわよ、フィーナ。クインザたち絶対に許さないんだから！　《風よ、在れウエナリア・ザイン》！」

「はい。風の精霊よ、女神の名において翼を与えたまえ。《風よ、在れウエナリア・ザイン》！」

（風の精霊、ステラとフィーナを急いで迷宮へ運んでくれ！）

　杖つえに乗った二人は風を切って迷宮へ向かっていく。

「スタートダッシュで遅れたのは痛いわ……一位の二十点は諦めたほうがいいわね。その分、魔獣を多く倒す必要が……」

　杖つえに横座りしたステラは難しい顔でブツブツと言っている。

　フィーナはステラに並び、笑顔になった。

「ステラさん、リラックスですよ。今日のためにいっぱい練習してきたじゃないですか」

「……そうね。まだ勝負は決まったわけじゃないわ」

　迷宮の中は一切の光源がなく、真っ暗だった。

　ステラもフィーナも慌てず、光の聖せい法ほうで光球を浮かべる。懐中電灯のように前方を照らしながら二人は入り組んだ通路を進んでいく。

　不意にステラが叫んだ。

「痛っ!?　今、なんか足に……もっと広く照らして。《光よ、在れルクサリア・ザイン》！」

（光の精霊、辺りを見えるように照らしてくれ！）

　光球がいくつも浮かんで辺りに光が満ちる。

　いつの間にか俺たちは広い空間に出ていたようだった。もみの木みたいな針葉樹が両脇にずらりと並んで生えている。その枝はウニウニと気持ち悪く動いていた。

「ひっ、魔獣がたくさんいます……！」

「やったわ、チャンスよ！」

　怯おびえるフィーナに、俄が然ぜんやる気になるステラ。

「火の精霊よ、我が敵を焼き尽くす炎を熾おこせ。《火よ、在れイグナリア・ザイン》！」

　ステラが詠唱する。俺は大量の火球をイメージした。十分な量と大きさが浮かんだと思ったが、バシュッと樹きのてっぺんから水が噴射される。

　火球はたちまち消えてしまった。

「そんな!?　水を出すなんて反則だわ！」

「ステラさん、危ないっ！」

　針みたいな鋭い葉がステラ目掛けて投げつけられていた。

　回避するためステラを乗せた俺は天井近くに舞い上がる。けれど、鋭い葉は次々とステラを狙って放たれる。

「しつこいな、こいつ……！」

「鉄壁です、《土よ、在れテララリア・ザイン》！」

　盾のように鉄の壁が現れ、葉がカンカンカンカンッと当たった。

「フィーナ、助かった」

「いえ」

「葉っぱの当たる音じゃないわね……どんだけ硬いのよ」

　樹きの射程圏外で俺は高度を落とした。少女二人は着地する。

　うーん、とステラは顎に手を当てた。

「火の聖せい法ほうを使えば水を出して消される。近付けば針みたいな葉に攻撃される……」

「あたしの鉄壁で葉が防げるのはわかりました。あたしたちの両脇に鉄壁を作って、ここを通りすぎましょう」

　はあ？　とステラが言った。

「えと、たぶんみんなもそうやってこの広間を通過したんだと思います……」

「通過？　とんでもないわ！」

　ステラは樹きの一体を指さす。

「五点」

「え……？」

「この魔獣はきっと五点よ。みんなが通ったにもかかわらずこうして残っているのが何よりの証拠だわ。これを倒したら五点がもらえるのよ。どうして通過するのよ」

　ステラは指さし、もみの木を数える。

「一、二、三……十体いるから五十点。速くゴールしなくてもこれで十分挽ばん回かいできるわ！」

　ええ……とフィーナは引いていた。

「ですが、ステラさん、どうやってこの魔獣たちを倒すつもりですか……？」

「わたしに策があるわ。フィーナ、防御は任せたわよ」

　言うなり、広間に走って突っ込んでいくステラ。

　フィーナが慌てて「鉄壁ですっ」と唱えるのが聞こえた。ステラの周囲に鉄の壁が形成される。四方から葉がカンカンいっている中、俺は問う。

「何をするつもりだ、ステラ？」

「……」

　ステラは答えてくれない。無視はまだ続いているのだ。

　広間の中央で彼女は唱えた。

「百日続いた日照りにより大地は罅ひび割われ、生命は息絶えた。《光よ、在れルクサリア・ザイン》！」

　なるほど、植物を倒す聖せい法ほうは『火』だけじゃなかった。ステラの意図を汲くんだ俺は精霊に呼びかける。

（光の精霊、植物が干からびるくらいの熱い光球を作ってくれ！）

　俺の呼びかけに反応した光の精霊が俺たちの頭上に集まった。途端に広場の温度が上がる。ギラギラと照りつける光球に樹きの魔獣たちは水を浴びせるが、水で光が消えるはずもない。

「……ふーん」

　太陽を見上げたステラが小さく言う。満更でもなさそうな声だ。

「どうだ？　ステラのイメージとそう変わらないだろ？　俺だって聖典を読んでもらって勉強したんだからな」

　試験勉強中に、フィーナに聖典を音読してもらったのだ。フィーナの暗記にもなるし、一石二鳥だった。勉強の成果はあったと言えるだろう。

　けれど、ステラの表情は晴れなかった。ぼそっと呟つぶやくように言う。

「……もう聖典覚えなくていいから」

「え？」

　鉄の壁に背中を預けた彼女は俺を見ようともしない。カンカンともみの木の葉が壁に当たる音が鳴っている。

「聖典を覚えないとステラの祝詞のりとがわからないだろ。俺が覚えてなかったら──」

「平気よ。だって、この杖つえを使うのは今日が最後って決めてるんだから」

　何だって!?

　光球を維持するのも忘れそうになるくらい俺は驚いた。光球が少ししぼみ、俺は急いでイメージを復活させる。

「正確には、この実技試験が終わるまでね。実技試験が終わったら、わたしはもうこの杖つえは使わない」

「どうしてだ？　杖つえを替えたら聖せい法ほうが使えないって、この前試したばかりだろ」

「杖つえを新調できない聖女なんていないわ。わたしだってできるはずなのよ！」

「いやでも……なんで俺じゃダメなんだ？　不満があるなら言ってくれ。俺はこれまで通りステラの杖つえでいたいんだ」

「あんた、自分が何を言ってるかわかってる？　そしたらあんたは元の世界に帰らずにずっとわたしの精霊をやるってこと？」

「もちろんだ！　ずっと推しの傍そばにいられるなんて、オタクとしては最高の幸せ──」

「茶化さないでよっ！」

　押し殺した叫びが俺の言葉を遮った。

　ステラは拳を握り、泣き出しそうに顔を歪ゆがめている。

「あんたが言ったんじゃない。元の世界で日常に戻りたいって！　オタクだって、元の世界でやりたかったことがあるんでしょ」

「それは──」

　確かに言った。

　言葉を続けられない俺に、ステラは覚悟を決めたみたいに話し出す。

「……オタクに謝らないといけないことがあるの。あんたと出会う前、わたし、スペランザ先生との個人面談があったの」

　個人面談……そういえばエイルーナ先生との会話でそんなことを言っていた。

「学年末試験で合格点を取れなければ退学だって、はっきり言われたわ。アントーサに聖せい法ほうの使えない生徒はいらないって」

　当然よね、とステラは自嘲気味に鼻を鳴らす。

「でもわたしは退学になるわけにはいかなかった。もうわたしの故郷もわたしを育ててくれた孤児院もないの。全部、魔獣に壊されてなくなったわ。学園の寮を追い出されたら、わたしは行く場所がない」

〈女神の杖オプテイ・バクルス〉に入って魔獣を滅ぼしたいという彼女の夢が、ようやく実感を伴って理解できた気がした。

「どうしても退学を避けたかったわたしは強く願ったわ。どんな精霊でもいいからこの杖つえに宿りますようにって」

　天を仰いだステラは懺ざん悔げするように言う。

「女神様の短たん冊ざくに書いた願い、あれ噓うそなの。……精霊王じゃなくて、どんな精霊でもいいから宿してくださいってお願いしたの」

　ステラの声が震えている。

　知ってる、とは返さなかった。

「まさかこんな形で……誰かを犠牲にすることで願いが叶かなうとは思ってなかった。オタクがこの世界に来たのはわたしのせいよ。わたしがあんな願いを書いたから、女神様が人間のあんたを杖つえに転生させたの。そうとしか考えられない……」

　罪悪感だ。ステラは俺が杖つえに転生した原因が自分にあると悟り、罪悪感を覚えていたのだ。

「あんたに恨まれてもしかたないわ。でも約束する。どんだけかかっても、わたしは必ずあんたを女神様に届けるから。あんたが元の世界に帰れるように──」

「それでこの杖つえを使うのはやめると言っているのか」

「そうよ」

　俺を無視していたのは新手のツンじゃなかった。

　ステラは俺が入った杖つえを使わないと決意し、あえて俺を遠ざけていた。

　この杖つえを使わない──それは、いつか必ず俺を元の世界に帰すという彼女なりの覚悟だ。

　俺の作った光球は着実に魔獣にダメージを与えているようだった。壁を打つ葉の音はとっくに止やんでいる。

「ステラの考えはわかった。ただ、一つ言わせてもらう」

　怒られると思ったのか、ステラが身を竦すくめる。

「この世界に来なかったら俺はキミに会えなかった。この運命に俺は感謝してるんだ」

「っ」

「俺は犠牲になったとは思っていない。だからステラも罪悪感を抱かないでくれ」

「で、でも……」とステラは煮え切らない。

　わかってる。きっと彼女は俺が元の世界に帰るまで罪の意識を抱えてしまうのだろう。彼女はそういう子だ。

「この際だから俺も言おう。俺は元の世界で、ツンデレだと思っていた幼おさ馴なな染じみにフラれて、この世界にやって来た」

「は、はあ……？」

「そしたら、この世界には俺の理想のツンデレがいた。ステラ、キミのことだ！　俺にはもうこの世界に推しがいる。そして今、俺が一番やりたいことは、ステラと一緒に〈女神の杖オプテイ・バクルス〉まで登りつめることなんだ」

「それは、わたしの夢じゃない……」

「推しの夢は、オタクの夢！　推しの笑顔は、オタクの笑顔！　これは絶対の法則だ。推しを応援するのがオタクの生きがいなんだよ」

　人間なら拳を握って力説するところだ。

　ステラに理解してもらえるだろうか？　オタクの推しにかける情熱というものを。

　樹きがバキバキいうのが聞こえた。もみの木が干からびて地面に倒れかけている。壁から顔を出してそれを認めたステラはすぐさまモードを切り替えた。「ここで一気に終わらせるわよ！」と杖つえを掲げる。

「火の精霊よ、我が敵を焼き尽くす炎を熾おこせ。《火よ、在れイグナリア・ザイン》！」

（火の精霊、ありったけの火球を頼む。広間全体に降り注いで魔獣を燃やすんだ）

　天井が赤い光によって埋め尽くされた。それは数多あまたの燃え盛る火球となり、流星のごとく降り注ぐ。

　ステラは満足そうに笑った。

「やるじゃない」

「ステラの作戦もな」

「これがあんたのやりたいことでいいの？」

「最高だろ。推しの傍そばで一緒に夢を叶かなえられるんだから」

　もみの木が燃え上がる。

　パチパチと樹きの爆はぜる音がしていた。

　濃い闇に包まれた迷宮の中、揺らめく炎はどこか幻想的だ。ふとステラは恥ずかしそうに目を伏せた。杖つえを胸元に引き寄せる。

「……そう。…………ゎ、わたしの精霊になってくれてありがとう、オタク」

　ステラの顔が近い、と思ったら、蕩とろけるような柔らかい感触がした。

「──っ!?」

　息を詰める間もなかった。

　彼女はすぐに顔を離すと、杖つえを背中に回してしまう。ステラを見ようとしても視界に入るのは銀髪のみだ。ステラの手が熱い。

（……これは夢か？　俺は夢を見てるのか……？）

　呆ぼう然ぜんとしていると、フィーナの声がした。

「ステラさーん、無事ですかー？」

「無事よ！　フィーナももうこっち来ていいわよ。五点たちは倒したわ」

　ステラの中では魔獣＝五点と変換されているらしい。

　フィーナはやって来ると、燃えて灰になった魔獣たちを見渡した。

「すごいです、ほんとに倒せましたね……！　これで進級は確実じゃないですか！」

「目標が低いわよ、フィーナ。この学年末試験、わたしは学年トップを狙ってるんだから。さあ、この調子でどんどんいくわよ。《風よ、在れウエナリア・ザイン》！」

　再び二人は杖つえに乗り、迷宮の奥へと進んでいく。

　風に乗って何度目かの曲がり角を曲がったときだった。

　ドン、とステラが誰かと正面衝突する。

「いったー」

「気を付けなさい！」

　ぶつかった相手はクインザだった。刺とげ々とげしい言葉を投げつけたクインザはそれだけで取り巻きとともに飛び去っていく。ステラが来た方角へ、だ。

　続けざまに、何人もの生徒がステラとフィーナの傍そばを駆け抜けていった。

　空中で体勢を立て直したステラは不思議そうにそれを見送る。

「大丈夫ですか、ステラさん？」

「別に大丈夫だけど、何なの……？　どうしてみんな引き返して──」

　獣の唸うなり声がした。

　はっとステラが正面に顔を戻す。

　暗闇に支配された通路。その奥にギラリと光る眼めが何対も見えた。

　オオカミ。

　疾風のごとく奴やつらはステラへ肉薄してくる。

「《火よ、在れイグナリア・ザイン》！」

　咄とつ嗟さに唱えるステラ。火球が先頭のオオカミの鼻先に衝突する。やった、と思ったが、喜びはすぐに打ち砕かれた。

「なっ、効いてない!?」

　火の玉はオオカミにぶつかるなり消えていた。足止めにもならなかった。

　ステラの聖せい法ほうをものともせずやってきた獣たちは競ってステラに飛びかかろうとする。

「鉄壁です、《土よ、在れテララリア・ザイン》！」

　オオカミとステラの間に鉄の壁が現れる。しかしそれもオオカミの体当たりで粉々になってしまった。

「噓うそでしょ!?」

「あ、あたしの鉄壁が割れちゃいました……」

　壁を破ったオオカミたちはステラに嚙かみつこうとする。

「ステラ、風だ！」

「《風よ、在れウエナリア・ザイン》！」

　ステラの詠唱により、風が少女を舞い上げる。オオカミの牙が空くうを切った。

「この魔獣も五点!?　……火の精霊よ、我が敵を焼き尽くす炎を熾おこせ。《火よ、在れイグナリア・ザイン》！」

　宙に浮かんだ火球。それはオオカミたちに降り注ぐが、奴やつらがダメージを負っている様子はまったくない。それどころか迷宮の奥からは次々とオオカミが現れてくる。

　たまらずステラとフィーナは回れ右をした。

「フィーナの鉄壁も砕くなんて。あの魔獣、どうなってるのよ」

「聖せい法ほうが効いていないように思えるのは気のせいでしょうか……先生は第一階級しかいないって言ってましたよね……」

　確かにこれは異常だ。先頭にいたはずのクインザが一目散に逃げ出したのがすべてを物語っている。

　ふと俺は女神の予言を思い出した。

『明日の学年末試験で貴方あなたはステラが魔女だと確信するでしょう』──それはつまり、試験中にステラが魔法を使うと言っている。

　魔法。俺はそれがどういうものか知らない。ステラたちの話によれば、魔法は世界を捻ねじ曲げ、文明を終わらせたらしい。そんなものを使わないといけない状況になると女神は言っているのだ。

（これか、女神……？　ステラが魔法を使わないといけない状況……女神はこれを予見していたのか？）

　ちらり、と俺は魔獣の様子を窺うかがう。

　そこで俺は奇妙なことに気付いた。

　魔獣がステラばかりを狙っているのだ。

　オオカミが食くらいつこうとしているのはステラだけで、フィーナには目もくれない。

（……いや、これは何も今に限った話じゃない。いつだって魔獣はステラに向かっていた）

　パンジーの魔獣は、何な故ぜかフィーナをスルーしてステラだけを追いかけた。クインザたちが作ったネズミの魔獣もだ。ワイバーンはたくさんの生徒が校庭にいたにもかかわらず、ステラを狙ってきた。これはどういうことなのか。

「ひゃあっ」

　悲鳴がしてステラが杖つえから落ちた。跳んできたオオカミが彼女を捉えたのだ。

　地面に転がる少女と、その上に覆いかぶさるオオカミ。

「ステラさん！」

「《デウス・エスト・モルス》」

　同じように地に落ちた俺は唱える。

　遠隔で教師たちが見ているなら『神の力』は極力使うべきじゃないが、緊急事態だ。

　黒い光線はステラの上のオオカミに当たるかと思ったが、何かを察知したのかオオカミは身を翻ひるがえしてしまった。ちっ、仕留めそこなったか。

「大丈夫か、ステラ!?」

「平気よ、怪け我がはないわ」

　身体からだを起こしたステラは平静な声で言った。

　魔獣はスカートを破っただけのようだ。白い太ふと腿ももに傷がなくてほっとしたが、女子のスカートを裂くとはけしからん魔獣だ。そう思って魔獣のほうを見たとき、俺は呆あつ気けに取られた。

　魔獣が進化しかけている。

　進化。そうとしか言いようがない変貌ぶりだった。

　全身の筋肉がボコ、ボコとありえない速度で盛り上がり、四肢が伸びていく。全長も一回り以上大きくなり、オオカミはついに二本足で立った。

「グオオオオオオオォォォ──ッ！」

　耳をつんざく咆ほう哮こう。

「……は……？」

「ひいいっ」

　フリーズするステラに、怯おびえるフィーナ。

　もはやオオカミではなく、巨大なオオカミ人間だ。二本足で立つそれは全長三メートルを超えている。筋骨隆々とした身体からだで、どこから出したのか奴やつは巨大な戦せん斧ぷまで持っていた。

（……どうしてこうなった？）

　凶悪すぎる魔獣の進化。

　おかしい。あまりに道理に合わない。なんでいきなり魔獣が進化した？　ステラのスカートを裂いた直後に、なんで──。

　俺ははっとして、もう一度ステラを見た。破れた箇所を認める。

（そうか、そういうことか……！　完全に理解したぞ）

　何な故ぜ、ステラばかりが魔獣に狙われていたのか。何な故ぜ、急に魔獣が進化したのか。謎が一本の線に繫つながり、ある答えが導き出される。

　それは俺がずっと探し求めていた答えだ。

「ステラ、フィーナ、この化け物から逃げるぞ！」

　凍りついている少女たちに俺は叫んだ。しかし、俺の言葉に反応したのは魔獣だった。

　戦せん斧ぷを構えた魔獣は重い足音を立ててステラに迫る。

　ブン、と振られた刃に、咄とつ嗟さにステラは俺を持ち上げ、

「《デウス・エ──》」

（間に合わない！）

　鈍にび色いろの斧おのが間近に迫ったのを認識できたのが最後だった。

　ガン、と自分の身体からだから音がして、俺の意識は刈り取られた。
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「……え？」

　自分の口から出た呆ほうけた声を、わたしは他ひ人と事ごとみたいに聞いた。

　目の前には杖つえがある。

　魔獣の戦せん斧ぷを受けた杖つえは半分に折れていた。

　カランカラン、と杖つえの残骸が遠くで転がる。その音は嫌にはっきり聞こえた。

「ねえ」

　呼びかける。杖つえの中にいる彼にだ。

「ねえってば。返事しなさいよ！」

　声が震えた。

　訊きくまでもなくわかっていた。既に検証したことだ。

　普通の精霊と違って、彼は杖つえに転生した。この杖つえは彼の肉体そのものだったのだ。だからわたしが別の杖つえで詠唱しても彼は移動しなかった。

　肉体を分断された人間が生きられるわけがない。

　彼は死んだのだ。

「鉄壁ですっ、鉄壁ですっ、鉄壁ですっ……！」

　フィーナが詠唱して魔獣を食い止めようとしている。けれど、鉄の壁は高位の魔獣に紙みたいに容易たやすく破られていく。

「……──」

　わたしは座り込んだまま虚こ空くうを見上げた。

　真っ暗な世界。

　彼と出会うまで、手探りの闇の中にいるみたいだった。元に戻っただけのはずなのに、どうしてだろう、前よりずっと暗くて何も見えない。

「……か……せ………」

　喉から言葉がせり上がってくる。

　さっきの彼の声がまだ耳の奥に残っている。

『推しの夢は、オタクの夢！　推しの笑顔は、オタクの笑顔！』

　ずっと一緒にいると決めたのに。

　わたしを初めて「好きだ」と言ってくれた人。

　わたしに初めて宿った精霊。

　わたしが初めて──。

「グオオオオオオオオオ──ッ！」

　魔獣が戦せん斧ぷを振り上げていた。腰を抜かしたフィーナがわたしにくっ付く。

「すみません、ステラさん……あたしの鉄壁じゃもう……」

　分厚い刃は今度はわたしの命を刈り取るだろう。

　……何も怖くない。

　ただ、頭の中がチリチリと熱い。

　魔獣を睨にらみつけ、わたしは訴える。




「───《返せ》」




　失意は絶望に、絶望は悲嘆に、悲嘆は憤ふん怒ぬに、憤ふん怒ぬは激情に、激情は願いになった。

　世界は今、すべての理ことわりを超越して捻ねじ曲がる──。

　ブツッ、と魔獣の戦せん斧ぷを持つ手首が千切れ飛んだ。

　何が起きたのか魔獣自身もわからなかったようだ。一瞬の後、怒りの雄お叫たけびを上げる。

　勘違いするな。怒っているのはわたしだ。

「《返せ》、《返せ》、《返せ》っ……！」

　激情に任せて叫ぶ。それは詠唱だ。ただの言葉だったものは強固な願いを纏まとい、純然たる力に変わる。

　わたしを殴おう打だしようとした腕が爆はぜる。

　わたしを踏み潰そうとした足が爆はぜる。

　わたしに嚙かみつこうとした頭が爆はぜる。

　爆はぜる。爆はぜる。爆はぜる。飛び散る血肉が辺りを鮮烈な赤に染め上げる。

　すべての魔獣が絶命するまで数秒もかからなかった。

「こ、これは高等聖せい法ほう……!?　助かりましたよ、ステラさんっ！　きっと先生が助けに来てくれたんです！」

　フィーナが喜びの声をかけてくる。だけど、わたしはそれに応じられなかった。

　だって、彼は戻ってこない。

　魔獣が死んだから何なのだ。そんなの何の慰めにもなりはしない。

　彼の抜け殻を、折れた杖つえを握り締める。

　黒い鎖が見える。わたしの手から生まれるそれは罪のようにおぞましく増殖していく。

　溢あふれる願いは止まらない。

「……《返せ》、《返せ》《返せ》《返せ》えええええええええっっっ───!!」

　慟どう哭こくが響き渡り、迷宮の天井に、壁に、地面に亀裂が走った。
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　最初はパラパラという音だった。

「何の音だ……？」

　一年生の実技試験中。校庭の端で教師たちに交じり、迷宮内の映像を見ていたハミュエルは、砂さ礫れきが崩れるような音に眉をひそめた。

　目当てのステラが聖せい法ほうで樹きの魔獣を倒したのは確認した。共闘する友人もできたようだ。彼女は他の生徒と同じように精霊を宿したのだ。

　その事実はハミュエルを安あん堵どさせた。

　あのとき感じた恐怖は錯覚だった。彼女の気迫に自分が少し気け圧おされただけ。そう結論付けられるのが一番だった。

　だが今、ハミュエルはひどく悪お寒かんを覚えている。

　地面が悲鳴を上げるように軋きしみ、堅けん牢ろうな迷宮の外壁が崩壊して砂になっていく。

　スペランザが声を張り上げた。

「どうしたのですか!?　迷宮が崩れています！　早く維持を──」

「できません……！　精霊がっ、精霊が応えませんっ！」

　迷宮は複数の教師たちが協力して高等聖せい法ほうで作り上げている。教師が精霊を御せなければ迷宮はたちまち崩壊し、中にいる生徒たちが危険だ。

　ハミュエルは杖つえを手に立ち上がった。

「聖なる風は女神の栄光とともに。《風よ、在れウエナリア・ザイン》──！」

　風の精霊を総動員して迷宮の倒壊を抑えるのだ。精霊王の力をもってすれば造作もない──はずだった。

　ハミュエルは呆ぼう然ぜんと空くうを見る。

　そよ風すら起こらない。

「……馬鹿な。何が起きている……？」

　聖せい法ほうが使えない。そんなことはハミュエルの人生で一度もなかった。

　いや、ただ一度だけ──ステラに杖つえを握られたあの瞬と間き。

　それと同じことが今、目の前で起きている。

　精霊を扱えない聖女ほど無力なものはない。教師たちは混乱し、右往左往しているが、打開策はなく時だけが過ぎてゆく。

　その中、唯一、小柄な教師が恍こう惚こつと迷宮を見つめていた。

「ついに──水は溢あふれた。アハッ」

　やがて迷宮は轟ごう音おんとともに崩壊した。
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　人は死んだらどこへ行くのか？

　──少なくとも、この世界では女神の元と決まっている。




　迷宮で戦せん斧ぷを受けた瞬間、俺は「あ、死んだ……」と思った。

　凶悪な魔獣を前にして、俺を握るステラの手の感触が消える。気付いたときには、冷たい床で寝転がっていた。

「ステラっ！」

　がばっと身体からだを起こす。

　しかしそこは迷宮ではなかった。俺も杖つえではなく、人間である。もはやお馴な染じみとなったモニターだらけの空間が俺を迎えていた。

　神座にいると知って絶望が込み上げる。

（魔獣に襲われていたステラはどうなった……？　あの状況で俺がいなくなったら──）

「目覚めましたか、異世界の人間よ」

　女神が傍かたわらに立って俺を見下ろしていた。

「ステラは!?　知ってるんだろ、ステラはどうなった!?」

「落ち着きなさい。ほら、そこに貴方あなたの求める答えがありますよ」

　女神の杖つえが示した先。

　モニターにはアントーサの校庭が映っていた。

「ステラ……？」

　俺はよろよろとモニターに近付く。

　校庭にあった迷宮は爆撃を受けたみたいに崩壊していた。散らばる瓦が礫れきに、魔獣の死骸。倒れている制服の少女たち。迷宮は倒壊したばかりなのか、校庭には砂さ礫れきがもうもうと舞っている。

　その中心で、黒々とした鎖が放射状に伸びていた。

　数多あまたの鎖はまるで蛇のように蠢うごめき、校庭を侵食する勢いで増殖していく。おぞましさすら覚える異様な光景だ。鎖の元になっているのは銀髪の少女、ステラである。一体どうしたのか、彼女は座り込み、微動だにしない。

「理解しましたか、あれが魔女ステラの魔法です」

　女神が後ろから声をかけてきた。

「鎖は魔女ステラの魔法が具現化したものです。今、あの場で聖せい法ほうを使い、崩壊した迷宮から生徒たちを助けられる教師はいないでしょう。何な故ぜなら魔女ステラが周囲の精霊をことごとく縛っているのですから」

「精霊を、縛る……？」

「貴方あなたを縛る鎖と同じです。魔女ステラは精霊を拘束し、自分のものとするのです」

　俺は映像の中のステラに目を戻した。

「確かに鎖が出てるのはビジュアル的にヤバいが、精霊を拘束するのがそんなに問題か？」

「無論です。もし魔女ステラが大陸全土に力を発揮したならどうなると思いますか？　すべての精霊がステラに拘束されるのですよ。聖せい法ほうを使える人間はいなくなります」

「だからどうした。聖せい法ほうが世界から消えたとして、何の問題がある？」

「この世界は聖せい法ほうで成り立っているのですよ。聖せい法ほうが失われたら、人々はどうやって魔獣から身を守るのです？　夜道を歩くときの明かりは？　各国の交易は？　人々が清潔を保つための水はどこから供給されていると思っているのです？」

「俺は聖せい法ほうがない世界から来た。聖せい法ほうがなくても人は──」

「それに、魔女ステラが拘束するのは精霊だけではありません」

　女神は俺を指さしていた。

「人間の魂をも拘束するのですよ？　魔女ステラに魂を抜かれた人々が街に溢あふれるのを放っておけと？」

「──」

　言葉を返せなかった。

　女神は勝ち誇ったように口角を持ち上げる。

「これでステラが魔女とわかったでしょう。妾わらわは約束を守りました」

　今もなお黒い鎖は殖え続けている。本当に魔法の力なのだろう。でなければ、魔獣に襲われていたステラがこうして生きているはずがない。

「しかし貴方あなたは死して神座に来てしまった。このままでは地上にいるステラは殺せません。でも心配はいりません。妾わらわが貴方あなたを転生させてあげましょう」

　猫なで声で言って女神が杖つえを掲げた。

　ズズズ、と杖つえの先にブラックホールみたいな球ができる。

「今度の身体からだは何がいいでしょう。すぐ死ぬ生物がいいですね。どうせ魔女ステラを殺すだけです。蛆うじ虫むしでも役目は果たせるはず──」

「《デウス・エスト・モルス》！」

　俺は唱えた。杖つえのときと違い、掌てのひらにエネルギーを感じる。掌てのひらを突き出すとそこから黒い光線が放たれた。

　それは一直線に女神へ向かい、

　ふっ、と女神が鼻を鳴らした。光線はブラックホールに吞のみ込まれ、呆あつ気けなく消える。

　くつくつと笑う声が神座に反響した。

　女神は獲物を追い詰めた表情で高らかに笑っている。

「何な故ぜ、転生を拒むのですか、人間よ？　ステラが魔女と確信できれば殺すと約束したではありませんか。まさか約束を違たがえるつもりではありませんよね？　『神を謀たばかる者には永遠の責め苦が科せられる』妾わらわは貴方あなたに教えたはずですよ」

　冗談じゃねえ、と思った。せめて生物にしてくれと思ったときはあったが、蛆うじ虫むしは願い下げだ。どうして俺の転生はこうも不遇なんだ。

「女神、俺に与えたこの力は何だ？」

「何、とは……？」

「属性だよ。どの精霊を組み合わせている？　聖典で女神は最初の聖女だ。なら、『神の力』は聖せい法ほうなんだろ？」

　女神がすっと目を細めた。

「そのようなことに答える義理はありません」

「答えられないって素直に言ったらどうだ？　何な故ぜならこの力は聖せい法ほうではない。こんな詠唱をする聖女を俺は見たことがない」

　ステラと一緒に授業を受けていて疑問だったのだ。

　聖せい法ほうの詠唱は五パターンしかない。先生が詠唱した高等聖せい法ほうも五パターンの組み合わせだった。その前後にくっ付ける祝詞のりとが違うだけである。

「馬鹿げた憶測はやめなさい、人間よ。神が固有の力を有していたところで、何の不思議もありません」

「神固有の力、か。そういうことにするのは簡単だ。だが、俺は他にもっと一般的な言葉を知っているんだよなあ」

　もったいぶった言い方に女神の眉が動く。

「なあ、女神サマ。あんた千年前の万魔時代からいるんだろ？　永い時を生きて、聖せい法ほうじゃない超常の力を使う。そんな存在をこの世界では何と呼ぶか、知ってるか──？」

「黙れ！」

　瞬間、俺の『神の力』をはるかに凌りよう駕がした光線が女神の杖つえから放たれた。

「っ……！」

　避ける間もない。直撃こそ受けなかったが、衝撃で俺は吹っ飛んでいた。ジャランジャランと長い鎖が騒々しく鳴り、俺は無様に転がる。

「口には気を付けろ、人間。妾わらわは神だ。何者にも否定はさせない。神こ座こにいる妾わらわこそが、この世界を統すべる神なのだ！」

　慈悲深い女神の仮面は剝がれたようだ。

　冷えきった眼まな差ざしで女神はツカツカと歩いてくる。

「魔女ステラを殺さないなら、貴様の魂が擦り切れるまで幾度でも転生させるのみ。幾度でもだ！　蛆うじ虫むしとなって地を這はい、踏み潰され、神に逆らったのを悔いるがいい」

　女神の杖つえが俺に触れる寸前、俺は動いた。

　杖つえの先を手で摑つかむ。

「さあ、エセ女神にそれができるかな」

　杖つえの先から光線が放たれる。だけど、俺は絶対に手を放さなかった。ここで手を放して掌てのひら以外に攻撃を受けたらジ・エンドだ。

「人間風ふ情ぜいがっ、何な故ぜ妾わらわの力が効かない!?」

　俺が手を放さないのを怪け訝げんに思い、女神が攻撃を止める。

「そりゃあ、俺も魔法で防御しているからな」

　床に転がった隙に俺は自分の手に鎖を巻きつけていた。この鎖はステラの魔法で作られている。女神の力で鎖が切れるなら、最初から俺がステラの杖つえに留とどまることはなかった。

「取引をしようじゃないか、女神サマ」

　女神の杖つえを握ったまま、俺は笑いかける。

「今後、一切ステラに手を出すな。ステラを殺そうと画策するのもなしだ。この世界から聖せい法ほう使いがいなくなる？　心配するな。そんなことであんたが統すべる世界は壊れたりしない。俺の元いた世界なんて聖せい法ほうも魔法もないんだからな」

「何も知らない人間がわかった風な口を利きくな！」

「わかってないのはどっちだ。ステラは人々の魂を抜いて回るような子じゃない。俺が杖つえに入ったのは偶たま々たまだろ!?　ステラを邪悪な魔女とするのは間違っている！」

「被害者の立場でよくも擁護ができたものだ。魔女の本質も知らないくせに」

「んなの知るか！　もしまだステラに関わるなら、俺にだって考えがある。女神降臨祭の短たん冊ざくが魔呪物だと俺は吹ふい聴ちようするだろう」

　これが俺が見つけた答えだ。

　図書室の本に挟まっていた短たん冊ざくを、ステラはスカートのポケットを縫い付けて隠していた。魔獣に食い千切られたスカートはポケットの部分がなくなっていたのだ。

　何な故ぜ、魔獣がステラだけを追いかけたのか。何な故ぜ、迷宮内でいきなり魔獣が進化したのか。短たん冊ざくが魔呪物なら、すべて辻つじ褄つまが合う。

「あんたはステラが魔獣に食い殺されるのを狙って本に短たん冊ざくを仕込んだのかもしれないが、裏目に出たな。おかげで短たん冊ざくが魔呪物だと俺は気付けた。一年に一回しか使えない短たん冊ざくを厳重に管理させてる時点で違和感はあったんだけどな」

　それは妾わらわでは──と言いかけた女神を遮って、俺は畳みかける。

「女神の正体が魔女って人々が知ったらどうなるんだろうなあ？　魔女は文明を終わらせた邪悪な存在だ。女神像は倒され、降臨祭は二度と祝われない。短たん冊ざくに願いを書く人もいなくなるだろうなあ」

「キッサマアアアアッ！」

　推測通りだ。

　女神は女神像を使って世界を監視している。魔呪物である短たん冊ざくもまた、女神の世界統治の道具なのだろう。腹黒女神が善意から人々の願いを叶かなえているはずがないのだ。短たん冊ざくに願いを書かせることで女神は何か重大なメリットを得ている。

「妾わらわを脅すか、矮わい小しような人間が。神である妾わらわを！」

「脅しじゃない。取引だと言ってるだろう？」

　俺と女神は杖つえを握り合ったまま対たい峙じする。

「あんたはこの世界を支配して信仰されたい。ああ、いいさ。勝手にしてくれ。そんなの俺は興味がない。俺の要求はただ一つ！　俺の推しステラに危害を加えるな。それさえ守ってくれれば、俺はあんたの正体なんか誰にも言わないさ」

　オタクの望みなんてささやかなもんだろ、と俺は鼻で笑った。

　だが、女神は鬼のような形相を崩さない。

「魔女ステラを野放しにしろと？　認めぬぞ。何な故ぜ、ここまで追い詰めたのに逃がさねばならないのだ。どれだけ妾わらわが手を尽くしたと思って──」

「追い詰めた？」

　聞き捨てならない言葉だ。

　俺は女神に顔を近付ける。

「追い詰めたって何だ？　あんたがステラにやったことは短たん冊ざくを握り潰してただけじゃないのか？」

　はっ、と女神は嘲るように笑う。

「そんなわけなかろう。妾わらわの世界を壊す害虫には消えてもらわないと困る。魔女ステラが野垂れ死ぬよう、あやつの家や孤児院に魔獣をけしかけてやったのだ。害虫らしくしぶとく生き延びおって」

　ぷちん、とどこかが切れた音がした。

「今、わかったよ。あんたを許しちゃダメだ」

　女神の杖つえをぐいっと引っ張る。

　奪い取った杖つえで俺は唱えた。

「火の精霊よ、我が敵を焼き尽くす炎を熾おこせ。《火よ、在れイグナリア・ザイン》！」

　ステラと練習するうちに俺も祝詞のりとを覚えてしまった。

　神座の天井に大量の炎が出現する。ステラが作ったのより少ないが、それでもクソ女神一人にぶつけるには十分だ。

　女神は火球を見上げ、唇の端を吊つり上げた。

「異世界の人間にしてはなかなかやるではないか。神である妾わらわが褒めてやろうぞ」

「何が神だ。あんたはやっちゃいけないことをした。あんたのはただの神気取りだろうが、魔女アマンダ──っ！」

　叫んだ俺は杖つえを振り下ろす。

　唸うなりを上げて火球が降り注ぐ中、女神が咆ほえた。

「妾わらわを魔女と呼ぶなアアアアァァァッ───!!」

　バサバサと音がした。どこからともなく飛んできた大量の紙が女神の元に集まっていく。マズい。この紙は短たん冊ざく──魔呪物だ。

「《結べ》」

　女神の詠唱。

　短たん冊ざくが黒く燃え、禍まが々まがしい漆黒の光線に変わる。数多あまたの光線は天井に放たれ、火球をすべて迎撃した。

「消滅しろ、人間！」

　女神が俺を指さす。

　新たな漆黒が生まれ、俺へと迫る。

　ヤバい！　と思った瞬間、俺は強い力で後ろに引っ張られていた。鎖だ。鎖が俺を勢いよく引いたのだ。

　俺を吞のみ込もうとする光線も、瞳孔を開いてこっちを見る女神も、一気に遠ざかっていく。そのまま俺は神座から引きずり降ろされた。







　ステラと俺は聖マ力ナで結ばれていない。

　俺たちを結んでいるのは魔法だ。黒い鎖。……最高じゃないか。赤い糸よりよっぽど頑丈だ。絶対に切れなそうな感じがする。

　実際、死すら俺たちを切り離せなかった。一度死んで天に召されたにもかかわらず、俺は今また地上にいるのだ。

　半分になった杖つえとして。

（ここは……アントーサの校庭か。何だこれ、砂嵐がすごいな……）

　地面に転がっている俺は視線を巡らせる。

　無残に散らばる魔獣の四肢。崩れた迷宮の壁。地面の至るところには黒蛇のような鎖が這はっていて、何かの紋様みたいだ。近くに倒れている女子生徒がいる。フィーナだ。彼女はどうやら気を失っているらしい。

　そして、俺のすぐ傍そばには銀髪の少女が座り込んでいた。

「……か……せ………タク……」

　うなだれたステラは無表情でブツブツと何かを言っている。両の掌てのひらからは壊れた蛇口みたいに漆黒の鎖が生まれ続けていた。

　少女の異様な様子に、俺は胸の奥が痛むような錯覚を覚える。

「ステラ」

　呼びかけるが、反応がない。

「ステラっ、もう魔獣はいないぞ。しっかりしろ！」

　ダメだ。ぴくりとも動かない。

　自我を失っているステラを杖つえの俺が呼び覚ますにはどうすればいいか──？

　方法は一つしか思いつかなかった。深呼吸した俺は声を張る。

「ステラ、全宇宙で一番愛してるぞおおお───!!」

「ふああああああっ!?」

　ステラの顔が沸騰して生気が戻った。同時に鎖が消えて砂嵐がぱたりと止やむ。オーケー。大成功だ。

　キョロキョロしたステラは俺を拾う。

「い、今の……オタク生きてたの!?　てか、『うちゅう』って何……？」

「俺のステラへの想おもいを表現するには全世界じゃ狭すぎるなと思って」

「は!?　バ、バッカじゃないの！　わたしはオタクなんて……」

　赤くなって顔を背ける様はすっかりいつものステラだ。俺はほっと息をつく。

「よかった。ステラが無事で、ほんとによかった」

　っ、と彼女が息を詰めた。

　みるみるうちにステラの目に涙が溜たまっていく。

「……バカ、バカバカっ、わたしっ、オタクが……うぁあああああぁぁっ……！」

　ぎゅっと抱き締められて俺は硬直した。……噓うそだ。元から俺は硬い杖つえだった。

　号泣するステラは俺に頰ずりしてくる。なんだかくすぐったくて温かい。ああ、戻ってきたんだなと実感した。

「心配かけてごめんな。もうステラから離れないから」

　こんなことを言ったら彼女はすぐに俺を離してしまうだろう。それを承知で言ったのだが、ステラの反応は俺の予想とは違うものだった。

　ぐすっと洟はなを啜すすったステラは俺を抱く腕に力を込める。

「……当たり前でしょ。あんたはわたしのものなんだから」
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幕まく間あい






　実技試験は一年生でトラブルがあったが、他学年はつつがなく行われた。

　その日の夜。

　エイルーナは学年主任のスペランザに呼び出されていた。

　コンコン、と面談室の戸をノックする。「どうぞ」と声がして、エイルーナはドアを開けた。瞬間、目に飛び込んできた国軍兵士の姿に──彼女はきょとんと瞬まばたきをした。

　さして広くない面談室の壁には、物々しい甲かつ冑ちゆうを着た兵がずらりと控えていた。中央には大きな机があり、その向こうには険しい顔をした隻眼のスペランザが座っている。

「どうされました、エイルーナ先生。どうぞお入りください」

「……随分、物騒な部屋ですね。失礼しますよ」

　正面のイスにエイルーナがかけようとしたとき、兵士が傍そばに寄ってきた。

「杖つえをお預かりします」

　それはこれから取り調べが行われるのを意味している。聖女から杖つえを取り上げれば、もう抵抗はできない。

　スペランザはエイルーナが大人しく杖つえを渡すか、注意深く見守っている。

　エイルーナは素直に杖つえを差し出した。

　兵士に杖つえが渡り、スペランザの表情が幾分和らぐ。

「エイルーナ先生をお呼びしたのは他でもありません。本日行われた一年生の実技試験におけるトラブルについてお訊ききしたいことがあるからです」

「あれにはわたしも驚きました。まさか急に聖せい法ほうが使えなくなって迷宮が崩壊するなんて。原因はわかったのですか？」

「迷宮の崩壊については学園長先生が陣頭に立ち、現在調査中です。二度とあってはならない事故です。幸いだったのは、生徒たちが全員、命に別状がなかったこと」

「それは本当に運がよかったです。女神様のお導きでしょう」

　エイルーナはニコリと微ほほ笑えむ。

　スペランザは一片の笑みも返さなかった。

「私は軽傷だった生徒に聞き取り調査を行いました。そこで判明したのは、どうやら迷宮には第二階級以上の魔獣がいたようです。先生もご存じの通り、迷宮の魔獣は野生の動植物に適切な量の魔呪物を与えて作ります。それを迷宮内に放つことで生徒たちのレベルに適した迷宮ができるのですが」

「放つ魔獣を間違えたのですか？」

「それはありえません。私は一年生の迷宮に放った魔獣をこの目で確認しています。考えられるのは、校庭にあらかじめ魔呪物が仕込まれていて、迷宮内に魔呪物が入ってしまったのでしょう。魔獣はそれを取り込み、我々の想定を超えた階級になってしまった」

　スペランザが身を乗り出し、その顔に影が落ちる。

「エイルーナ先生、貴女あなた、授業の度に大量の魔呪物を持ち出していますね」

「あーそれはですねえ、わたしの不注意で授業中に魔呪物をぶちまけてしまい──」

「授業中に毎回『不注意』が起こると言うのですか！」

「あはは、お恥ずかしながら……」

　青筋を立てるスペランザに、緊張感なく笑うエイルーナ。

「もう結構です、エイルーナ先生。貴女あなたの身柄を拘束します」

　スペランザが断じ、兵士がそれぞれエイルーナの左右に立った。

「へ。拘束……？」

「第二階級以上の魔獣を一年生の迷宮に放つ。それは立派な殺人行為です。下手したら、一年生たちは全員死んでいたかもしれません」

「そうですね。迷宮に第二階級以上がいたなら、よくあの一年は生き残りました」

「白々しい……！　エイルーナ先生、大変遺憾ですよ。我々は国の未来を担になう大事な聖女候補を預かっているのです。厳しく指導するのは生徒が有事に対応できるようにするため。それをまさか本気で殺そうとするとは……動機が何であれ許されません」

「わたしがやった証拠はないでしょう。学園長はわたしの拘束に同意しているのですか？」

「迷宮内の魔獣については学年主任である私の責任です。私がしっかりと調べ上げ、学園長先生に報告させていただきます。兵士たち、この者を連れて行きなさい！」

　両脇の兵士が固めるようにエイルーナの腕を取る。

　ふっと彼女は口元を緩めた。

「独断とは都合がいい。──《従え》」

　刹那、エイルーナの瞳が漆黒に染まる。

　それは魔法。どんな法則も道理も因果も、捻ねじ曲がってしまった世界には介入できない。

　エイルーナの横にいた兵士がおもむろに杖つえを自身の頭に当てた。

「《火よ、在れイグナリア・ザイン》」

　自らの聖せい法ほうでゴウ、と兵士の頭が炎に包まれ、その身体からだが傾かしぐ。

　何が起きたのか誰も理解できないうちにエイルーナは唱えた。

「《従え》。《従え》。アハッ、《従え》──」

　エイルーナの魔法を受けた兵士は、次々と己の頭を燃やし倒れていく。

　皮膚の焼け焦げる悪臭と、炎の熱。久しく感じていなかった戦争の匂いにエイルーナは笑みが溢あふれるのを抑えられなかった。

　愉たのしげに、いたぶるように、魔女は唱える。

「──アハッ、《従え》。アハッ、アハハハハハハハッ！」

　甲かつ冑ちゆうが床に崩れる音と哄こう笑しようが面談室に響き渡る。

　ただ一人、生き残ったスペランザは立ち尽くしていた。杖つえを構えてはいるが、乾いた口からは何の詠唱も出てこない。

「……ありえない。その詠唱は魔女……〈服従〉の魔女リリアナ！」

　最も残忍な魔女だ。最も悪名高く、最もおぞましい──。

　自分の杖つえを拾ったエイルーナはスペランザにそれを突きつけた。漆黒の双そう眸ぼうで嗤わらう。

「わたしがシナリオを考えてやろう。おまえは魔呪物の量を誤り、一年には倒せない第二階級の魔獣を迷宮に放ってしまう。それを指摘してきた兵士を口封じに殺すが、良心に耐えかねて結局、自害する。──これでどうかな？」

　スペランザの唇が戦慄わなないた。

　厳格な指導で恐れられるが、それは偏ひとえに生徒を思うがため。この女の気質にぴったりな役どころだが、残念、スペランザは気に入らなかったようだ。

「……一体何を企たくらんでいる。邪悪な魔女が聖女学園の教師に紛れ込むなど……！　女神様、魔女を倒す力をお与えくださいっ！　《火よイグナリア──》！」

「《従え》」

　頭から火を噴いたスペランザは倒れた。

　自分以外が息絶えた部屋でエイルーナは独りごちる。

「わたしは女神に支配されたこの世界を変えたいのさ。それを可能にする〈束縛〉の魔女ステラを正しく導きたいだけ」

　スペランザが指摘した通りだ。エイルーナは魔呪物をくすね、一年には対処できない魔獣を迷宮に作った。それだけではない。図書室の本に短たん冊ざくを挟み、ステラの手に渡るよう仕向けた。授業中にわざとステラに魔呪物を多く渡したりもした。

　すべてはステラを窮地に追い込み、魔女として覚醒させるため。

「人の身は器、願いは水。魔女はいつだって地獄のような極限状態から生まれ出いでる」

　エイルーナは面談室を後にするべくドアを開けた。その際、壁にかけられている女神のレリーフを見み遣やる。

「この千年間はあまりにも退屈だったよ、アマンダ。もうすぐおまえを殺せる魔女を送り込んでやるから、首を洗って待っているがいい、アハッ」

　パタンと面談室のドアが閉まり、後には物言わぬ死体だけが残された。











エピローグ






「ただいま戻りましたー！　……ってステラさん！」

　寮の部屋のドアを開けるなり、フィーナは感極まった声を上げた。大きな旅行カバンを放ってステラに駆け寄ると抱きつく。

「無事だったのですね！　あたし実技試験の後、ステラさんがずっと目覚めないって聞いて、実家にいるときも心配で心配で……」

「ふわあっ、な、何よ、この柔らかさ……」

　フィーナに抱き締められたステラは違うことでショックを受けているようだ。

　仏ぶつ頂ちよう面づらになったステラはフィーナを押し退のける。

「べ、別に大したことじゃないわよ。なんか聖マ力ナの使いすぎ？　とかで意識を失ってただけだから」

　トラブルがあった実技試験。魔法で迷宮を崩壊させたステラは自我を取り戻した後すぐ、昏こん睡すい状態に陥った。おそらく初めて行使した魔法の反動だろう。十日間ほどステラは眠り、その間に学園は長期休みに入った。

　よほどの事情がない限り、生徒は長期休みになると帰省するらしい。それで学校が始まる月初までには帰って来るのだそうだ。

　フィーナは杖つえ立たてにある真新しい杖つえに目を留める。

「オタク様も新しい杖つえになってよかったですね」

「──そうだな」

　実はステラが昏こん睡すい状態になったことで俺も大変だった。

　砂嵐が止やみ、聖せい法ほうを使えるようになった教師たちが生徒を救出に来たのだが、俺は折れた杖つえ──いわばゴミだ。ステラと一緒に運んでくれるはずがない。

　結果的に、ステラの救助に来たのがハミュエルだったのがツイてた。俺は「ハミュエル様、そこの折れた杖つえも一緒に運んでください！」と声を出し、「もう一人のステラ」を演じた。「……キミは寝言でも腹話術を使うのか」と呆あきれられたが、ハミュエルはゴミの俺をステラの担架に乗せてくれた。

　ステラは目覚めてすぐ、杖つえを修理しに行き、継ぎ足す形で俺は杖つえとして復活している。

「うふふ、ステラさん、まだお祝いしてませんでしたよね」

「お祝い？　何のお祝いよ」

「あたしたちの進級祝いですよ！」

　トラブルがあった実技試験は全員ノーカンとされ、二人の進級は決まっていた。

　旅行カバンを開けたフィーナは「じゃーん！」と箱を取り出す。

「寮に来る途中でベリーパイを買ってきました。お祝いに一緒に食べましょう」

　ベリーパイ!?　とステラは目を輝かせた。

「し、しかたないわね。腐るともったいないからわたしも付き合うわ」

「ヨダレを垂らして言うところがポイント高いな」

「うるさいっ」

「今、お茶も淹いれますからね」とフィーナは部屋を出て行く。戻ってきた彼女はメイド姿だった。しかもスカートの丈が短くなってる！

「おおおおミニスカメイド！　絶対領域！　ガーターベルト！」

「ちょっとフィーナ、オタクの言うことなんか聞かなくていいって言ったでしょ」

「丈が短い分、動きやすいです。ステラさんも着ればわかりますよ」

「は？　わたしが着るわけ──」

「このお部屋では対等なんですよね。お着替えしましょう！」

「わわわっ、いきなり脱がさないで……オタクは見るの禁止！」

　バサッとローブが掛けられた。

　しばし後。

「うぅ……なんでわたしまでこんな恰かつ好こうに……」

　銀髪のツンデレミニスカメイドが爆誕した。生きててよかった。

　ステラは剝むき出しの太ふと腿ももが気になるのか、一生懸命スカートを引っ張っている。

「み、短すぎるわよ、このスカート……こんなふしだらな服、着てられないわ！」

「あああステラさん、脱がないでください！」とフィーナが慌てて止める。

「せっかくステラさんに合わせて作ったのです。オタク様ももっと見ていたいですよね」

「俺は永遠に見ていたいな」

　ほら、とニコニコするフィーナに、ステラは苦虫を嚙かみ潰したみたいになった。

「い、今だけなんだからね。二度とこの服着るの禁止！　わかったわね、フィーナ」

「はい、いつでも着られるようにクローゼットに入れておきますね」

「わかってないでしょ!?」

　美少女メイドたちが紅茶を淹いれて、ベリーパイを切り分ける。

　午後の穏やかな陽ひ射ざしを浴びて、二人は「「いただきます」」と声を揃そろえた。

　パイを一口食べるなり、ステラは胸を押さえる。

「うっ、美お味いしい……ベリーの酸味とクリームの甘さが絶妙だわ……」

「ふふっ、よかったです。実技試験ではどうなることかと思いましたけど、こうして進級が決まって食べるお菓子は格別ですね」

　ステラの動きが止まった。

　静かにフォークを置いたステラは躊躇ためらいがちに問いかける。

「……ねえ、フィーナ。あのオオカミの魔獣、誰が倒したのか憶おぼえてる……？」

「え。先生ですよね？　どの先生かは見なかったですけど」

　フォークを口に入れたフィーナは首を傾かしげている。

　ステラは目を落とした。自分の掌てのひらをじっと見つめる。

「………そうよね。先生しかいないわよね」

　杖つえが折れた直後の記憶がステラは曖昧なのだそうだ。

　俺も黒い鎖についてステラに伝えるつもりはない。魔女＝悪とステラは認識している。自分が魔女だと知ったら彼女はきっと心を痛めてしまう。推しをわざわざ悲しませるオタクなんていない。

　女神とはあれっきりだ。幻像も現れていない。このままステラにも俺にも不干渉でいてくれるなら、それでいい。だが、もしまたステラを殺そうとするなら──。

　俺は女神のレリーフを見る。その顔は黒く潰れたままだ。

「明日から二年生ですね。クラス、今年もまた同じだといいですね」

「別に。わたしはどっちでもいいけど」

「フィーナのために教えておくな。フィーナが留守の間、ステラがまたキミと同じクラスになれるよう先生に嘆願書を──」

「わわわっ、なんてこと暴露すんのよ！」

　慌ててステラが俺を押さえる。

　フィーナは感激したように両手を組んだ。

「ステラさん……あたしのためにそこまでしてくれていたなんて……」

「ち、違うわよ！　フィーナと一緒のクラスがいいんじゃなくて、そのほうがわたしの成績が上がるから──」

「素直になれないステラは可か愛わいいなあ」

「あああもう、黙りなさいよ！」

　ステラは紅茶のカップをぐいっと呷あおり、赤くなった顔を隠す。

　わかりやすい照れ隠しも見れたことだし、俺は大人しく黙ることにした。
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「最近、ツンデレヒロインっていないですよね？」

　今から二年くらい前、ちょうど前シリーズの『こんかわ』１巻を書き終えた頃です。担当編集さんとの打ち合わせで出たこの一言から本作は始まりました。

　あまり昔と今を比べるようなことは言いたくないのですが、一昔前のラノベではツンデレがメインヒロインとなっている作品が多数あり、そのいくつかはアニメ化大ヒットしていたと記憶しています。ところが今はどうでしょう。ラノベでツンデレヒロインを見かけることはめっきり少なくなりました。いたとしてもメインではなく、サブです。ツンデレ全盛期のときと比べたら、見る影もありません。

　何な故ぜ、ツンデレヒロインは下火になってしまったのか。あまりにたくさんのツンデレヒロインがいたため読者に飽きられてしまったから。今のラノベ読者はストレスのない甘々なヒロインを好むから。……もっともらしい回答を推測で挙げてみましたが、ぶっちゃけ私にはわかりません。わかるはずがないのです。何な故ぜなら、私は昔も今もずっとツンデレヒロインが大好きだからです。

　しかし、ここで私一人がいくら「ツンデレヒロインが好きなんだ!!」と熱弁しても、世の中の風潮は変わりません。世知辛い話ですが、商業作品として本を世に出す以上、どうしても売り上げとは切っても切り離せない関係にあります。しかもどうやら今回、宣伝にもかなり力を入れていただいたようで……担当編集さんから概要のメールが来たとき、「マジですか!?」と私は腰を抜かしました。まあ、つまりは売れてくれないと困るわけです。

　果たして令和の時代にツンデレヒロインはウケるのか？　このあとがきを書いている今も非常にドキドキしています。本作を読んで「ツンデレっていいじゃん！」と推してくれる方が一人でも増えるのを願うばかりです。




　さて、今回も本を出すにあたって、たくさんの方々にご尽力いただきました。

『こんかわ』から続投している担当編集さんたち。美麗なイラストを描いてくださった米白粕先生。デザイナー様。『豚レバ』のアニメ化でお忙しい中、推薦文をいただきました逆井卓馬先生。

　そして最後に、この本を手に取ってくださった方に最大級の感謝を。

　幸いなことに二巻が出ます。ステラとオタクの学園生活はまだまだ始まったばかりです。どうか令和のツンデレヒロインをよろしくお願いします。
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